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本書は、商業店 舗建設 に伴って発掘調査 された山梨県長坂町大八 田字石原 田 に所在

する石原 田北遺跡の発掘調査報告書であ ります。

石原 田北遺跡 は、八ケ岳南麓の標高 702.5メ ー トルの南北に細 長 くのびた尾根 上を

中心 に立地 し、付近には縄文時代や 平安時代の大規模な集 落跡の柳坪 A・ B遺跡や 中

世の集 落 として注 目された小和 田館跡な ど県内で も有数 の遺跡が多数存在 している歴

史性豊かな地域 にあ ります。

当遺跡 の発掘調査はすでに平成 8年にこの隣接地で行われてお り、平安時代の堅穴

建物跡や中世の建物跡等が検 出 されていますが、今回の調査地域で も平成 9年 12月 に

同町教 育委員会が行 った試掘調査 によって、縄文時代や平安時代 の住居跡や 中世の遺

構が濃密に存在す ることが判 明 し、 約8000♂ にわ たる広 大な範囲が発掘調査 され る

ことになったわけであ ります。

調査の結果、予期 した とお り縄文 時代前期か ら中期 にか けての竪穴建物群や、平安

時代 の堅穴建物群 な ど多数の遺構群 が検出 され、大きな成果 が得 られ ました。特 に、

縄文期 では、中期前葉の新道期か ら藤内期 にかけての良好な縄文土器群 を層位的 に検

出する ことができ、 当該期 における縄文土器研究 に貴重な資料 を提供することにな り

ました。 また、平安期 の集落跡では堅穴建物の相互の重複 状況か ら、短期間 に集散 を

繰 り返 えさぎるを得 ないこの地 の平安び との実態を読み とることができ、 当該期 の集

落のあ り方の一端が浮かびあが ってきましたが、 しか しなぜそのような状況 を余儀な

くされたのか新たな課題 も提起することにな りました。

長坂町 を始めとす る八ケ岳南麓 は、特 に縄文時代 と平安 時代、 さ らに中世の遺跡群

が密集する地域 として全国的に も知 られて いるところで あ りますが、今回の調査地域

である石原 田北遺跡 か らもほぼ 同様な遺構 群が確認 され、そ うした様相がます ます鮮

明にな ったわけであ ります。広大な八ケ岳山麓で の先人たち の歴史の歩 みを示す これ

らの貴重な成果 が今後各方面 でご活用 いただければ誠 に幸 いに存ず る次第で あ りま

す。

最後にな りましたが、発掘調査の準備段階から本報告書刊行にいたるまで、地元長

坂町当局をはじめ事業主体であるい 」マー トの各関係者各位、また発掘調査や整理作

業に携わった多くの方々か ら多大なご指導やご協力をいただきました。 ここに、深甚

なる感謝と御礼を申し上げ序といたします。

2001年 6月

石原 田北遺跡発掘調査団

団 長 萩 原 三 雄



石原 田北遺 跡で メイン とな る ものは、 縄文 時

代 のム ラのあ とと平安 時代 のム ラの あ とです。

縄文 時代 とい う時代は とて も長 い時代 で、今 か

らお よそ 12000～ 13000年 前 には じまった とい

われ、お よそ 8000年 間もつづ いた時代 といわれ

て います。平安 時代 とい う時代 もけ っ こう長い

時代 で、教科書で もおな じみの桓武 天皇 が都 を

現在 の京都に移 した西暦 794年か ら、源頼朝が鎌

倉 に幕府 を開 いた西暦 1192年 まで、 お よそ400

年 もつづ いた時代 で した。 で も、縄文 時代 の長

さにはちょっと勝てませんね。

8000年 間もつづ く縄文時代 は、土器の形の変

化や文様 の変化 、 土器 が出上 した土 層の位 置 な

どか ら、 占い順 に草創期 、 早期 、 前期 、 中期 、

後期、 晩期 の 6つ の時期 にわ け られ て います 。

こうしてみ る と、 8000年 間続 いた縄 文時代です

か ら、「中期」という時期だけでも、 1000年以上の時間幅をもっているということとな り、平安時

代という一つの 「時代」よりも長かった ことがわかります。

平安時代も前期、中期、後期の三つの時期 にわけることができます。前期は西暦 794年 から西暦

900年頃まで、 中期は西暦 900年 頃か ら1000年 頃まで、後期は西暦 1000年 頃か ら西暦 1192年 の鎌

倉幕府が誕生する頃までとします。

遺跡は、中央 自動車道 の長坂イ ンターテ ェンジを出たす く
ヾ

南側の山梨県北巨摩郡長坂 町 大八 田字石原田 166番 地他 にあ

ります。遺 跡名 は ここの小字名 を とってつけ られ ました。遺

跡か らは八ヶ岳連 峰の山 々、 甲斐駒 ヶ岳をは じめとす る南 ア

ル プス連峰の雄 大な 山並み を見ることがで きて、 い まで も景

時 代 区 分

硼
］
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1日 石器時代
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弥生時代
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色がとても素晴 らしいところです。石原田北遣跡は、八 ヶ岳山麓の標高約700mの低 い尾根のうえ

にある遺跡です。発掘調査をする前は畑や田んぼで した。

縄文のム ラは今からおよそ4500年前の縄文時代中期のは じめ頃のム ラで、平安のム ラは今からお

よそ1100年前 と、 1200年前のムラに分 けることができます。

縄文のムラも平安のムラも、 ともに 「竪穴建物」 という、四角や丸い形に地面 を十数セ ンチから

1メ ー トル近く掘り下げて、土間のような水平な床をつくり、そ こに柱を立てて屋根を覆つた半地

下式構造の建物でした。この「竪穴建物」 は、住 まいとして使われたほか、倉庫や作業場といった

使われ方もされていたと考え られ ます。そ して こうした建物が 2～ 3棟 く
｀
らい集まって小さなム ラ

をつ くっていたようです。

ム ラのすく
゛
西狽1に は川が流れていたよ うで、発掘調査で川のあとがみつかっています。川が埋 ま

った状態やみつかった土器を観察 した結果、この川は平安時代ぐらいまでは水が流れていたようで

すが、それ以降は小規模な土石流が何度かおきたために、埋まってしまい水が流れなくなったよ う

です。

縄文時代中期の竪穴建物 と平安時代の竪穴建物との決定的な違 いは、第一に穴の形が違 うこと。

第二 に煮炊 をする施設が違 うことが言えます。

縄文の丸いイエ 平安の四角いイエ

穴の形については、縄文時代の ものは、楕 円形 もしくは長楕 円形 をしています。一方、平安時代

のものは正方形や長方形などの四角形 をしています。この人の形の違 いは、イエ全体の形にも影響

すると思われます。平安時代の竪穴建物の外見は、現在で も残っている古い民家の外見とあまり変

わらなかったと思われ ます。

煮炊をする施設については、縄文時代のイエは地面を浅く掘 り込んで火を焚 く「炉Jを使ってお

り、平安時代のイエは粘土で土 まん じゅうのようにつ くられた 「竃 (カ マ ド)」 を使 っています。縄

‐・‐‐‐‐れ坤



縄文の炉 平安の竃

文時代の「炉」は一口に言ってもいろいろなバリエーションがあり、一般的には次のようなタイプ

のものがみられます。①ただ浅く穴を掘り込んだだけのもの (地床炉)、 ②穴の中に土器が埋めてあ

るもの (埋 甕炉)、 ③穴のまわりを石でかこむもの (石囲炉)、 ④穴のまわりを石でかこみ、さらに

穴の中に土器が埋めてあるもの (石囲埋甕炉)な どがあります。石原田北遺跡では、 このうちの石

囲炉のものがみつかっています。

平安時代の竃は竪穴建物の壁 につ くりつけ られていますが、平安時代の中期 と後期とでは竃がつ

くられ る壁 の位置が違っています。た とえば平安時代中期では東側の壁の中央あた り (や や南側に

寄 って いる)に つくられていたものが、後期になると南東側や南西側のコーナー部分の壁につくら

れるよ うになります。その理 由についてはよくわか りませんが、堅穴内部の空間をよ り広 く、有効

に使 うために電 を隅にもってきた ものと思われ ます。

縄文時代のイエからは、た くさんの上器 と石器がみつか りました。土器をながめてみると、 いろ

いろな模様 (文 様)が観察できます。よ―く見るとヘ ビやサンショウウオな どといった動物を表現

した文様や、ミミヅクの顔にも見える把手もついていて、ずっと見ていて も飽きないほどです。

石器は土を掘ったり、木 を切 った りす る石斧や、狩の時 に使 う弓矢の先につける矢 じり (石 鏃)、

捕つた動物の皮をは く
゛
時に使 つたナイフ (石匙)な どがみつかっていますが、石原 田北遺跡では

特 に石斧 と石鏃の割合が高 くなっていることが特徴となっています。その他では、石製のペンダン

トや土偶、木の葉形を した小さなお皿など、ちょっとめず らしいものもみつかっています。

V
ヤ

■石原田北遺跡からみつかったモノ (一部)■



平安時代のイエからは、私たちが現在使っているようなご飯茶碗の形に似た、土師器とよばれる

素焼きの土器がたくさんみつかっています。また灰釉陶器とよばれる当時としてはちよつと高級な

陶器製の食器もみつかっています。 この灰釉陶器は、現在でも「瀬戸物」で有名な焼き物の産地で

ある、岐阜県や愛知県からわざわざ運ばれてきたものです。
とうす             てつ

平安時代になると鉄製の道具 もよ く使われるようになります。鉄製の小刀 (刀子)や矢じり (鉄
と ヽヽしてすく

鏃)な どもみつかっています。石の道具では小刀を研 く
゛
時に使つた砥石や、ムシロを編む時にお も

りとしてつかった編物石もみつかっています。

縄文時代や平安時代のものではあ りませんが、中世 (鎌倉時代か ら室町時代)の ものと思われる

人 と馬のお墓もみつかりました。人のお墓と思われるものは、深 さが lmほ どあ り、穴の上部には

人の頭ほどの大きさがある石がた くさんつめられていて、六の底からは人骨はみつからなかったの

ですが、三途の川渡し賃 として死者 とともに埋葬された数枚の銅銭 (六文銭)がみつか りました。

こうしたことか ら人のお墓ではないかと考えられます。

馬のお墓は遺跡の南側にある土墳群の中の三箇所か らみつか りました。一辺が lm前後、深さが

lm前後の長楕 円形 をした穴から、馬の歯がみつか りました。胴体の部分の骨はみつか りませんで

したが、穴の大 きさや、みつかつた歯の位置から考えると、おそらく一頭まるごと埋葬されていた

ものではないか と思われます。

人のお墓

石原田北遺跡でみつかつた縄文と平安のムラは偉い人物が住んだムラではあ りませんが、古文書

の記録 に残 されていないような私たちの先人たちの暮らしぶ りを探ることができる貴重な遺跡の一

つだ と言えるで しょう。

馬のお墓
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1 本書は山梨県北巨摩郡長坂町大八田宇石原田166番地に所在する、石原田北遺跡 」マー ト地点の発掘調査報

告書である。

2 発掘調査は、株式会社」マー トの店舗建設工事に伴い実施した。

3 発掘調査は、株式会社」マートの委託事業として石原田北遺跡発掘調査団が実施 し、平成10(1998)年 7

月13日 から平成11(1999)年 6月 30日 にかけて発掘調査が行われた。

4 本書の編集は、石原田北遺跡発掘調査団の責任のもと、平野修が担当し、原稿分担は以下の通りである。な

お、櫛原功一氏には下記の通 り、玉稿をいただいた◇深く感謝申し上げたい。

◇遺跡簡単解説 。第 I・ Ⅱ・Ⅲ・Ⅳ章、Ⅵ章第 2・ 3・ 4節  平野 修

◇第V章第 1節 河西 学

◇第V章第 2節 新山雅広

◇第V章第 3節 植田弥生

◇第V章第4節 パリノ・サーヴェイ株式会社

◇第Ⅵ章第 1節 櫛原功一

5 本報告書作成のための主な作業分担は以下の通 りである。

◇遺構写真        平野修 。森原智恵子・山下大輔

◇遺物写真および焼付   塚原明生.・ 小川忠博 。佐野靖子 。い フジテクノ・シン技術コンサ〃謝

◇遺物 X線写真      鈴木 稔

◇遺構 トレース      平野修・森原智恵子・岩崎満佐子・竜沢みち子 。小沢恵津子

◇遺物 トレース      平野修・齋藤ひろみ 。竜沢みち子・佐野靖子・矢房静江

◇図版作成        平野修 。森原智恵子・佐野靖子・矢房静江・岩崎満佐子・竜沢みち子・小沢恵津

子・齋藤ひろみ 。田中真紀美・保坂真澄

◇写真図版作成      平野修 。佐野靖子・小沢恵津子

◇表作成        平野修・保坂真澄

6 発掘調査および整理事業において以下の業務を委託した。

◇基準点狽1量および航空写真測量       株式会社フジテクノ

◇土器胎土分析               山梨文化財研究所地質研究室

◇炭化種実・炭化材同定           株式会社パレオ・ラボ

◇獣骨同定                パ リノ・サーヴェイ株式会社

◇金属製品保存処理             山梨文化財研究所保存修復研究室

◇縄文土器展開写真撮影           株式会社フジテクノ

◇縄文土器実測用写真撮影          株式会社フジテクノ

◇石器実測用写真撮影            シン技術コンサル株式会社

7 石器の石材鑑定は、河西学氏のご厚意によるものである。記して感謝申し上げたい。



8 巻頭における遺物写真は、駒沢大学非常勤講師お よび日本写真家協会会員の塚原明生氏 土器展開写真は小

川忠博氏によるものである。

9 本報告書に関わる記録図面 。写真 。出土遺物等 は、長坂町教育委員会に保管 している。

10 発掘調査および整理作業 にあたっては、以下の諸氏 。諸機関から多大なるご指導・ ご協 力をいただいた。

ここに記して深 く感謝申し上げたい。 (順不同・敬称略 )

株式会社 」マー ト、長坂町、長坂町教育委員会、 山梨県教育庁学術文化財課、北巨摩市町村文化財担 当者会、 山

梨県考古学協会、小野正文、森原明廣、村石真澄、小官 山 隆、村松佳幸、伊藤公明、渡辺泰彦、室伏 徹、 山

下孝司、関間俊明、猪般喜彦、佐々木 満、斎藤秀樹、佐野 隆、桐生直彦、谷口康浩、小林謙一、寺内隆夫、

藤澤良祐、齋藤孝正、金子浩 昌、角張淳一、櫛原功一、宮澤公雄、河西 学、畑 大介

凡  例

1 本報告書で使用している地図は、株式会社フジテ クノ製土地現況図 (1/1000)である。

2 遺構および遺物の縮尺は、各図版中に記してある。

3 遺構図版 における床面の破線および一点破線は、焼土範囲・床面の堅回の範囲を示している。遺物分布を示

すマー クの意味は以下の通りである。

小さい0:土 師器・縄文土器等、大きい0:焼 土粘土塊 。炭化物等、O:陶 磁器類、▲ :灰釉陶器、△ :須

恵器、日 :石器・石製品・礫等、回 :骨、★ :土 製品類、◆ :金 属製品 。銭貨等

4 遺構図版中の遺物番号は、遺物図版番号、遺物観察表番号 と一致している。

5 土層および遺物の色調名は、『新版標準土色帳』 13版 (農林省水産技術会議事務所監修 小山正忠・竹原秀

雄・編  1993)によっている。

6 遺物図版 中の平安時代土器および陶器の断面が黒塗 りの場合は須恵器、点網掛けの場合は灰釉陶器を示 して

いる。土器 内外面の濃い点網掛けは油煙の範囲を、やや濃い点網掛けは黒色処理を、斜線 は転用硯 における

擦 り面 を示している◇また矢印は灰釉の範囲を示している。

7 土偶における点網掛け範囲は分割塊面を示し、磨石・凹石・砥石の外形線に沿 った矢印は、擦 り面の範囲を

示している。

8 竪穴建物 の床面積は、電および周濤 を除く壁下ラインをプラニメーターで 3回ずつ計測し、その平均を示 し

た。使用機種は 「ウシカタX― PLAN360d」 である。
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第 I章 調査の経緯 と概要

第 1節 調査に至る経緯と調査組織

本遺跡は、長坂町内の周知遺跡 「長坂町遺跡No.69(石 原田北遺跡 )」 としてすでに登録 されてお

り、平成 9(1997)年 2月 、株式会社 Jマ ー ト (以下、 」マー トとす る)か ら長坂町教育委員会へ

店舗出店にともない、山梨県北巨摩郡長坂町大八田字石原 田166番地外地内における、埋蔵文化財

の所在の有無に関する照会があった。それを受けて長坂町教育委員会では、同年 12月 に同地内の試

掘調査 を実施し、その結果、縄文時代中期か ら平安時代、中世にわたる土器や石器が多数出土した

ことから」マー トとの協議 を行い、遺構 。遺物出土密度の高い約8,000∬において本調査を実施する

運び となった。

平成 10(1998)年 4月 、本調査については、 」マー トから山梨文化財研究所 に調査依頼があり、

山梨県教育委員会および長坂町教育委員会 と当研究所の三者で協議 を行 った結果、山梨文化財研究

所内に調査団組織をつくり、調査にあたることとなった。調査団組織は名称を 「石原田北遺跡発掘

調査団」として、調査団組織は下記に記 した とおりである。平成 10(1998)年 7月 に Jマー トと石

原田北遺跡発掘調査の委託契約を締結し本調査 を開始した。

なお、長坂町教育委員会では、当遺跡の発掘調査において、遺跡記録保存のための調査方法や出

土遺物等の保存活用 について、町教育委員会と調査国との間で研究・協議 をし、当調査の学術水準

の維持・向上を図ることを目的として 「石原田北遺跡発掘調査連絡協議会」を設置 し、調査指導お

よび協力を行うこととなった。以下に、調査団組織 と連絡協議会組織等を示す。

【石原田北遺跡発掘調査団組織】

団   長  萩原 三雄

副 団 長  鈴木  稔

主任調査員  平野  修

調 査 員  森原智恵子

事 務 局  五味 芳子

(平成11(1999〉 年 6月 30日 現在 )

(山梨文化財研究所所長代行 )

(山梨文化財研究所保存科学研究室室長 )

(山梨文化財研究所研究員)

(山梨文化財研究所研究助手)

(山梨文化財研究所事務主任 )

【石原田北遺跡発掘調査連絡協議会】 (平成11(¬ 999)年 6月 30日 現在 )

会   長  小松 清寿 (長坂町教育委員会教育長)

副 会 長  植松  正 (長坂町教育委員会教育課長 )

萩原 三雄 (石原田北遺跡発掘調査団長・山梨文化財研究所所長代行 )

その他会員  小宮山 隆 (長坂町教育委員会学芸員 (埋蔵文化財担当〉)

平野  修 (石原田北遺跡発掘調査調査団主任調査員・山梨文化財研究所室長 )

【発掘調査参加者】 (五十音順 )

浅川たみ子 浅川春子 浅川保代 井出研三 井出正美 河手寿子 酒巻正道 清水たま子

-1-



高橋純子 滝田武子 田中利美 千野あやめ 壷屋てる子

平嶋純一 平嶋弘子 平島雪枝 福井光幸 堀内さ多子

山本米子 吉田香代子

中田典子 長沼欣一 平嶋悦子

三井幸子 八巻久 子 山下大輔

【整理作業参加者】 (五十音順 )

岩崎満佐子 宇津宮則子 小沢恵津子 梶原 薫 熊谷多美 斉藤春美 齋藤ひろみ 佐野靖子

竜沢みち子 滝沢峯子 田中真紀美 塚原明生 林 紀子 広瀬悦子 藤井多恵子 保坂真澄

矢房静江

第 2節 発掘調査の概要

石原田北遺跡の発掘調査は、今回の発掘調査で第 2次 調査 となる。第 1次調査は、店舗建設に先

立ち石原 田北遺跡調査団 (団長 長坂町教育委員会教育長 小松清寿)によって平成 8(1996)年

10月 に実施され、約 1,500∬ の調査区域か ら平安時代の竪穴建物 1棟、中世の堅穴建物3棟 、掘立柱

建物 3棟等が調査されている。当該調査に関す る報告は、平成11(1999)年 3月 に『石原田北遺跡』

として報告 されている。今回の発掘調査も第 1次調査 と同 じく 「長坂町No.69遺 跡・石原田北遺跡 J

として登録範囲内を発掘調査 している。第 1次 調査 との混乱 を防 ぐため、今回は遺跡名に調査地点

名を付 して 「石原田北遺跡 Jマー ト地点」 として

おきたい。

さて、今回の発掘調査地点は、第 1次 調査地点

のすく
゛
南側の隣接地 にあたり、現況は水田・畑地

であつた。表面観察では畑地を中心 に多量の縄文

土器片 と土師器片を採集することができた。発掘

調査は、平成10(1998)年 7月 13日 から調査区

北西側から重機 による表土剥ぎを開始 した。この

時点では調査区内の水田や畑 に稲や野菜等の作物

が残っていたことや、国有地 となっていた農道が

存在していたため、その部分を除いた表上の除去

となった。同年 7月 17日 よ り作業員を投入 し、重

機 による表土剥ぎ作業とともに、人力による遣構

確認作業も平行 して行 つた。

第 1回 目の表土剥ざ作業は、同年 8月 4日 に終

了し、縄文時代および平安時代の竪穴建物跡 と思

われる遺構範囲が約 14～ 5箇所、土墳 と思われる

遺構範囲が約50箇所、旧河川跡等が確認された。

同日から遺構内の掘削作業も開始し、 9月 から10

月にかけて例年 にない不順な天候 に見舞われ、調

第1図 表土剥ぎ・遺構確認風景

第2図 調査風景
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査進行 にも少なからぬ影響があったが、農作物の

収穫がすべて終了した11月 中旬には第 2回日の重

機 による表土剥ざ作業 を行 った。年内の調査は、

降雪 にも見舞われたが、12月 24日 まで行 い、来

年 3月 の調査再開に備え、ブルーシー トと上のう

袋によって発掘範囲の養生を行った。

平成11(1999)年 に入 つての調査は、当調査

地が高冷地であるため、厳冬期である 1月 か ら3

月は調査 を休上 した。調査は平成 11(1999)年

3月 29日 か ら再開 し、その後の調査は順調に進み、

同年 5月 8日 には当遺跡発掘調査団 と北巨摩市町村

文化財担当者会および山梨県考古学協会との共催

による遺跡現地説明会を開催 し、発掘調査成果を

県内外の一般の方々に公開し約120名 の参加者 を

得た。同年 6月 29日 には最終的な ラジコンヘリコ

プターによる空中写真測量を行い、婆初の予定 ど

お り同年 6月 30日 に調査は終了した。平成 11

(1999)年 7月 6日 付けで、埋蔵物発見届を長坂

警察署長に提出、同 日付けで、埋蔵文化財保管証

を山梨県教育委員会教育長 に提出、同年 7月 30日

付けで、発掘調査報告書 (概要)を 文化庁長官に

提出 した。

発掘調査本報告書の作成 に伴 う整理作業は、調

査終了時点か ら本格的に開始し、平成 13(2001)

年 6月 まで実施 した。

なお、当初本調査の対象面積は約8,000� とな

つていたが、排土置き場の確保、周辺畑 における

作物の関係から、最終的な調査面積は6,870111と

な り、当初計画よ り若干縮小した。 また、検出さ

れた遺構と遺物 については以下のとおりである。

第3図 冬季現場養生状況

華|■11

―
寧

第5図  ラジコンヘ リによる写真測量

(収納コンテナ規格 600mm× 400mm× 1 50mm)

【”】一一一一一一一一一一一一一一一

一い中一一一一一一一一＝

【出土遺構・遺物の名称及び数量】

[遺 構 ]

回堅穴建物跡 縄文時代前期 (諸磯 b式期 )・ ・・・・・・・・・

縄文時代中期 (新道～藤内式期 )・ ・・・・・・・

平安 時代 (10世紀代)・ ・・・・・・・・・ ・・・

平安 時代 (11世紀末)・ ・・・・・・・・・・・・

1棟

17棟

12棟

7本東

第4図 現地説明会風景
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中  世および不明・・・・・・・・・・・・・ 。3棟

□掘立柱建物跡 (時期不明)・ ・・・・・・・・・・・・・・・・ 1棟

ロピ ット (土渡、小竪穴状遺構も含む、縄文時代～近現代)・ ・ 。293基

□埋設土器 (縄文時代中期)・ ・・・・・・・・・・・・・・・ 。1基

□溝   址 (平安時代、近現代)・ ・・・・・・・・・・・・・20条

□旧 河 道 (平安時代末以前)・ ・ ・・・・・・・・・・・・・ 1条

□風倒木痕・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 8箇所

[遺 物 ]

■縄文時代の土器

■縄文時代の石器

■縄文時代の石製品

■縄文時代の土製品他

■平安時代の上器

■平安時代の石器

■平安時代の金属製品

■平安時代から中世にかけてのその他

■中世から近世 にかけての石製品

■中世から近世にかけての金属製品

■近世から近代 にかけての土器

■近世から近代 にかけての金属製品他
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19箱

18箱

1箱

1箱

14箱

1箱

1箱
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1箱

1箱

1箱

1箱
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第Ⅱ章 遺跡をとりまく環境

第 1節  遺跡の立地

石原田北遺跡は、山梨県の北西部、八 ヶ岳南麓の標高705m前後 を測る、南北に細長 く延びた尾

根上および旧河道域 に立地 し、現在の中央 自動車道長坂インターテェンジ付近 に位置している。第

四紀の古八 ヶ岳期に大規模な山体崩壊 によ り、流れ山を伴 う韮崎岩屑流が発生し、現在の八ヶ岳南

麓の地形の原型が形成された とされ (三 村他  1982)、 西側は釜無川の浸食、東側は塩川 とその支

流である須玉川の浸食をうけて急崖を形成 してお り、現在では 「七里岩」 とよばれている。八 ヶ岳

南麓地域は、地形的には標高約1200m以上の急峻な地形の山体部、広範囲を占める山麓緩斜面部、

およびそれ に続 く幅の狭 い韮崎台地部の三つの部分に分けることができ (河 西他  1989)、 長坂町

は こうした山麓緩斜画部に位置し、北側には大泉村、東側は高根町、南側は須玉町と武川村、西側

は白州町と小淵沢町と接している。

八 ヶ岳山麓緩斜面部の上部には、三分一湧水 をは じめとする湧水地が点在し、それらを源 とす る

鳩川、大深沢、古袖川等の中小河川が町内を流下 している。 さ らにこれ ら河川か らのびる支流 によ

る浸食作用 によって、大小の沖積地が発達 している。低尾根 と低地部が東西に交互 に連続す る景観

をなし、低地部では主に稲作、低尾根部では畑作が行われており、現在では山梨県 内有数の水田地

帯 となっている。現在では洪水の少ない土地条件となっている当該地域ではあるが、遺跡名 となっ

た 「石原田」 という小字名のとお り、基盤層 には多くの巨石を含んでお り、今回の調査でも平安時

代末頃に埋没した旧河川跡が検出されている。 こうした小河川の多 くは、現在町内の低地 部分 にお

いて流下していたと推狽1さ れ、平安時代までは水の便も比較的良好であったと思われる。当遺跡 を

境に して、南側 に続く下流域では起伏の激しい地形条件となっており、河岸段丘が発達 している。

周辺に点在する遺跡の多 くが、低尾根および河岸段丘面上に立地 している。 当遺跡からは北に八

ヶ岳、西に甲斐駒ヶ岳 をは じめとする南アルプスの山並みが眺望でき雄大である。しか し現在では、

周辺に一般住宅や高速道路、高圧線鉄塔等が建ち並び、 自然景観、歴史的景観 ともに急激な変化 を

遂げている。

(参考文献〉
河西学・櫛原功―・

所研究報告』第 1集

三村弘二他 1989

第 2節

大村昭三 1989「 八ヶ岳南麓地域 とその周辺地域の縄文H寺 代 中期末土器群の胎上分析」『帝京大学山梨文化財研究

「自然残留磁気からみた韮崎岩層流 と流れ山」『地質学雑誌』 88

周辺の遺跡

長坂町では 現在、200箇所以上に及ぶ遺跡が周知の遺跡 として登録されている (第 6図・表 1参

照)。 石原 田北遺跡周辺だけでも、既調査、未調査遺跡を含めて数多くの遺跡が点在している。 ここ

では今回の石原 田北遺跡で検出された縄文時代 と平安時代の発掘調査された既存遺跡 を中心にふれ

てお きたい。
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当遺跡のす く
｀
北側には、中央自動車道建設と同自動車道長坂イ ンターチ ェンジ建設に先だって調

査 された柳坪 A遺跡 (遺 跡陥 62/昭和48(1973)年 調査)と 柳坪 B遺 跡 (遺 跡配63/昭和 59

(1984)年調査)が ある。柳坪A・ B両遺跡では、縄文時代中期曽利式期、弥生時代中期、古墳時

代前期 。後期、平安時代の竪穴建物等の遺構や遺物が検出されている。特 に平安時代では遺跡中央

部にひろがる谷地 と、合計 50棟近 くに及ぶ竪穴建物、掘立柱建物等からなる集落跡の一部が検出さ

れている。 甲斐型土器 をは じめ黒色土器や灰釉陶器等 の土器群が大量に出土 し、墨書土器も充実 し

ている。中で も 「人Jを意味する則天文字の 「こ」 を記 した墨書土器は注 目できる。

平成 6(1994)年 に、県営回場整備事業に先立って調査された柳坪南遺跡 (遺跡陥181)は 、柳

坪A・ B遺跡の南西側約150mの所に位置し、調査面積が600∬ あまりにもかかわらず、平安時代 の

竪穴建物が15棟 も検出されている。 また、柳坪南遺跡と同じ年に調査された柳坪 A・ B遺跡の北東

側約150mに位置す る境原遺跡 (遺 跡睫183)で は、約 1000∬ あま りの調査 区か ら9棟の竪穴建物

が検出されている。柳坪南遺跡、境原両遺跡ともに柳坪 B遺跡と同様に墨書土器が充実している。

柳坪南遺跡でも則天文字の 「正」 を記した墨書土器が 1点 出土 しており、柳坪A・ B遺跡 における

集団 と柳坪南遺跡における集団間の密接な連関が推測できる。

鳩川左岸には大規模な遺跡が点在する。石原田北遺跡か ら北北西に約700mに位置する小和 田遺

跡 (遺 跡睫45)は 、昭和59(1984)年 に県営回場整備事業に先だって調査されたもので、縄文時

代か ら中世にわたる大規模 な遺跡であるが、特に中世関連では、方形竪穴状遺構が29棟、地下式墳

27基、石組遺構や石組土墳が検出されている。また総計約 6000枚に及ぶ経銭が三地点から出土 し、

大きな注目を集めた。当遺跡の北東側には濠 と土塁が残存す る深草城址 (遺 跡陥 44)、 鳩川を挟ん

だ南側には薬研堀 の一吉Iが検出された小和 田館跡 (遺跡睫49)等の国人領主層の館跡が存在し、当

該地が中世段階において中心的な位置を占めていた ことがわかる。

一方、縄文時代では中期中葉の格沢式期の竪穴建物 2棟、同 じく格沢式期から新道式期 にかけて

の埋甕炉が 3基確認されて いる。平安時代では計18棟の堅穴建物跡と掘立柱建物数棟が確認されて

いる。他に平安時代の遺跡では、小和 田遺跡の東側 に隣接して原 田遺跡 (遺跡No,61)と南新居西遺

跡 (遺跡陥48)がある。前者では堅穴建物 8棟 と掘立柱建物 2棟、後者では竪穴建物 6棟が検 出さ

れてお り、いずれの遺跡で も甲斐型土器が集 中する竪穴建物と黒色土器が集 中する竪穴建物が偏在

しているという指摘がされている。

石原田北遺跡に関係する時代 として、縄文時代前期後半の諸磯式期の遺跡と、新道式期か ら藤内

式期前半の縄文時代 中期前葉の遺跡についてもふれておきたい。縄文時代前期後半の遺跡 につ いて

は、長坂町内で発掘調査で当該期 の遺構・遺物が検出されているのは、本遺跡か ら西方約2.3kmの 所

にある酒呑場遺跡 と、同 じく西方 に約 3 kmの 所にある健康村遺跡 (遺 跡睫 173)等 が知 られている

程度である。

酒呑場遺跡 (遺 跡阻 102)は、山梨県の考古学史に残る著名な遺跡であり、縄文時代各期を通 じ

ての大集落遺跡 として知られている。平成 6(19941年と平成 7(1995)年および平成 8(1996)

年に行われた発掘調査では、詳細は不明であるが諸磯式期の遺構として竪穴建物が約 30棟前後、土

墳が多数検出されている。平成 4(1992)年に東京都新宿区の区民総合余暇施設建設に先だって発
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第6図 長坂町の遺跡分布図
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表1 長坂町の遺跡分布一覧
(縄 =縄文時代 弥=弥生時代 古=古墳時代 平=平安時代 中=中世)

001 耳塚 中
002 法性寺前遺跡 縄 中
003 信玄原遺跡 縄
004 小荒間古戦場跡
005 桜畑遺跡 近
006 小泉遺跡 近
007 菅問遺跡 縄
008 桜畑南遺跡 縄
009 糀屋敷東遺跡 縄
010 糀屋敷北遺跡 縄
011 糀屋敷遺跡 縄
012 牛久保遺跡 縄 弥
013 牛久保南遺跡 縄
014 沢入遺跡 縄 中
015 宇干平遺跡 縄 中
016 東下屋敷遺跡 縄
017 西下屋敷遺跡 縄
018 新田森遺跡 縄
019 西下屋敷南遺跡 縄
020 横手遺跡 縄 中
021 神之原遺跡 縄
022 屋敷附遺跡 縄 中
023 内城遺跡 中
024 +郎 林遺跡 縄
025 阿原遺跡 平
026 中尾根遺跡 縄
027 手白尾遺跡 縄
028 夫婦石遺跡 縄
029 横山1遺跡 縄
030 横山2遺跡 縄
031 横山平南遺跡 縄 平
032 葛原北遺跡 縄 平
033 上フノリ平北遺跡 縄
034 上フノツ平遺跡 縄
035 上フノリ平西遺跡 縄
036 下フノリ平北遺跡 縄
037 葛原遺跡 縄 弥
038 下フノ

'平

遺跡 縄 中
039 下フノリ平南遺跡 平
040   月ll当当貫藍働本 烈亀
041 別当西遺跡 縄
042  月可当十三塚
043 南新居北遺跡 中
044 深草城址
045 小和田遺跡 縄 平
046 南新居屋敷跡
047 南新居遺跡 平
048 南新居西遺跡 平
049 小和田館跡
050 米山遺跡 十日石 縄
051 米山東遺跡 平
052 塚田遺跡 平
053 窪田遺跡 縄 古 平
054 弥右衛門塚1

055 弥右衛門塚2
056 渋田北遺跡 平
057 渋田遺跡 平
058 東原の上塁
059 東原遺跡 中
060 柳新居遺跡 縄 古 平
061 原田遺跡 縄 平
062 柳坪A遺跡 縄 古 平
063 柳坪B遺跡 縄 古 平
064 小屋敷遺跡 縄 平
065 久保地遺跡 縄
066 成岡遺跡 縄 弥 平
067 成岡新田遺跡 弥 平
068 曲田遺跡 平

069 0石 原田北遺跡 縄 平 中

070 石原田南遺跡 縄 平 中
071 塚原遺跡 縄 平
072 越中久保遺跡 縄 平
073 久保遺跡 縄
074 房屋敷遺跡 縄
075 池の平遺跡 縄
076 東蕪遺跡3平
077 東蕪遺跡2平
078 東蕪遺跡4縄 平
079 東蕪遺跡1縄 平
080 和手山東遺跡 中
08ヽ  小尾平遺跡 十日石 縄
082 間の原遺跡 縄
083 西蕪東遺跡 平
084 西蕪遺跡 縄
085 西蕪南遺跡 縄 平
086 和手遺跡 縄 平
087 腰巻遺跡 縄
088 城山上北遺跡 縄 平
089 城山上遺跡 縄
090 中丸城跡 中
091 居久保遺跡 縄 平
092 清春白樺美術館南遺跡 縄
093 細久保遺跡 縄
094 後平遺跡 縄 平
095 狐平北遺跡 縄 平
096 狐平遺跡 縄 平
097 大平遺跡 縄 平
098 下鳥久保遺跡 縄
099 鳥久保遺跡 縄
100 高松遺跡 縄
101 上町遺跡 縄 平
102 酒呑場遺跡 縄 古 平
103 東村A遺跡 縄 平
104 東村B遺跡 古 平
105 中村遺跡 古 平
106 錨田遺跡 平
107 西村遺跡 古 平
108 中反遺跡 縄 平
109 中丸。藤塚
110 長坂氏屋敷跡 中
111  白山神社前遺跡 平
112 上ノ屋敷遺跡 縄 平
113 大々神十二塚 中
114 大々神A遺跡 平
115 大々神B遺跡 古 平
116 治郎田遺跡 古 平
117 頭無A遺跡 平
118 樫木遺跡 弥 古
119 塚川・柳坪遺跡 縄
120 頭無遺跡 (二本木遺跡)縄 古
121 新田遺跡 縄
122 塚之越遺跡 中
123 原町北遺跡 平 中
124 原町遺跡 平
125 上久通北遺跡 縄 平
126 塚川の上塁 中
127 下村遺跡
128 塚川十三塚群
129 宮久保遺跡 縄 平 中
130 下村南遺跡 縄
131 泥里西遺跡 縄 平
132 勝見遺跡 縄 平
133 競馬場遺跡 縄 平
134 寺前遺跡 縄 平 中
135 上久通遺跡 縄
136 反田遺跡 縄 平 中
137 三井氏屋敷跡 中

138 北村遺跡 弥 古

139 新居遺跡 縄
140 相吉氏屋敷跡 中
141 相吉遺跡 中
142 上松氏屋敷跡 平
143 下屋敷遺跡 縄
144 清水頭遺跡 縄 古 平
145 向原遺跡 平
146 三つ墓古墳2消滅
147 原町農業高校前遺跡 縄
148 三つ墓古墳3消滅
149 二つ墓古墳1古
150 池之平昭和堤北遺跡 縄
151  池之平A遺跡 縄 平
152 向井丹下屋敷跡 中
153 池之平B遺跡 縄
154 上日野遺跡 縄 平
155 田中氏屋敷跡 中
156 上日野A遺跡 縄 平
157 上日野B遺跡 縄 平
158 上日野C遺跡 縄 平
159 姥久保遺跡 平 中
160 日野原遺跡 平
161 上日野原遺跡 縄 平
162 富岡遺跡 近
163 横針遺跡 弥 古
164 大林遺跡 縄
165 中込遺跡 縄
166 手白尾東遺跡 縄
167 西屋敷遺跡 古
168 上町南遺跡 縄
169 龍角西遺跡 縄 古 平
170 龍角遺跡 古 平
171 長坂上条遺跡 縄 平
172 西久保遺跡 縄
173 新宿区健康村遺跡 縄 平
174 長坂下条・藤塚
175 和円遺跡 弥 平
176 古屋敷遺跡 縄
177 泥里遺跡 縄
178 中込北遺跡 縄
179 渋沢 上町遺跡 縄
180 下屋敷北遺跡 縄 平
181 柳坪南遺跡 平
182 柳坪北遺跡 縄 弥 平
183 境原遺跡 弥 平
184 北村北遺跡 縄 弥 平
185 酒呑場東遺跡 縄 弥 平
186 山本遺跡 縄
187 北村東遺跡 縄 古
188 大久保北遺跡 縄 中
189 天王塚古墳 古
190 池之平北遺跡 縄 平
191 清水頭北遺跡 縄 平
192 宇子平の上星
193 成岡。藤塚
194 馬越場遺跡
195 紺屋遺跡 縄 平
196 治郎田北遺跡 縄
197 竹原遺跡 縄
198 天白城址 中
199 下原遺跡 縄
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第7図 遺跡周辺の地形と遺跡位置図

掘調査された健康村遺跡では、諸磯C式期段階の竪穴建物が 1棟と土墳等が検出されている。長坂

町外で近接する遺跡としては、大泉村の天神遺跡、御所遺跡、寺所遺跡、原田遺跡、山崎第 4遺跡、

甲ッ原遺跡等があげられる。その中でも天神遺跡 (昭和56(1981〉 年と昭和57(1982)年調査)

は、49棟の竪穴建物と多数の上墳とから成る諸磯式期の集落遺跡で、当該期の中核的な遺跡として

知られている。

縄文時代中期前葉の遺跡については、長坂町内では前述の酒呑場遺跡と小和田遺跡等で検出され

ている程度である。長坂町外に目を向けると、先述の大泉村甲ッ原遺跡と寺所第 2遺跡、古林第 4

遺跡、高根町海道前C遺跡等があり、この中で平成 4(1992)年 に県営圃場整備事業に先立って発

掘調査された古林第 4遺跡では、20棟の竪穴建物跡と数十基の土墳から構成される環状集落が検出

され、遺物量も豊富で平出三類A系統の上器等の外来系土器の存在もみられ、今後の当該期の集落

研究および土器研究に欠かせない遺跡の一つである。

-9-
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第8図 石原田北遺跡全体図
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第Ⅲ章 調査の方法 と基本層序

第 1節  グリッドの設定と遺構の名称について

調査は、調査対象地区全体をカバーするように国家座標第Ⅷ系を用い、 5m四 方を基本 とするグ

リッ ドを設定した。X軸 (南北)方向にAl・ A2・ ・、Y軸 (東西)方向にBl・ B2・ 。とし、

両者を合わせて 「AlBl」 というようにグ リッ ド名をつけた。各グリッドの名称は、南西隅の杭

が基準となっている。なお、座標値については、遺跡のほぼ中心のA15B10グ リッドでは、X=一

19000m、 Y=-9625m、 緯度 (B)35° 49′ 43.2501″ 、経度 (L)138° 23′ 36.4425″ となっ

てお り、標高は702,500mで ある。

表上の除去は、前述のとお りすべて重機で行 つた。遺構の確認はすべて人力によって ジョレンで

行 い、遺構の番号は、調査に取 りかかった段階で随時付 していつた。なお、整理作業の結果、遺構

の名称変更や遺構番号 に欠番が生 じたが、今回の報告された名称等が最終的なものである。



第 2節 遺構の調査方法

竪穴建物やピッ トを中心 とする遺構の調査 については、基本的に平面プ ラン確認の後、土層観察

用 と棚状施設等の存在の有無を確認するためのベル トを、十文字 またはキの字状に残し、サブ トレ

ンチを設定 し掘 り下げ、床面・底面の確認を行った後、全体を掘 り下げた。遺物は極力出土位置を

保たせなが ら掘 り進め、原則的にすべての遺物を光波浪1量機とハン ドヘル ドコンピュータを用いて

座標値と標高値 を記録 して取 り上げたが、一部遺構覆土一括資料 として取り上げたものもある。

旧河道内の遺物 については、大型破片遺物等 を光波測量器 を用 いて取り上げたが、土器・石器 と

もに著 しく摩耗 しており、現地性の可能性が極めて低いことや、細片資料が大半であったため、そ

の多くは遺構内にまたがるグ リッ ドを利用 して、グ リッ ド単位ごとに取り上げた。また、各遺構確

認作業に伴 う遺構外出土遺物 については、後で遺構に帰属 させ るために出土位置 を保たせなが ら掘

り進め、光波測量機 とハンドヘル ドコンピュータを用いて取 り上げた。ただ、明 らかに撹乱内から

出土したものや、詳細な出上位置が不明になってしまった遺物については、グ リッ ド単位で取 り上

げた。

平面図関連では平板測量、遣 り方測量で平面図を作成した。土層図、断面図等についても人力に

よつて行 った。これ ら図面の縮尺率は原則 として 1/20で ある。遺跡全体図 (SCL=1/100)の 作成

第10図 セクションベル トの設定 第11図 遺構内の掘り下げ

第12図 光波測量 第13図 平板測量
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については、写真測量を実施 している。竃・炉、その他個別 に測量が必要なものについては、原則

として縮尺率1/10で平面図、土層図、断面図を人力で作成した。各平面図を作成した後は、レベル

測量 (レ ベ リング)を行 い、標高データを加えた。

遺構の写真撮影は、35 mⅢ カメラを使用し、基本的に遺構内覆土の堆積状況、遺物出土状況、完掘

状況の二つの状況下で撮影した。溝址やピッ ト等の遺物の出土量が少ない遺構については、遺物出

土状況 と完掘状況を兼ねて撮影を行っているものもある。名や炉について も同じような状況下で単

独で撮影を行っている。

測量に用いた機器およびシステムは以下の通りである。

[光波測量機]     TOPCON GTS-320F Ⅱ A

[コ ンピュータ] EPSON HC-100

[取 り上げシステム]  コンピュータ・システム株式会社製 「SITEⅢ」

第 3節 基本層序

検出された遺構群の大半は、南北にのびる低尾根上か ら検出され、河川跡 とピ ットの一部は旧河

道域か ら検出されている。低尾根の中央部では、西側の旧河道域からU字状に浅い谷が入り、縄文

時代前期～中期の遺物群を含んだ包含層が周辺に比べやや厚 く堆積 している。基本土層については

低尾根部で観察 を行 った。基本的に、表土 (耕作土、旧耕作土 )、 にぶい黄褐色土 (縄文時代前期～

中期が主体、平安時代の遺物 も少量含む )、 ソフ トローム、ハー ドロームとなっており、縄文時代お

よび平安時代の遺構ともににぶい黄褐色 土屑か ら切 り込んで構築 されている。

なお、旧河道域の土層堆積状態については、第Ⅳ 革第 1節 (6)旧河道の報告文を参照 されたい。

聖7041m

■II●:|||― ||lill:■ |■|■|

第14図 セクション断面

I 耕作■ 黒褐色砂質±  10YR3/1

‖ 耕作土 灰黄褐色砂質■ ,OYR4/2

旧 にぶい黄褐色粘質■   ,OYR4/3

lV にぶい責侶色粘質■   10YR6/4

V 責褐色粘質土      IOYR5/S

戻化物粒 S～ 10m大 ロームフロック ローム粒子を含む

ソフトローム層的 小際含む

ハードローム的 小際含む

第司5図遺跡基本土層図

‖‖Ⅲ‖‖冊冊 Ⅲ肝M棚腑‖‖

-15-



第Ⅳ章 発見された遺構 と遺物

第 1節  遺構および遺構内出土遺物

(1)竪穴建物

1号竪穴建物 (第 16～18図 )

【位 置】A17・ 18B16・ 17グ リッドに位置する。

【重 複】なし。

【形 状】長方形。

【規 模 (長軸m×短軸m)】 4,4m(東西)× 4.lm。

【竪穴部深さ (m)】 遺構確認面から最大0,65mを 沢1る。

【竪穴部床面積 (浦 )】 1035� 。

【長軸方位】N-88° ―E。

【埋没状況】

覆土上層は耕作土に近い黒褐色土が厚く堆積し、中層から下層にかけては焼土および焼土粒、炭

化物、炭化物粒を含む黄褐色土系の堆積土がレンズ状に堆積し、床面直上層では焼土粒や炭化物粒

の混入が顕著となっている。床下にみられるピッ ト覆土は焼土ブロックや炭化物、ロームブロック

を含む混合土である。

【内部構造 (柱穴・掘り形等)】

竪穴壁下には周溝が断続的にめく
゛
っており、周溝内には小ピ ットがみ られる。竪穴内に主柱穴は

み られないが、南東コーナーおよび竃周辺部 に浅いピットがみ られ る。床面は北東コーナー部分お

よび南西コーナー部分を除いて堅固である。掘 り形は竪六中央部 と北東隅をピ ット状に深く掘り込

むタイプのものである。

【竃】

東壁中央やや南寄りに構築。袖石等は除去されており、掘 り形のみを検出。竃の右脇の南東コー

ナー壁下から扁平な操が整然と置かれた状態で出土してお り、竃構築材の操である可能性が高い。

燃焼部には焼上が 5～ 8 cmの 厚さで顕著に残存している。

【その他施設】

竪穴壁外柱穴および階段状施設が検出されている。竪穴壁外柱穴は16基確認されている。径35～

75 cm、 深さ約30～ 40 calを 測 り、ピット間は約80～ 15 0cmの 間隔を有し、竪穴壁面の外側約30～ 90

cmを 測る位置で検出されている。

階段状施設は西壁中央からやや北寄りに位置し、竪穴壁の外側を掘り込んで二段の段差を構築し

てお り、幅約 70 cm、 段の奥行き最大30cal、 床面から一段目の高さは約 14cm、 一段目と二段目の比高

差は約18cmを 測る。また階段状施設の両脇には支柱とみられるピットが確認されている。

【遺物出土状況】

遺物は、竃周辺部の覆土層中や床面レベルを中心に出上しており、床下ピットにおいても細片な

-16-
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第17図  1号竪穴建物遺物分布図・遺物接合図 (1)
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第18図  1号竪穴建物遺物接合図 (2)

がら土器の出土が多い。床面 レベルでは竃の前方約40 cmを 沢1る 位置で黒色土器イ (第 19図 -7)が

1個体だけ伏せ られた状態で出土 している。

【出土遺物】 (第 19。 20図 )

1～ 3(1・ 2は灯明具)は、土師器皿および杯、 3～ 17は黒色土器のイ類、18・ 19は、灰釉陶

器、20～ 24は、土師器甕、25。 26は、ロクロ整形の小型甕、27は須恵器壷 ?、 28は焼成粘土塊、

29は砥石である。土師器食膳具および煮炊具における甲斐型土器の出土は少なく、食膳具では黒色

土器が主体的に出上している。煮炊具の上師器甕も、その整形方法や胎土等において甲斐型甕とは

やや異なっている。黒色土器は内面および内外面に黒色処理を施したものがほとんどであるが、10

のように黒色処理を施していないものもみられる。これら黒色土器には、その作りおよび器形等か

ら2つのタイプがみられる。 1の体部外面には正位に「木」と記された墨書がみられ、26に も墨痕

が看取できる。

【時 期】平安第 I段階。

2号竪穴建物 (第21～23図 )

【位 置】A22・ 23B10。 11グ リッドに位置する。

【重 複】 6号・36号竪穴建物と重複。両遺構より新。

【形 状】方形。

【規 模 (長軸m×短軸m)】 4.65m(東西)× 4.55m。

【竪穴部深さ (m)】 遺構確認面から最大0.55mを 測る。

【竪穴部床面積 (浦 )】 14,29∬。

【長軸方位】N-83° 一E。
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【埋没状況】

覆土上層には耕作土に近い黒褐色土が厚 く堆積し、中層か ら下層にかけては焼土および焼土粒、

炭化物、炭化物粒を含む黄褐色土系の堆積土がレンズ状に堆積し、床面直上層では焼土粒や炭化物

粒が顕著となり、 まば らに焼土層も認められる。

【内部構造 (柱穴・掘 り形等)】

主柱穴と思われるピットはみられない。竪穴壁下には周溝が断続的に巡 り、小ピットもみられる。

竃の両脇に、深さ 5 cmほ どを測るピットがみられる程度。

【竃】

東壁、南東コーナー近 くに構築。両袖石の一部が残存。竃覆土上面を中心に土師器甕や黒色土器
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郭の大形破片が出土 しており、竃右脇のピット内に竃の構築材とみられる礫が充填された状態で出

土している。燃焼部には焼土層が顕著に残存している。

【その他施設】

竪穴壁外柱穴、棚状施設、ステップ状施設が検出されている。竪穴壁外柱穴と思われるピットが

4基 ほど検出されている。いずれも径20cm前 後、深さ10cm前後を測るものである。

棚状施設は、竃と南東コーナーの間にみられる。幅95cm、 奥行き25 cm、 遺構確認面からの深さ35

cm、 床面との段差は16cmを 測る。

ステップ状施設は南壁中央部にみられ、幅約140cm、 奥行き約45 cnl、 床面との段差は 5 cm程度を

添
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測り、ステップ上には40 cmほ どの間隔をあけて 2基の小ピットがみられる。

【遺物出土状況】

覆土上層か ら下層にかけてまんべんな く出土しているが、床面直上の出土の遺物は少ない。また

竃前面部の床面上20～ 30 cmの レベルからは人頭大の礫が集 中して出土している。

【出土遺物】(第24・ 25図 )

1～ 17は、土師器皿および郭、 18は 土師器蓋、19は 黒色土器高台必、 20～ 29は 、灰釉陶器椀お

よび皿・瓶、30は須恵器壷の胴部破片、 31～ 34は 、土師器甕および羽釜である。35は砥石である。

36～ 54は、縄文時代の遺物である。

土師器の食膳具および煮炊具は、 1号堅穴とは異なり、甲斐型土器が主体的で、黒色土器類 の出

土は4w7kめ て少ない。 13お よび 14は 内面黒色処理が施 されているが、甲斐型郷系の黒色土器である。

8の体部外面か ら底部にかけて器面がアバタ状に荒れてお り、二次的に熱を受けた痕跡と思われる。

灰釉陶器類は破片が主体ではあるが比較的多 く出土 している。13～ 16の体部外面には墨書、 17に は

刻書、18と 19に はヘラ書がみ られる。

【時 期】平安第I段 階。

3号竪穴建物 (第26～ 28図 )

【位 置】A20・ 21B10。 11グ リッドに位置する。

【重 複】1号ピットと重複。同遺構より新。

【形 状】方形。

【規模 (長軸m×短軸m)】 5.50m(南 北)× 5,10m。

【竪穴部深さ (m)】 遺構確認面から最大0.55mを 測る。

【竪穴部床面積 (活 )】 18.661言

【長軸方位】N-8° ―W。

【埋没状況】

覆土上屑は、耕作土に近い黒掲色 七が厚 く堆積 し、 中層か ら下層にかけては焼土および焼土粒、

炭化物、炭化物粒を含む暗褐色土および黄褐色 土の堆積土が、緩やかな凹 レンズ状に堆積 し、床 面

直上層では焼土粒や炭化物粒が顕著となり、竃前面部か ら竪穴中央部 にかけての床面には炭化物 の

付着が著しい。

【内部構造 (桂穴・掘り形等)】

主柱穴 と思われ るピ ットはみ られない。竪穴壁下には周溝が断続的に巡り、周清内には小ピ ット

もみ られる。間仕切 りに伴 うと思われる溝 とピッ トが、北壁 との間の約1.4mの 位置で検 出されてい

る。 この竪穴北側部分の床面は 3～ 4 cnlの 比高差であるが若千高 くなってお り、テラス状施設とみ

てよかろう。

【竃】

東壁、南東コーナー近 くに構築。両袖石の一部が残存。燃焼部内における焼土の残存は顕著では

ない。燃焼部内か らは土師器甕の大形破片が出土している。また煙道部の覆土上面か らは天丼石状

の大形の平石が出土している。

【その他施設】

堅穴壁外 柱穴 、階段 状施 設、棚状 施設が検 出されて いる。堅六 壁外柱穴 と思 われ るピ ットはH基

-27-
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第27図 3号竪穴建物階段状施設・遺物出土状況

みられ、径40cm前 後、深さ30 cm前 後を測 る。柱間の間隔には規則性は特にみられない。

階段状施設は、南壁のほぼ中央部 に地 山を掘 り残し二段の階段が構築されている。幅約 80 cm、 段

差の比高差は10～ 15cmを 測る。階段 の基部には 2基の小ピッ トと溝がみ られる。

棚状施設は、南東コーナー部か ら階段状施設の間に設け られてお り、奥行き約50 cm、 幅100cm、

床面からの高さは約10cmを測る。

【遺物出土状況】

覆土上層の 1～ 3層からの出土が目立つ。床面直上からの出土は少なく、床面上10 cm内 外からの

出土が多い。

【出土遺物】(第29・ 30図 )
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第28図  3号竪穴建物遺物分布図・遺物接合図
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1～ 9は 、土 B市器邦、10は 土師器皿で、 3は、器面の内外 ともにアバタ状 に荒れている。 5は、

油煙の付着から灯明具として使用 されたものと思われる。 7には体部外面に墨書がみられるが、墨

痕が薄 く釈文については判然 としないが、「守」と思われる。 12～ 20も 墨書土器片であるが、釈文

については 13が 「部」の可能性があるものの判然としない。いずれも体部外面に記 されている。

21～ 24は 、黒色土器である。22は 内外面 とも黒色化しているが、整形方法等から甲斐型土器系の

黒色土器であると思われる。24に は油煙が付着 してお り灯明具だろう。25～ 35は灰釉陶器類である。

美濃窯の光ヶ丘 1号窯式の前半期の所産と思われるものが多い。29は底部内面に灰釉が扁1毛塗 りさ

れた状況が看取できるとともに、転用硯として使用された痕跡も認められる。墨痕が所々にみ られ、

器面 もよ く磨れている。 36と 37は須恵器壷および甕の胴部破片で、37の 内面もよく磨れてお り、転

用硯 の可能性が強い。38～49は土師器甕類であり、49はロクロ整形の小型甕で胴部下半が斜めヘラ

ケズ リされている。

50～ 52は鉄製品類であ り、 50は長三角形式の鏃、51は刀子、52もノJ子状の製品である。

【時 期】平安第I段階。

4号竪穴建物 (第31・ 32図 )

【位 置】A19・ 20B17・ 18グ リッドに位置する。

【重 複】なし。

【形 状】方形。

【規模 (長軸m×短軸m)】 5,00m(東西)× 4.75m。

【竪穴部深さ (m)】 遺構確認面から最大0,49mを 測る。

【竪穴部床面積 (ポ )】 15,87111。

【長軸方位】N-83° ―E。

【埋没状況】

覆土上層は、耕作土に近い黒褐色土が堆積 し、中層か ら下層にかけては炭化物および炭化物粒 を

含む黒掲色土がやや厚く堆積 している。各壁際には炭化物を多く含み焼土 も混入す る暗褐色上の堆

積がみられる。

【内部構造 (柱穴・掘り形等)】

径40cm前 後を決1る ピットが 3基検出されているが、柱穴になるかどうかは不明。竪穴壁 ドには周

溝がほぼ巡 り、その内部には小ピットもみられる。

【竃】

竪穴南東コーナー部に構築。両袖石の一部と支脚石が残存する。竃左側には縦長の扁平礫を横に

置き土留めを施し、棚状施設を設けていたと思われる。燃焼部には焼土層が顕著に残存するが、燃

焼部のほぼ中央の焼土層直上に小型皿 (第 33図 -9)が 正位に置かれた状態で出土 している。

【その他施設】

堅穴壁外柱穴、棚状施設が検出されている。竪穴壁外柱穴と思われるピットは11基確認されてい

るが、束壁側は調査区域外にかけて撹乱が及んでおり、その存在の有無は不明。径25～ 55 cm、 深さ

約30～ 40clllを 測り、竪穴壁面の外狽I約 10～ 85cmを 狽Iる位置で検出されている。

棚状施設は竃から南壁沿いに地山を掘 り残して構築され、竪穴壁ラインか らやや張り出している。

幅2.4m、 奥行き30cm前後を測 り、床面との段差は約10cmを 測る。

-33-
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【遺物出土状況】

覆土内では、床面上15～ 20cmの レベルに集中す る傾向が認められる。床面直上では、北東 コーナ

ー近くの北壁下に土師質の皿が重なった状態で まとまって出土している。 また、棚状施設の壁下か

らは羽釜の一括資料が出上している。

【出土遺物】 (第33図 )

1～ Hは、日径8.5 cm前後、底径4.5cm前 後、器高2.O clll前 後を測る土師質土器の小型皿で、その多

くは内外面が黒変している。また10に は 「十」または「×」のヘラ書がみられる。12・ 13は ITN、 17・

19・ 21は脚高高台皿である。22・ 23は灰釉陶器片、24・ 25は丸底を呈し、llTIみ 状の把手を付した

羽釜である。26は須恵器甕の胴郡破片であるが、内面には何らかの文様を拙いたヘラ書がみられる。

【時 期】平安第Ⅱ段階。

5号竪穴建物 (第34・ 35図 )

【位 置】A18・ 19B15グ リッドに位置する。

【重 複】なし。

【形 状】方形。

(規模 (長軸m×短軸m)】 3.75m(東 西)× 3.42m。

【竪穴部深さ (m)】 遺構確認面から最大0.41mを 測る。

【竪穴部床面積 (浦 )】 764H了。

【長軸方位】N-79° 一E。

【埋没状況】

覆土上層は、耕作土に近い黒褐色土が厚く堆積し、中層からド層にかけてはローム小ブロックお

よびローム粒子、炭化物粒を含む暗褐色土および黄褐色土が緩やかなレンズ状堆積を示している。

【内部構造 (柱穴・掘り形等)】

壁下には周清が巡り、小ピットもみられる。主柱穴と思われるピットはみられない。竃の右脇お

よび南西コーナー近くに径45～ 65cm、 深さ約10 cmを 測るピットがみられる。電脇のピットには礫が

集中して出土している。

【竃】

南束コーナー部に構築。両袖石と天丼石の一部が残存。左袖側は礫 2個 を配して、棚状施設の土

留めとしている。焼土は燃焼部内に残存しているが、支脚石は残存していない。

【その他施設】

竪穴中央部で床面が30cal× 25cmの 楕円形状の範囲で熱を受けて赤化、硬化している。その周りに

は数cm程度の径を測る小ピットが確認されている。また棚状施設は竃の両袖脇に地山を掘 り残して

構築している。竃右袖側からのびる棚状の段差は、長さ約 1.4m、 奥行きが最大35cmを 測り、床面と

の段差は約25cmを 測る。

【遺物出土状況】

覆土内からの遺物の出土量は少なく、全体としても少ない。竃前面部の床面直上から羽釜の破片

数点と、枝状の炭化材が出土している。また北壁下では、土師質土器皿が2点出上している (第 36

図-1・ 2)。 それらはそれぞれ竪穴壁上から転落したような出土状態を示す。
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【出土遺物】(第36図 )

1・ 2は、日径8.1～ 8,2cm前後、底径4.0～ 4.8 cm前後、器高2.l cm前 後を測る小型皿で、いずれも

油煙が付着しており、灯明具として使用されている。3は丸底を呈する羽釜の底郡破片である。底

部接合箇所の径は約16.8 cmを 測る。

【時 期】平安第Ⅱ段階。

6号竪穴建物 (第37図 )

【位 置】A23・ 24B ll・ 12グ リッドに位置する。

【重 複】 2号 。36号竪穴建物と重複する。両遺構に切られる。

【形 状】他の堅穴に切られ、遺存状態も悪いため平面プランは明瞭ではないが、隅丸長方形か。

【規模 (長軸m×短軸 m)】 3.25m(現存値/南北)× 3.22m。

【竪穴部深さ (m)】 遺構確認面から最大で0,15mを決1る 。

【竪穴部床面積 (ド )】 7.21� (現存)。

【長軸方位】N-7° ―W。

【埋没状況】

覆土上層は、黄褐色土が薄く堆積する程度。撹乱が著しい。

【内部構造 (桂穴・掘り形等)】

床面は四凸が激しく、径25 cm前 後、深さ10 cm程 度を測るピットが4基 と、不整楕円形を呈する長

軸95 cm、 短軸77 cm、 深さ 7 cmを 測る窪み状のピットが検出されている。明確な柱穴は不明。

【炉】

堅穴のほぼ中央部に長軸79 cm、 短軸51 cm、 深さ 6 cmを測る精円形の掘り形があり、焼上を伴うこ

とか らこの掘 り形が炉 だ と思 われ る。

【その他施設】特になし。

【遺物出土状況】

遺物は、土器細片が中心で覆土内からの出上が多いが、北壁下の窪み状ピットからは、深鉢形土

器の一括資料が出土している。

【出土遺物】(第38図 )

1は、縄文を地文とする深鉢形土器で、 日唇部にも縄文が施されている。また日縁部は4単位の

波状日縁となっている。2～ 15も 地文が縄文の深鉢形土器の破片資料である。

【時 期】縄文時代前期後葉 (諸磯b式期)。

7号竪穴建物 (第39・ 40図 )

【位 置】A20B ll,12グ リッドに位置する。

【重 複】3号ピットと重複。同ピットに切られる。

【形 状】やや歪んだ方形。

【規 模 (長軸m×短軸m)】 4.67m(南北)× 4,3m。

【竪穴部深さ (m)】 遺構確認面から最大で約0.50mを 測る。

【竪穴部床面積 (ド )】 9,68だ。

【長軸方位】N― H° 一W。
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第38図  6号竪穴建物出土遺物

【埋没状況】

本遺跡において平安期の堅穴の覆土上層にみられる黒褐色土が本堅穴ではみられない。遺構確認

面から約30cm下 がった覆土中にて、一部であるが硬化面が確認されている。埋没過程にある窪地を

何らかの目的で利用していた可能性が考えられる。

【内部構造 (柱穴・掘り形等)】

周溝や主柱穴 と思 われ るピ ッ トはみ られな い。竃左脇に径 10 0cm× 70 cm、 深さ 20cⅢ前後を狽Iる 長

楕円形のピッ トや、 直径 約 65cm、 深さ約 26cmを 測る円形 のピ ッ トが み られ る。 問仕切 りに伴 うと思

われ る清 が、西壁 際か ら45～ 85cm離 れた位置で南北方向 に断続 的にのび てお り、その一部 はテ ラス

状施 設にもかか ってい る。

【竃】

東壁中央、やや南寄 りに構築。両袖石の一部が残存燃焼部底面には、焼土混 じりの灰層が顕著 に

残存 している。袖石 と思われる扁平な礫が竃右脇の棚状施設の下か ら出上 している。

【その他施設】

竪穴壁外柱穴、棚状施設、階段状施設、テラス状施設が検出されている。竪穴壁外柱穴と思われ

るピ ットは16基み られ、堅穴壁面の外側の約 10～ 65cmを 潰Iる 位置で検出されている。径 25～ 40cm、

深さは30cm前 後を測 る。柱間の間隔には規則性は特に見いだせな い。

棚状施設は、竃 に向かって右側に、素掘りで竪穴壁 ライ ンよ り若干張 り出 して、しかも南壁 の一

部にかかるかたちで L字状に構築 されてお り、奥行き約22cm、 幅 11 8cm、 遺構確認面からの深 さは

約 15 cm、 床面からの高さは約 35cmを 測る。

階段状施設は、南壁のほぼ 中央部に地山を掘 り残 し二段の階段が構築されている。幅約80～ 100

Cm、 段差の比高差 は10～ 15cmを浪!る 。階段の基部には 2基の小ピットがみ られる。テラス状施設は

北壁側にあり、南北幅80～ 13 0cm、 床面 との段差は 10～ 20cmを 測 り、同段差の西狽1部分の13 5cm×

55cmの 範囲が、 10cmほ どの比高差 をもって低くなっている。

／

‐ ５

-42-



○ ◎ LI

甲

ヽ

望

＝

督

革

Ｓ

せ

К

べ

、

と

ヽ

ヽ

ｊ

Ｅ

＊

目

い

Ｓ

ｓ

ヽ

Ｄ

望

翌

　

φ
苫

蛍

９

引

Ｏ

α

虫

ｉ

４

ュ

n

7号竪穴建物・竃・ 階段状施設男39図

-43-



守

○O  Y

t聖 幽 盤 鰺 ↑

導 寸

第40図 7号竪穴建物遺物出土状況・遺物分布図・遺物接合図

-44-



X鏃ド

／
‐６

国7

(  |―

進竺:I己二ゝ

10

23

m:
m

ｈ
川
日
判

Λ
出

日

ｑ

＼篤

|

m

7号竪穴建物出土遺物

-45-

第41図



【遺物出土状況】

遺物は、竪六覆土や竃内等からまんべんなく出土している①土器類以外では、棚状施設の上部を

覆うような状態で、カヤ状の炭化材が出土し、竃左前方部から建築部材一部だと思われる薄板状の

炭化材も出土している。

【出土遺物】 (第41図 )

1～ 7は 甲斐型土器の杯で、 1・ 2・ 7の体部外面には墨書がみられる。墨書の釈文は 1の み

「吉 (吉 )」 と判読できる。また7には墨書の他に、わずかながら油煙も付着している。 1・ 2と も

に底部は回転糸切り未調整で、器形もやや歪み、作 り全体もやや粗雑である。8は日唇部のかえし

が強いことから邦蓋と判断した。H。 12は黒色土器杯。 9は体部外面の口唇部近くに墨痕がみられ

る。10は底部外面に刻書がみられる。13～ 18は灰釉陶器類で、破片資料が中心である。18は 底郡

内面がよく磨れており、転用硯の可能性が強い。19～ 23は甲斐型土器の甕で、19は推定回径29cm、

推定底径9,O cm、 器高約34.6 cmを 沢1る。

【時 期】平安第 I段 階。

8号竪穴建物 (第42図 )

【位 置】A19・ 20B14。 15グ リッドに位置する。

【重 複】27号 ピット、 1号溝と重複。 1号溝は本堅穴覆土上部を切り込んで構築されているが、

前者ピットとの新旧関係は不明。

【形 状】隅丸長方形。

【規模 (長軸m×短軸 m)】 2,88m(東西)× 2.27m。

【竪穴部深さ (m)】 遺構確認面から最大で0.32mを 浪1る 。

【竪穴部床面積 (ド )】 4.26だ。

第42図  8号竪穴建物
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【長軸方位】N-98° ―E。

【埋没状況】

覆土上層には、薄 く黒褐色土が堆積 してお り、その下

部は基本的には 2層 で、 にぶい黄褐色砂質土が中心 とな

る。 また遺構確認面か ら約 18cm、 床面上約10 cmの レベル

で、竪穴のほぼ中央部にお いて径約3 5cmの 範囲をもつ焼

土が確認されている。その性格は不明。

【内部構造 (柱穴・掘り形等)】

柱穴および周溝等はみられない。床面は全体に軟弱である。

第43図 8号竪穴建物出土遺物

【炉 。竃】

確認されず不明。

【その他施設】

北壁中央壁下には半月状のステップがみられ、さらにその上部の壁を半月状に掘り、階段状施設

を構築している。

【遺物出土状況】

遺構確認レベルから縄文土器片が出土しているのみ。

【出土遺物】(第43図 )

とは、縄文時代中期頃の深鉢形土器で、無文の底部破片である。

【時 期】不明。

9号竪穴建物 (第44・ 45図 )

【位 置】A19。 20B16・ 17グ リッドに位置する。

【重 複】10号竪穴建物、20号竪穴建物と重複する。両竪穴建物より新しい。

【形 状】長方形。

【規模 (長軸m×短軸 m)】 4.25m(推定/南北)× 3.85m。

【竪穴部深さ (m)】 遺構確認面から最大で0.10mを狽1る 。

【竪穴部床面積 (ポ )】 13.77∬。

【長軸方位】N-1° 一W。

【埋没状況】

堅穴の掘り込みがきわめて浅く、黒褐色土の堆積 1層のみである。

【内部構造 (柱穴・掘り形等)】

主柱穴と思われるピットはなく、床面も概して軟弱である。周溝も壁下には巡っていないが、規

則的に径20 cm前 後、深さ1 0cmの 小ピットが壁下にみられる。

【竃】

東壁ほぼ中央部に構築されており、掘り形のみを検出している。焼土は良好に残存しており、竃

の構築材と思われる礫がこの焼土層の上面に土師器皿とともに置かれたような状態で出土している。

【その他施設】

本堅 穴に伴 うか、 10号竪 穴に伴 うか どうかは不 明で あるが、 本竪 穴南 西部 にお いて焼土 を伴 う不
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m

整形な浅い掘り込みが確認されている。

【遺物出土状況】

竃内の遺物を除き、床面直上からの出土はみられず、覆土中からの出土が中心である。

【出土遺物】 (第46図 )

1・ 2は、 日径8.2～ 9.2 cm、 底径4,7～ 4.8 cm、 器高 1,7～ 2.7cmを 測る小型皿で、 1に は油煙がわず

かであるが付着しており、灯明具として使用されたものだろう。 3はおそらく脚高高台をもつ盤状
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の不と思われる。 4は刀子の身部である。

【時 期】平安第Ⅱ段階。

10号竪穴建物 (第44・ 45図 )

【位 置】A19B16。 17グ リッドに位置する。

【重 複】 9号竪穴建物と重複。同竪穴建物より古い。

【形 状】長方形。

【規模 (長軸m×短軸m)】 4.62m(東西)× 4,10m。

囀寸

第45図  9・ 10号竪建物竃
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【竪穴部深さ (m)】 遺構確認面から最大で0.08mを 測る。

【竪穴部床面積 (浦 )】 15.58∬ 。

【長軸方位】N-92° 一E。

【埋没状況】

竪穴の掘り込みがきわめて浅く、黒褐色砂質上のみの堆積である。

【内部構造 (柱穴・掘り形等)】

主柱穴と思われるピットはなく、床面も概して軟弱である。

【竃】

南壁、南西コーナー部の掘り形が竃だろうか。袖石等はなく、焼土を含むにぶい黄褐色砂質土が

覆土となっている。

【その他施設】

南東コーナー部に長軸90 cm、 短軸70cm、 深さ25cmを 測るピットが検出されているが、出土遺物も

なくその性格は不明。堅穴壁外柱穴と思われるピット9～ 10基程度検出されている。径は20cm前 後、

深さは30 cm前 後を測る。また 9号竪穴と同じように焼土を伴う不整形な浅い掘り込みが竪穴中央部

やや西寄りで確認されている。

【遺物出土状況】

床面直上から出土はみられず、覆土中からの出土が中心である。

【出土遺物】(第46図 )

1は、推定口径9,Ocm、 底径4.6 cm、 推定器高2.3cmを 測る小型皿である。 2はおそらく脚高高台を

もつ盤状の邦の体部破片である。 3は灰釉陶器瓶の底郡破片である。

【時 期】平安第Ⅱ段階。

11号竪穴建物 (第47・ 48図 )

【位 置】A21,22B15。 16グ リッドに位置する。

【重 複】なし。

【形 状】方形。

【規 模 (長軸m×短軸m)】 4,15m(南北)× 3.72m。

【竪穴部深さ (m)】 遺構確認面から最大0.27mを 測る。          、

【竪穴部床面積 (ド )】 lo,89だ 。

【長軸方位】N-6° 一W。

【埋没状況】

覆土は基本的には2層で、覆土上層には薄く黒褐色土が堆積し、その下部はにぶい黄褐色上が堆

積している。

【内部構造 (柱穴・掘り形等)】

柱穴とみられるピットはない。壁下には周溝が巡り、その内部には小ピットがみられる。竃前面

部の床はまわりの床に比ベー段低くなっている。聞仕切りに伴う溝が竪穴北側部分にみられる。竪

穴の掘り形は、竃の両脇および前面、西壁下を中心に深く掘り込まれている。

【竃】

-50-



０
ユ

斗

m

2 褐色砂質
=7 5YR4/3 

粘世羽 しまり■ 5m大 ロームノロッタ歩、炭化初粒 焼 土社

8 に示い質橙色粘質上tOVRS/4 消性 しまり,5口 I大 ロームプ ロック 働色上 Vlt入 (価 構築上 )

0 に本い員ltl arr/質 上10VR5/4 粘桂 ,う しま り■ 5an大 。―ムノ ロノク多 炭 イヒ物 II ιΠa大 虎上プ ロック

口
|

第47図 11号竪穴遺物・竃

硬1ヒ範囲

-51-



Ч

こi≒一キ 臨ひ

れ

呻 ,         4

第48図  11号竪穴建物遺物接合図・掘り形 。Pll土層図

鮎
Cm

第49図  11号竪穴建物出土遺物

9

斗

-52-

m



東壁中央やや南寄 りに構築されてお り、掘 り形のみを検出している。燃焼部内か ら土師器甕片を

中心 に出上 しており、焼土 も顕著 に残存している。

【その他施設】

竪穴壁外柱穴、階段状施設が検出されている。竪穴壁外柱穴と思われるピットが 7基検出されて

いる。径25cm～40cm、 深さ20 cm～ 35 cmを 測る。

階段状施設は、北壁中央やや西寄りにみられ、半月状に掘 り込まれて構築されている。同施設と

床面の硬化の状況を調べたところ、 この階段状施設に向かって硬化面が続くことが確認されている。

【遺物出土状況】

遺物量は少なく、覆土内から散在的に出土している。

【出土遺物】 (第49図 )

1～ 4は、いずれも内面に黒色処理を施した黒色土器の口縁部および底部、高台部破片である。

体部内面のミガキは顕著である。 5～ 8は 甲斐型土器の甕の日縁部を中心 とした破片資料である。

9は縄文時代の凹石と思われる、磨石 としても使用されている。

【時 期】平安第 I段階。

12号竪穴建物 (第50～ 53図 )

【位 置】A22・ 23Bll・ 12グ リッドに位置する。

【重 複】36号竪穴建物、 1・ 2・ 39～ 50。 180号ピットと重複。36号竪穴建物より新しく、各ピ

ットとの新旧関係は不明なものが多く、本竪穴住居の柱穴となりうるものも若干存在する。ここで

は重複する36号竪穴建物も続けて報告する。

【形 状】楕円形。

【規模 (長軸m×短軸m)】 6.00m(東西)× 4.91m。

【竪穴部深さ (m)】 遺構確認面から最大0.32mを 測る。

【竪穴部床面積 (ド )】 18.14∬。

【長軸方位】N-84° ―W。

【埋没状況】

覆土 は基本 的に 2層で、 にぶ い黄褐 色土 と暗褐色土等が堆積する。

【内部構造 (桂穴・掘り形等)】

床面は明確ではなく、概 して軟弱な状態である。主柱穴と思われるPl,よ、Pit l～ Pit 5で 5本柱

穴になるのではないかと思われ、その中にはピット43号、44号 としたものが含まれる。径が65～

80cm、 深さ20～ 40 cmを 測る。 また壁下には周溝がほぼ巡っている。

【炉】

炉も明確ではなく、敢えて言うならばPit 6が 相当するのではないかと想定 している。楕円形を呈

し、径約90 cm、 深さ22～ 36 cmを 測る。覆土には明確な焼土層はなく、焼土粒子が他のPitに 比べ多

く散っていた。なお、炉確認面上約15 cmの レベルから、炉確認面下約 1 5cmの レベルにかけて、深鉢

形土器が出土している。

【その他施設】

特になし。
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【遺物出土状況】

覆土中および本竪穴 に伴うと思われるPた、およびその他のピッ トからの出土が中心である。P比 2

の上面では深鉢形土器の一括土器が潰れた状態で出土 している。 Pit 7か らは深鉢形土器がその獲土

上面か ら横たわった状態で出土 している。 またPit1 0の 上面 (堅 穴西壁近く)では、 自然礫 を径約

40cnの 範囲に円形状に6個配し、そのほぼ真ん中に自然礫を 1個配 した状態で確認されている。

【出土遺物】(第55～57図 )

主な出土土器では、 1はP比 6内 から出土の深鉢形土器。日径約 22cⅢ、器高は29.3cmを 測る。 2は、

Pit 2上面から出土の三本指状モチーフが特徴的な深鉢形土器で、 日径約29cm、 器高39.2cmを測 る。

3は、Pit 7か ら出土の口縁が朝顔状に開く深鉢 形土器で、 日径約 24cⅢ、器高約 30cmを 測 り、胴部

の格子目区画文が特徴的である。 4と 5は、 ともにPit 6内 からの出土である。 4は、波状 口縁 を呈

し、縦位 区画文を基調 とし、 口縁部か ら垂下す る蛇体風モチーフを描いている。 日径約20 cm、 器高

約24.4cⅢ を測 る。 5は、日縁部から胴部上半部にかけて重三角区画文や精円区画文等を配 し、胴下

半部は無文帯となっている。 日径は推定40cⅢ前後、器高は約56.3cmを 測る。17・ 18はサ ンシ ョウウ

オ状のモテー フを描いた深鉢形土器の胴部破片である。19は、短隆帯が付くヒダ状の指頭圧痕が顕

著な深鉢形土器破片である。 8。 13は浅鉢形土器の 日縁部破片である。

30～ 39は 、縄文時代早期および前期の上器破片資料である。30は 口唇部に刻みを施し、 内外面に

刺突 を施す。胎土 に繊維等は含んでいない。

40～ 54は、打製石斧、剥片石器、石匙、凹石 の石器資料である。 51・ 52の石匙は、Pit6の 西側

の床面レベルに比較的近い場所で出土している。

【時 期】縄文時代中期前葉か。

36号竪穴建物 (第50～ 52・ 54図 )

【位 置】A22。 23Bll・ 12グ リッドに位置する。

【重 複】 2・ 6・ 12号竪穴建物と重複。 2・ 12号竪穴建物より古く、6号竪穴建物より新しい。

【形 状】精円形。

【規模 (長軸m×短軸m)】 7.47m(南 北)× 6.00m(推定)。

【堅穴部深さ (m)】 遺構確認面から最大0.37mを 狽Iる 。

【竪穴部床面積 (浦 )】 14.55∬ (現存)。

【長軸方位】N-36° 一E。

【埋没状況】

覆土は基本的に2層で、褐色の砂質土とにぶい黄褐色砂質土等が堆積する。

【内部構造 (柱穴・掘り形等)】

床 面は明確 では なく概 して軟 弱で、壁下には周溝が ほぼ 巡っている。柱穴については平安 時代 の

堅穴 である 2号竪 穴の調査 中に 1基 (Pit1 8)確 認 して いる。 その他で はPit1 9～ 26が相 当す るので

はないか と思われる。重複がみ られる ことか ら建 て替 えも考え られる。径50～ 90 cm、 深 さ30～ 50

cmを 浪1る 。

【炉】

本堅 穴において も炉 については不明瞭である。 P比28が相 当す るので はな いかと想定 して いる。不
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〔12与堅穴建榜Pit31■ 層説明〕
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整円形を呈し、長軸 1.25m、 短軸 1.22m、 深さ22～34cmを 測る。しか し明確な焼土層は確 認されて

いない。

【その他施設】

特にな し。

【遺物出土状況】

炉 と想 定されるPit2 8の 上面 では深鉢 形土器が入れ子 状態 で検 出されて いる (第 58図 -5。 第 59

図 -7)。 またPit2 9で は扁平な礫 と土器 がま とまって 出上 してお り、土墳状 を呈する。そ のた め本

竪穴 には直接伴 わない ものだ と思 われる。

∩
川
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【出土遺物】(第58・ 59図 )

1は、P129上面出上の深鉢形土器で、隆線による重三角区画文を配し、胴部下半が無文帯となっ

ている。 日径は不明で、器高は推定 53 cm前 後 を浪Iる 。 2も Pit29上 面出上の深鉢形土器で、縄文を

地文 とし、日唇部直下に円形隆線文と円形貼付文をそれぞれ 1単位ずつ配している。日径は約20 cm、

器高は26.8cmを 測る。 3・ 4は いずれ も縄文を地文とする深鉢形土器。 5は橋状把手を 2単位配し、

三角区画文 を基調として三本指状モチーフが特徴的な深鉢形土器である。 日径は42.6cmを測 る。 6

は、刻み目を施す短隆帯を配 した深鉢形土器。 7は、胴部上半部を欠失した深鉢形土器で、胴部に

重三角区画文を配 し、胴郡下半に押圧隆帯が垂下 している。13は、 日縁部に重三角区画文を配 した

浅鉢形土器で、推定回径は 38 cm、 器高は16.7cmを 沢1る 。 8～ 12は縄文中期 中葉の土器破片である。

14は手捏状の小型の有孔土器で、口径約 4 cm、 器高約4.6cmを 測る。

15～ 19は、打製石斧、凹石、石匙の石器資料である。 22～ 27は、縄文時代前期の土器破片資料

である。

【時 期】縄文時代中期前葉か (藤内式期初頭)。

13号竪穴建物 (第60図 )

【位 置】A21・ 22B13・ 14グ リッドに位置する。

【重 複】4・ 5・ 6・ 7・ 9・ 13・ 15号ピットと重複。不明瞭だがいずれのピットより古いと思われる。

【形 状】楕円形。

【規 模 (長軸m×短軸m)】 2,73m(東西)× 2.15m。

【竪穴部深さ (m)】 遣構確認面から最大で0.25mを 測る。

【竪穴部床面積 (浦 )】 16.14∬ 。

【長軸方位】N-72° 一E。

【埋没状況】

掘り込みは浅く、覆土はにぶい黄褐色土を中心としている。

【内部構造 (柱穴・掘り形等)】

床面は明瞭ではなく、全体に概して軟弱である。柱穴と思われるピットは、Pit l～ 6を 想定して

いる。径30～ 40cm、 深さ30～ 40cmを 測る。

【炉】

竪穴中央西寄りに位置し5号 ピットに切られるPit 7を 想定している。円形を呈すると思われ、径

約60cm、 深さ14側を測る。覆土はにぶい赤褐色を呈する砂質土で、炭化物粒と焼土粒が混入してい

る。

【その他施設】

特になし。

【遺物出土状況】

竪穴の東側部分にやや集中して出上しているものの、出土量はさほど多くはない。

【出土遺物】(第61図 )

1・ 2は、 日縁部がほぼ直立し、 日唇部が外反する深鉢形土器である。日縁部は無文帯となって

いる。 3も 1・ 2と 同様な土器破片。4は胴部に精円文を配する。 5は 日唇部がわずかに内彎する。
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第61図  13号竪穴建物出土遺物

6・ 8は 口唇部直下に波状沈線文を施し、縄文を地文とする。7は、粗製土器の

9～ 10は、打製石斧、凹石、黒曜石の剥片石器である。

【時 期】縄文時代中期前葉か。

14号竪穴建物 (第62～64図 )

【位 置】A15。 16B12・ 13グ リッドに位置する。

【重 複】27・ 41号竪穴建物と重複◎両堅六建物より新しい。

【形 状】長方形 (内側竪穴部は方形)。

【規模 (長軸m×短軸m)】 4.45m(東西)× 4,09m(内側竪穴部2,95m<東 西>
【竪穴部深さ (m)】 内側竪穴部の深さは遺構確認面から最大0,70mを 測る。

【竪穴部床面積 (請 )】 9.78�。

【長軸方位】N-89° ―E。
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【埋没状況】

本堅穴は、平面図等を見る限り竪穴建物が入れ子状になり、重複あるいは建て替えという状況に

とらえられるかもしれない。 しかし土層観察からはこうした状況は認められず、竪六廃絶時には 1

軒であった可能性は非常に高い。 1～ 4層 まではレンズ状堆積を示すものの、 6層以下は水平堆積

に近く、薄い陵化鉄の集積層も認められる。また床面直上層には炭化物と焼上の混入が目立つ。

【内部構造 (柱穴・掘り形等)】

広い狭 いはあるものの、本竪穴の四方にテラス状施設を有する。南側はテラスといっても幅は狭

く段差状 となってお り、「
4BI」 といって もよい。主柱穴とみられるピ ットは特にみられないが、北側

テ ラスには支柱穴と思われるピッ トが 3基 ほど検出されている。内側の竪穴部の壁下 には周溝が巡

っている。北側テラスと内側竪穴部床画との段差は約 10 cmを 測る。床面は電前面部を中心 として堅

固で ある。
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【竃】

東壁南東コーナー寄 りに構築されている。袖石の一部と支脚石が残存している。覆土は粘土や焼

土ブロック、炭化物を含んだ灰黄褐色を呈する粘質土が主体で、覆土上層からは礫が、下層からは

土師器邦や甕などの土器類の破片が多量に出土している。焼土層は燃焼部内に顕著にみられる。

【その他施設】

竪穴壁外柱穴とみられるピットが14基程度検出されている。径30cm前 後、深さ10～ 30cmを 狽Iる 。

(遺物出土状況】

覆土上層 (1～ 4層)の 出土量が多いが細片資料が多い。中層か ら下層にかけては比較的一括土

器資料が多く、人頭大の礫の出土も日立つ。竃内は特に遺物の集中がみられるが竃右脇では明らか

に竪六壁上から転落した状態の出土状況を示す杯 (第 65図 -5)や 、正位に置かれた状態で黒色土

器 (第 65図 -10)等が出上している。

【出土遺物】 (第65。 66図 )

1は 甲斐型土器の郭。回径 12.Ocm、 底径4.3 cal、 器高4.4cmを 測り、体部外面に墨書がみられるが、

釈文は不明。 2は 日径12.6 cm、 底径5,5 cm、 器高3,O cmを預1る黒色処理を施さない黒色土器系の不で

ある。底部は回転糸切 り未調整で、体部外面には正位で 「中」と墨書で記されている。 3も甲斐型

土器の外で体部外面に倒位で墨書が記されているが、釈文は不明。4～ 6も甲斐型土器のlThで 、 5

にはわずかであるが油煙が付着している。 7は甲斐型土器の皿で、日径12.4cm、 底径4,O cⅢ 、器高

2.5cmを 測り、体部外面には正位で 「山Jと塁書で記されている。墨痕はやや薄い。 8～ 12は黒色土

器類である。 8イまlt定 口径 12.Ocm、 底径4,4 cm、  器高4.6cmを 測る。 9イま口径 14,3 cm、  底径5,4cnl、  器

高5,lcmを 測る。10は盤状の高台皿でほぼ完形。内面は丁寧に磨かれ、体部外面には線刻を施してい

る。推定回径12.4cm、 高台径5.l cm、 器高3.5 cmを測る。16は灰釉陶器の底部破片で、内面には重ね

焼き時の高台痕が残 り、底部内面まで灰釉が刷毛塗りされている。美濃窯光ヶ丘 1号窯式前半期の

ものと思われる。

17～ 20は煮炊具類であるが、17は ロクロ整形土器の羽釜で、胴部 にはカキメが鮮明に残つている。

県内では珍しい資料である。鍔径は26.5cmを 測る。18～20は、甲斐型土器の甕で、胴部の接合痕が

顕著 に残っている。21～ 23は棒状鉄製品で、いずれも 「くJの字状に曲がつている。

24～ 32は縄文時代前期、 33～ 44は中期前葉の土器破片資料である。 46と 47は ミニチュア土器 と

鍔付土器の破片。48～50は縄文時代の打製石斧 と黒曜石の剥片である。

【時 期】平安第I段階。

15号竪穴建物 (第67図 )

【位 置】A15。 16B13・ 14グ リッドに位置する。

【重 複】41号竪穴建物と重複。同竪穴建物より新しい。

【形 状】方形。

【規 模 (長軸m×短軸m)】 2.60m(南北)× 2.34m。

【竪穴部深さ (m)】 遺構確認面から最大0.60mを 測る。

【竪穴部床面積 (席 )】 2.93�。

【長軸方位】N-8° 一E。
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【埋没状況】

竪穴は、床面から約15～20cmの レベルで段差

をもって掘り込まれている。床面上約 15 cmの 厚

さで褐灰色砂質土がほぼ水平に堆積し、黒褐色

土系の堆積上がレンズ状に堆積している。焼土、

灰、炭化物を顕著に含む黒褐色上の範囲が、遺

構確認面下約1 5cmの レベルで確認されている。

この範囲は長軸約95cm、 短軸約72 cmを 測り、そ

の厚さは 8 cm前 後で、不整楕円形を呈する。

【内部構造 (桂穴 。掘り形等)】

1

m

⇔  2

m

第68図  15号竪穴建物出土遺物

壁際に沿って柱穴 とみられるピッ トが 6基検出されている。径 20～ 30cm、 深さ15～ 30 cmを 浪より

若干斜めに掘り込まれているピッ トもみ られる。

【竃・炉】
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明確 な施設 は確 認され ていな い。

【その他施設】

堅穴壁外柱穴とみられるピットが11基程度検出されているが、本竪穴に伴うものかどうか判断し

かねるものも含まれる。径20～ 35cm、 深さ10～ 25cmを 測る。

【遺物出土状況】

出土遺物は全体で二十数点のみで、平面分布も垂直分布もきわめて散在的である。

【出土遺物】(第68図 )

図示できた遺物はわずかで、 1は 縄文時代中期前葉土器の把手、 2は 打製石斧の欠損品である。

【時 期】建物形式からみて中世段階と思われる。

16号竪穴建物 (第69・ 70図 )

【位 置】A15・ 16B17グ リッドに位置する。

【重 複】なし。

【形 状】方形。

【規 模 (長軸m×短軸m)】 4.Om(東西)× 3.8m。

【竪穴部深さ (m)】 遺構確認面から最大約0.5mを 預1る。

【竪穴部床面積 (浦 )】 8,1 3 1Yl。

【長軸方位】N-88° ―E。

【埋没状況】

覆土は基本的に3層で、最上層の黒褐色土以下は、 にぶい黄褐色砂質上が主体となっている。

【内部構造 (桂穴 。掘り形等)】

主柱穴と思われるピットはなく、竪穴壁下には断続的に壁溝と小ピットが巡っている。北西コー

ナー部分は、東西約2.Om、 南北約1.Omの範囲を仕切るように、西壁からのびる溝と小ピットが検

出されている。床面は電前面部から竪穴中央部、そして階段状施設にいたる範囲が非常に堅固とな

っており、間仕切りされた範囲および北東コーナー部分は、あまり踏み固められていないЬ竪穴の

掘り形は、竪穴の隅を中心に深く掘り窪められている。

【竃】

東壁中央やや南寄りに位置する。袖石等はすでに除去されており、袖部の白色粘土混じりの構築

土と、掘り形を検出したのみ。覆土には焼土粒、炭化物粒を多く含むが、焼土層はブロック状にみ

られる程度である。電掘り形内からは、構築材と思われる礫が 3個 と土器片数点が出土している。

【その他施設】

棚状施設および階段状施設、竪穴壁外柱穴が検出されている。棚状施設は竃両脇に地山を掘 り残

して構築 されたもので、奥行 き25～ 35cmを 測 り、床面からの高さは約15 cmを 測る。 また西壁 におい

ても奥行き 10～25cm床 面からの高さ約35cmを 測る段差を確認している。

階段状施設は、南壁のほぼ中央部に堅穴南壁 ラインより若干張 り出 して構築 されており、幅約 1.5

m、 奥行 き約 30cm、 床面からの高さ約22cmを 浪Iる 。その両端には小ピットがみられる。

竪穴壁外柱穴 とみ られるピッ トは計 18基検出されており、径22～ 45側、深 さ25～ 35 cⅢ を測 り、

竪穴壁面の外側約12～ 28 cmを 測る位置で検出されている。
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第71図 16号竪穴建物出土遺物

【遺物出土状況】

竃の両脇部分と竪穴西狽1の間仕切 りを挟んだ北側、南側部分を中心に分布している。竃の両側部

分は主に床下ピット内から土器細片の出土が多い。

【出土遺物】 (第71図 )

1は推定 日径 1219cm、 底径 3.8 cm、 器 高 2.9 cmを測 る甲斐型土器の皿で、 日唇部 に油煙がわずか に

付着 し、体部 内面 はアバタ状 に荒れ てい る。 3・ 4も 中斐型土器 の皿。 5。 6は黒色土器系 の杯で、

5は黒色処理を施 して いな い。 9は墨書 土器片 で、釈文 につ いては不明。 12は灰 釉陶器皿。 13～ 16

は甲斐型土器 の甕で小型甕が 目立つ。 17・ 18はロクロ整形 の広 口壷で、胴部 下半 か ら底部にかけて

ヘラケズ リが施され、 内面 には横位 のハ ケメ調整 を施 している。 また18の 日唇部 の一部は片 口状を

呈 している。 19は縄文時代 の打製石斧 である。

一一一一一一一一一三
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【時 期】平安第 I段階。

17号竪穴建物 (第72～75図 )

【位 置】A14・ 15B16。 17グ リッドに位置する。

【重 複】18・ 19号竪穴建物と重複。両竪穴建物を切り込んで構築している。

【形 状】方形。

【規模 (長軸m×短軸m)】 2.47皿 (東西)× 2.39m。

【竪穴部深さ (m)】 遺構確認面から最大約0.33mを測る。

【竪穴部床面積 (ポ )】 3,76∬。

【長軸方位】N-105° 一E。

【埋没状況】

覆土は基本的に3層 で、最上層の黒褐色土以下は、暗褐砂質土およびにぶい黄褐色砂質上が主体

となっている。床下のピット内はロームブロックと炭化物粒を含む灰黄褐色土が覆土となっている。

【内部構造 (柱穴・掘り形等)】

柱穴と思われるピットはみられない。壁下には小ピットを伴う周溝が巡っている。床は比較的堅

固で、竃右脇前面部には、径約50 cmを 測るマウンドがみられる。堅穴の掘り形は、竪穴中央部分を

中心にいくつかのピットを掘り込んでいる。

【竃】

束壁部で焼土を含む長軸約80cm、 短軸約70cm、 深さ約 5 cmを 測る精円形の掘り込みをもつ掘り形

が検出されているが、この掘り形が電であると思われる。

【その他施設】

特になし。

【遺物出土状況】

遺物の出土量は少なく、散在的な分布状況を示しているが、北西コーナー壁下から一部焼土とと

もに炭化材が出土している。

【出土遺物】(第76図 )

1は、推定回径8,4cm、 推定底径4,lcm、 器高1,7 cmを 測る小型皿。 2は丸底を呈する羽釜の底部破

片。 3は推定口径13.4cm、 底径5.5cm、 器高4.9cmを測る土師質の杯で、底部は回転糸切り未調整で

ある。4は、甲斐型土器の甕と想われる日縁部破片。 5～ 7は羽釜の口縁部から胴部にかけての破

片資料である。

【時 期】平安第Ⅱ段階。

18号竪穴建物 (第72～75図 )

【位 置】A14・ 15B16。 17グ リッドに位置する。

【重 複】17号竪穴建物と重複。同竪六建物に切られている。

【形 状】長方形。

【規模 (長軸m×短軸m)】 2.90m(南 北)× 2.42m。

【竪穴部深さ (m)】 遺構確認面から最大0.39mを 測る。

【竪穴部床面積 (浦 )】 2.42� (現存)。
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第75図  17～ 19号竪穴建物掘り形

【長軸方位】N-24° 一E。

【埋没状況】

覆土は基本的に 3層 で、最上層の暗褐色砂質土以下は、黒褐色砂質土およびにぶい黄褐色粘質土

となっている。

【内部構造 (柱穴 。掘り形等 )】

床面はやや凹凸をもつが、比較的堅固である。西壁下のみに周溝がみられるが、他の壁下には小

ピットもみられる。竪穴の掘り形は、竃前面部を比較的深めに掘り込んでいる。

【竃】

南西コーナー部に構築されている。両袖石と天丼石の一部が残存 している。燃焼部内や竃周辺郡

には構築材と思われる礫が散乱している。燃焼部内における焼土の残存は顕著ではないが、覆土層

中には多量の焼土および焼土粒を含んでいる。また燃焼部内には支脚石の抜き取 り痕とみ られるピ

ットも認められる。

【その他施設】
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遺物の出土状況から竃両脇において棚状施設が存在 した可能性が高い。

【遺物出土状況】

竃周辺部および西壁下を中心に分布している。西壁下では、土師質土器皿が壁上部か ら転落した

ような出土状態を示している。竃右袖脇において遺構確認面下約 5 cmの レベルから、土師質土器皿

が出上している。

【出土遺物】(第76図 )

1・ 2は、 回径 8,2～ 8.6 cm、 底径46～ 4,8 cm、 器高 1.9～ 2.4cmを 測る小型皿である。 3は丸底を呈

し、狐み状の把手をもつ羽釜で、推定回径29.Ocm、 推定器高25.Ocm前後を狽Iる。ヘラケズリとナデ

を多用している。4は小型の羽釜で、外面はヘラケズリとナデ、内面には指頭痕が顕著に残る。ま

た、内外面に漆状の付着物がみられる。

7

m

６
日
�

n

え買

第76図  17・ 18号竪穴建物出土遺物
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【時 期】平安第Ⅱ段階。

19号竪穴建物 (第72～75図 )

【位 置】A13～ 15B17・ 18グ リッドに位置する。

【重 複】17号竪穴建物と重複。同竪穴建物に切られている。

【形 状】本堅穴建物の東側部分は調査区域外にのびているため全体像は不明であるが、方形を呈す

ると思われ る。

【規模 (長軸m×短軸 m)】 5,14m(南 北)×現存長4,15m。

【竪穴部深さ (m)】 遺構確認面から最大0,17mを 浪1る 。

【竪穴部床面積 (ポ )】 19,89� (現存)。

【長軸方位】N-13° 一E。

【埋没状況】

遺構上部の東側は、後世の削平や畑の畝による境乱を受けてお り、遺構全体としての遺存状況は

良くない。覆土は基本的に3層 で、黒褐色粘質土と炭化物粒を含む灰黄褐色粘質土が中心となる。

北壁際と西壁際には部分的に焼土の堆積がみられた。

【内部構造 (柱穴・掘り形等)】

主柱穴と思われるピットは床面段階では確認できなかったが、掘り形段階で径約30 cm、 深さ約40

cⅢ を測る柱穴状のピットが 2基検出されている。壁下には小ピットを伴う周溝が巡っている。竪穴

の掘 り形は、西側部分が土墳状にやや深く掘り下げられている箇所がみられる。

【竃・炉】

竃は確認されていない。竪穴中央部において床面が焼け、焼土化して硬化した範囲が三箇所確認

されている。その内の2箇所は精円形を呈し、長軸50～ 60 cm、 短軸35～40cmを測 り、深さ 5 cmほ

どの浅い掘 り込みをもつ。またこれら焼土範囲を取り囲むように小ピットも検出されている。

【その他施設】

南壁下に2基の上墳状ピットと、東壁中央やや南寄りの位置において階段状施設、竪穴壁外柱穴

等が検出されている。Pitlは長軸約89 cm、 短軸約 57cm、 深さ約25cmを 測る。Pit 2は 長軸約 11 0cm、

短軸約80 cm、 深さ約25cmを 測る。両Pitと もに出土遺物はないが、礫を含んでおり、Pit lの増底か

ら炭化材が出土している。

階段状施設は、竪穴壁外に張 り出すように半月状に掘り込まれてお り、幅約72 cm、 奥行き約40 cm

を狽1る 。床面との段差はほとんどなく、同施設両脇にはピットを伴う。竪穴壁外柱穴と思われるピ

ットは13基検出されている。径約20～ 40cm、 深さ約20制を測る。

【遺物出土状況】

遺物全体の出土量は多くはないが、西壁沿いおよび焼土範囲下部の掘 り形内を中心に出土してい

る。特に西壁中央壁下では、床面上 3～ 6 cmの レベルに土師質の小型皿の完形品や羽釜片がややま

とまって出上してお り、小型皿は大半が正位の状態での出土ではあるが、一部には竪穴壁上部から

転落したかのような斜位の状態で出土しているものもみられる。

【出土遺物】 (第77図 )

1～ 10は 小型皿で、 1～ 6はそ の日径が 8,0～ 8.4cm前後 であ るの に対 し、 7・ 8は9.O cmを測 る。
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また 8に は体部内面を中心に油煙が付着している。 10は底部破片であるが、体部外面から、割れ 日

にまで漆の付着が認め られる。

11・ 12は灰釉陶器片である。11は高台が三日月形状であるが、外面下方の稜が不明瞭 となってい

る。 また12も 同じであるが、底部内面がよ く磨れており、体部を故意に打ち欠いた痕跡も認められ

ることから、転用硯の可能性が強い。さらに11は、内面全体が黒ずんでお り、墨痕 と考え られる。

13は、狐み状の把手が付いた羽釜で、 14は縄文時代の石鏃である。

【時 期】平安第Ⅱ段階。

20号竪穴建物 (第78～81図 )

【位 置】A19～ 21B15。 16グ リッドに位置する。

【重 複】 9号竪穴建物と重複。 9号堅穴建物が本堅穴建物覆土上部を掘り込んで構築している。本

竪穴自体も建て替え有り。

【形 状】楕円形。

【規模 (長軸m×短軸m)】 約6.28m(南 北)×約5.57m。

【竪穴部深さ (m)】 遺構確認面から最大約065mを 測る。

3

Ａ
ｈ
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日
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一

‐恩赫嫁綿甥‐↓

-86-



【竪穴部床面積 (雨 )】 22.6だ。

【長軸方位】N-16° 一E。

【埋没状況】

覆土は基本的に8層 からなり、上層の 1～ 4層 、中・下層の 5～ 8層 に大きく分けることができ

る。中・下層の 5。 6層 はロームブロックや炭化物、焼上が混じる暗褐色砂質上で、遺物も多く含

んでいる。 7・ 8層は炭化物粒 は混 じる ものの、焼土が混入 しな い黄褐色および褐色砂質土 で、壁

際の三角堆積上である。

【内部構造 (柱穴・掘り形等)】

柱穴の重複関係から、a・ b・ c(新・中・古)最低 3段 階の建て替えが想定される。20a号は 7本

柱穴の竪穴で、柱穴を結ぶように周清が巡 り、段差となり壁際がベッド状を呈している。20b号 は

5～ 6本柱穴の竪穴、20c号 も6～ 7本柱穴の竪穴と思われる。boc段 階のピット間にも周溝が検

出されていることから、a段階からベッド状の段差を持っていた可能性は強い。

ピットの深さは確認面から60 cmか ら70 cm前後を測 り、大半の柱穴は深さが揃っている。Pit 3の

墳底近くには大型土器片が、またP比 6上面には底部を欠いた深鉢形土器が入り込んでいた。

【炉】

炉は、堅穴中央のやや北寄 りにあり、精円形を呈する掘り形のみを検出している。おそらく石囲

炉であつたと思われる。炉覆土上面 (床 面直上レベル)に は扁平な大型礫と拳大の礫が置かれたよ

うな状態で出土 している。焼上の堆積は認められなかったが、墳底面が焼土化してさらに硬化して

いる状況が確認されている。炉と思われる施設はこれ以外認められず、a・ b oc各 段階ともにこの

炉が使用されたものと思われる。

【その他施設】

炉南側のP■ 8と P比 9を 挟んだ位置には、ロームブロックが多量に混じる黒褐色土で構築されたマ

ウン ドがみ られ る。床面 との段差は約20cm前 後 を預1る 。出入 口状施 設に伴 うものかも しれ ない。

【遺物出土状況】

遺物は覆土各層位か らまんべんな く出土しているが、 5層・ 6層 中か らの出上が特 に多 く、平面

分布もそれ に対応 している。竪穴北上半の各柱穴 (Pit 6・ 8,12・ 14等 )脇 のベ ッド段下の壁際

か ら深鉢形土器の一括土器群の出土が 目立ち、炉東脇の覆土中層か ら下層にかけて、大型深鉢形土

器の同一破片が一括廃棄された状態で出土している。

さらに特徴的なのは、床面直上から床面上 10 cm内 外の レベルか ら拳大よ リー回り小さい扁平な自

然礫 (方 形を呈す るものが多い)が、比較的まとまって出土している。その礫 自林 の用途等は不明

である。 また、鳴子が入つた円錐形を呈する土偶 と思われ る小形の土製品が、堅穴南西部の床面上

約10cmの レベルから出土している。

【出土遺物】 (第82～88図 )

出土遺物は土器・石器ともに1彰大な量であり、個々の遺物の説明については観察表を参照された

い。出土土器は縄文時代中期前葉の新道式期から藤内式期に及んでいる。土器組成では深鉢形土器、

浅鉢形土器、鉢形土器、台付土器、有孔鍔付土器等がみられる。深鉢形土器もキャリパー状のもの

や、樽形状のもの、胴部が段状に脹らんだり括れたりする器形のもの (34)等もみられる。また平

出三類A系土器の異系統土器 (24)もわずかながらであるがみられる。縄文時代中期以外では、早
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期押型文土器 (63)や、前期諸磯b式期の資料 もわずかながら出土している。

石器組成では、打製石斧 と石鏃の割合が高 く、磨石や石皿はほとん どみられない。土製品類では、

先述のとお り振 ると土鈴のように鳴る、円錐形中空土偶 (73)が特筆される。頭部は欠失 しており、

X線撮影で観察した ところ、土玉か植物種子かは不明ではあるが、少なくとも 4個以上の鳴子が確

認されている。

【時 期】縄文時代中期前葉 (新道式期～藤内式期)。

21号竪穴建物 (第89図 )

【位 置】A14B llグ リッドに位置する。

【重 複】26号竪穴建物、70。 87号ピットと重複。26号竪穴建物を切り込んで構築し、70。 87号

ピッ トに切 られ る。

【形 状】長方形。

【規模 (長軸m×短軸m)】 3.67m(東西)× 2.80m。

【竪穴部深さ (m)】 遺構確認面から最大0.36mを 測る。

【竪穴部床面積 (N)】 8,28面。

【長軸方位】N-104° 一E。

【埋没状況】

覆土は基本的に 5層 からなる。覆土最上層には黒褐色土が入 り、その下層には褐灰色砂質土、褐

色砂質土等がレンズ状 に堆積 している。

【内部構造 (柱穴・掘り形等)】

柱穴は各壁下際を中心に径20c皿前後を測る小ピットが検出されている。また竪穴中央部にも小ピ

ットが 1基検出されている。床面は竪穴中央部に硬化した範囲が確認されている。堅穴掘 り形は、

竪穴中央部分をやや深めに掘 り込んでいる。

【竃・炉】

いずれも明確な施設は検出されていないが、竪穴内東側の中央部 (こ れは硬化面の東端にあたる

位置)に、長軸約60 cm、 短軸約45cmを 測る浅い掘り形を伴う焼土および炭化物の範囲が検出されて

いる。 これが火処の痕跡となろうか。

【その他施設】

特になし。

【遺物出土状況】

平面的には竪穴中央部を中心として、ほぼ竪穴全域に分布している。レベル的にも中層から下層

にか けて比較的 まとまって出土 している。

【出土遺物】 (第 90図 )

1は 推定 回径 14.2帥、推定底径 5.Ocm、 器高5.2cmを 沢1る 甲斐型土器のIThで 、体郡外面に倒位で

「入 。入Jと墨書で記している。 2も 墨書土器片で、体部外面に正位で記 している。釈文については

不明。 3は推定口径 18.Ocm、 推定底径8.6 cm、 器高6.7 cmを測 るやや大ぶ りの椀で、底部は回転糸切

りの後、周辺をヘラケズ リしている。内面は丁寧な細かいミガキを施している。 4・ 5は黒色七器

の破片資料で、 6は 灰釉陶器片、 7は 甲斐型土器の小型甕である。
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8～ 26は縄文時代の資料であるが、17～ 20は後期堀之内式土器と思われる。

【時 期】平安第 I段 階。

22号竪穴建物 (第91図 )

【位 置】A14B13グ リッドに位置する。

【重 複】25。 34号竪穴建物、 7号溝と重複。7号溝に切られ、25。 34号堅穴建物を切り込んでい

る。

【形 状】楕円形。

【規模 (長軸m×短軸m)】 4,46m(東西)× 3.74m。

【竪穴部深さ (m)】 遺構確認面から最大0.2mを 測る。

【竪穴部床面積 (厨 )】 12.21ゴ 。

【長軸方位】N-45° 一E。

【埋没状況】

覆土は基本的に2層 からなる。中心となる覆土は(炭化物粒と焼土粒等を含むにぶい黄褐色土と

褐色粘質土で、 自然堆積の状況を示す。

【内部構造 (桂穴 。掘り形等)】

柱穴と思われるピットが壁際から6基検出されている (P比 1～ 6)。 径35～ 50cm、 深さ20～40cm

を測る。床面は全体にやや軟弱である。

【炉】

明確な炉はないが、竪穴中央東寄りの位置に楕円形を呈する長軸約85cm、 短軸約70cm、 深さ約6

cmを 測る浅い掘り形 (Pit 7)が検出されている。覆土は炭化物粒が混じる黒褐色上で、その上面に

焼上が散っている。

【その他施設】

特になし。

【遺物出土状況】

土器細片を中心に竪穴内全域にわたって分布し、大半が覆土中か ら出土 している。

【出土遺物】 (第92図 )

縄文時代中期前葉の土器が中心である。 1は区画帯は不明であるが、三角押文と角押文を多用す

る深鉢形土器である。 4は有孔土器片。 9は 三角押文と押圧隆帯を付した浅鉢形土器で、19は無文

の浅鉢形土器である。13は平出三類A系 の土器片である。 14に は楕円区画文がみられ、17の底部に

は網代痕がみられる。20は径約3.l cm、 厚さ約 8 mnlを 測る土製円板で、縄文を地文とし、外周はよく

擦られている。

21～ 23は石鏃、石匙、石錐の石器資料である。

(時 期】縄文時代中期か。

23号竪穴建物 (第93・ 94図 )

【位 置】A9。 10B14・ 15グ リッドに位置する。

【重 複】畑の畝によって竪穴東側から南側にかけて撹乱を受けており、遺存状況はあまり良くない。

また調査当初72号ピットと時間差を有すると思われたが、精査した結果、同ピットは、本竪穴建物

に伴うピットであることが判明した。よって重複はない。また同建物自体、建て替えもみられる。
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【形 状】方形。

【規模 (長軸m×短軸m)】 4.50m(東西)× 4.29m。

【竪穴部深さ (m)】 遺構確認面から最大0.42mを 狽1る。

【竪穴部床面積 (浦 )】 12.91面 。

【長軸方位】N-82° ―E。

【埋没状況】

覆土は 5層 からなるが、 1層 は撹乱層に近く、基本的には 4層 からなるといえる。 2層・ 3層 は

焼土および炭化物、ローム小ブロックを含む黄褐色砂質土と褐色砂質土で、床面直上層である4層

は、2,3層 よりも多く炭化物、焼土が混じり、 しまりも強い。

【内部構造 (柱穴・掘り形等)】

壁下には周溝がほぼ巡り、部分的に小ピットもみられる南西コーナー壁下に長軸120cm、 短軸105

cm、 深さ約20cⅢを測る土墳状ピットが検出されている。同ピットは、当初72号ピットとしたもので

あったが、土層観察の結果、特に重複関係が認められないこと、ほぼ竪穴の形状に沿つていること

から竪穴に伴うピットだと判断した。

竪穴掘 り形は、中央と四隅を土墳状 に掘 り下げている。掘 り形調査 中に東壁 中央やや北寄 りの壁

下で、焼土 を伴 う長軸約65cm、 短軸約60cm、 深さ約 5 cmを 測るピ ットが検出された。おそ らく竃に

伴 う焼土だ と思われる。また床面段階では確認できなかった問仕切 りに伴う溝と柱穴状のピットが

竪穴北西部分および北側で検出された。 こうしたことか ら本竪穴建物は建て替 えが行われた と思わ

れる。

【竃】

東壁南東コーナー近 くに位置する。遺存状況はきわめて悪い。撹乱によって大半が破壊 されてお

り、掘 り形の一部のみが検出されている。撹乱は堅穴の掘 り形まで及んでお り、竃調査時に竪六掘

り形まで掘 り下げて しまった。左袖部 に竃の構築材 と思われる礫がみ られ る。焼土も辛うじて燃焼

部内に長軸40cm、 短軸27 cmを 測る楕 円形の範囲に、厚さ 8 cmほ ど残存している。

【その他施設】

南壁中央部分に地山を掘り残したステップ状施設が、堅穴内に半月状に突き出た形状を呈して検

出されている。その規模は幅約 55cm、 奥行き約60cm、 床面との段差は約 8 cm前後を測る。

【遺物出土状況】

竪穴ほぼ中央部の床面直上を中心に大型礫の集積が認められた。また先述の南西壁下ピット内に

も礫の集積が認められ、竪穴廃絶段階に廃棄された可能性が強い。電の構築材 とも考えられるが一

部縄文時代の石器も含まれている。土器類は破片資料が多く、堅穴の四隅を中心に分布する傾向が

みられる。また、鉄製刀子 (第 95図 -35)が東壁北東コーナー寄 りの床面直上から出土している。

【出土遺物】 (第95。 96図 )

1は 口径 12.6 Gal、 底径4.5cm、 器高2.5cmを 測る甲斐型土器の皿で、日唇部に油煙が付着している。

2～ 4お よび10・ 11も 甲斐型土器の郷の破片である。 5は杯蓋、 6。 7は墨書土器片であるが、釈

文については不明である。 8・ 9。 12は黒色土器で、 9は 甲斐型土器系の黒色土器である。13・ 14

も黒色処理を施していないが、黒色土器系の上器である。
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第94図  23号竪穴建物遺物分布図・遺物接合図・掘り形
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第96図  23号竪穴建物出土遺物 (2)

15～ 24は灰釉陶器で、15は推定口径 14.8cm、 推定高台径6.8cm、 器高 3.lcmを 測る皿である。23は

椀の高台部破片であるが、底部内面はよ く磨れており、墨痕 も認められる。 24は長頸瓶の頸部破片

である。

25～ 31は 甲斐型土器の甕、32,33は須恵器甕片、34は 近世段階の瓦質焙烙の底部破片である。

平底を呈 し、胎土 には砂粒 を多 く含む。35は鉄製刀子であるが、出土時の遺存状態が悪 く、取 り上

げの際に破損 してしまったために、破片 ごとに図示せざるを得なかった。 36～ 38は、石鏃、打製石

斧、多凹石の縄文時代の石器資料である。

【時 期】平安第 I段 階。

24号竪穴建物 (第97～ 100図 )

【位 置】A7・ 8B14。 15グ リッドに位置する。

【重 複】なし。

【形 状】方形。

【規模 (長軸m×短軸m)】 5,71m(東 西)× 5.66m。

【竪穴部深さ (m)】 遺構確認面から最大0.53mを 測る。

【竪穴部床面積 (席 )】 21.45∬。

【長軸方位】N-84° 一E。

【埋没状況】

覆土は基本的に7層 からなり、凹レンズ状を呈する自然堆積の状況を示している。遺構上部は畑

の畝による撹乱が著しく、プラン確認に支障を来すほどで、調査開始当初、土層観察用ベルトの主

軸設定を誤つてしまった。床面直上層である7層は、ほぼ遺構全体に厚さ数cmほ どで水平に堆積し

ており、炭化物粒を多く含み、焼土粒も含んでいる。

【内部構造 (柱穴・掘り形等)】
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壁下には小ピッ トを伴う周溝がほぼ巡る。主柱とみられるピッ トは特に検出されていないが、北

壁下から南へ約1.5mの 位置 に、間仕切りに伴 うと思われる東西にのびる溝に付随するようなかたち

で、ピ ットが 3基程度検 出されている。径 35～ 45 cm、 深さ30～ 35 cmを測 る。 さらに東西にのびる

間仕切り溝に直交するかたちで、東西壁下からそれぞれ約2.4mの 位置にあたる箇所に南北にのびる

小ピ ットを伴 う溝も検出されている。ちょうど溝が交差する箇所は、約 1,4mの 幅で半月状に低 くな

っており、他の床面 との段差は約 4 cm～ 10 cmを 狽1る 。また、間仕切り溝周辺の床面には、小ピ ット

がいくつか検出されてお り、厳密ではないが規則的な配列 もうかがえ、竪穴内における何らかの諸

施設に伴うピッ トである可能性が強い。竪六の掘 り形は、竃の両脇と南西隅を中心に深めに掘り下

げ られている。 さらに竪穴北西部において周清状の清が検 出された ことから、建て替えられた可能

性がある。

【竃】

東壁南東コーナー近くに位置する。竃は本電以外確認されておらず、竪穴掘 り形の調査時でも火

処と思われる焼土等は検出されていない。本竃の袖石は除去されており、袖基部と掘 り形のみが検

出されている。掘 り形覆土は基本的に4層からなり、焼土ブロックや炭化物粒、白色粘土ブロック

を含むにぶい黄褐色および灰黄褐色を呈する粘質土が中心であり、明確な焼土層はない。竃内から

の遺物の出土はほとんどなく、その周辺部から出上している。

竃と南東コーナーの間からは、2基 の浅い土墳状のピットが検出されている。P比 1は長軸約80cm、

短軸約62cm、 深さ約20 cm、 P比 2は長軸約60cm、 短軸約45cm、 深さ約24cmを 測る。

【その他施設】

堅穴壁外柱穴および階段状施設が検出されている。堅穴壁外柱穴とみられるピットは、15基ほど

検出されている。径約35～ 45cm、 深さ約25～ 45 cmを 預1る 。東壁外は調査区域外に近く、撹乱も著

しい状況であったため、精査できなかった。

階段状施設は、南壁のほぼ 中央部にあり、

まれており、その両脇には小ピッ トを伴う。

後を測る。

【遺物出土状況】

遺物は竃前面部、竃脇のP比 1周 辺、P■ 3内、堅穴北東部および南西部・北西部にややまとまって

分布している傾向がみられ、 レベル的には覆土中層か ら下層にかけての出上が顕著である。竃前面

部では灯明具が数点出土し、Pit l周 辺では、土師器lTNや灰釉陶器等が細か く割れた状態で出土して

いる。

竪穴南西部では土師器不が、竪穴壁上から転落したような出土状態 を示 していたり、北西部では、

自然礫が 8個一列となって、床面上 1～ 8 cmの レベルから出土 している。筵編み用の礫の可能性が

強いと思われるが、整理段階で これ ら映のいくつかが接合している (第 102図 -44～ 48)。

【出土遺物】 (第 101・ 102図 )

1～ 8は甲斐型土器で、 1は皿で体部面がアバタ状に器面が剥落している。 2は不で、 日径11.8

cm、 底径4,Ocm、 器高3.6cmを 測り、 日唇部に油煙が厚く付着している。 3は 日径 12,9 cmを 測るIThで 、

体部内面の日唇部直下あたりを中心に、帯状に器面が細かく剥落している。またタール状の付着物

もみられる。 7は推定口径 13.8cmを 測る郷で、日唇部に油煙が付着している。 9は推定日径 13.8cm、

竪穴壁外に一段だけ半月状に張り出すかたちで掘 り込

幅約1.15m、 奥行き0,45m、 床面との段差は約 8 cm前
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第98図  24号竪穴建物竃・掘り形
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第99図  24号竪穴建物遺物分布図・ Phl・ 遺物出土状況
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第100図  24号竪穴建物遺物接合図

底径4.6 cm、 器高4.8 cmを 測 る甲斐型土器系の黒色土器郭の墨書土器である。墨書は体部外面に横位

で 2箇所記してお り、内一つは 「中」と判読できる。 10～ 14も 出土文字資料であるが、 11が線刻土

器の他、残 りは墨書土器である。 いずれも判読は不可能である。 15・ 16は杯蓋で、16は黒色土器で

墨書 もみられる。 17～ 19も黒色土器である。

20～ 30は灰釉陶器である。 20は推定回径 16.Ocm、 推定高台径 7.7 cm、 器高4,8 cmを測る椀で、高台

内面の内彎はやや不明瞭 となっている。灰釉は刷毛塗 りで、美濃窯光ヶ丘 1号窯式後半期の所産と

思われる。 また25・ 27・ 28の 内面はよく磨れており転用硯の可能性が強い。 29・ 30は 瓶類の胴部

破片である。31～ 37は須恵器壺 もしくは甕等の破片資料である。 38～ 43は甲斐型土器甕である。

44～ 48は筵編み石器と思われる自然礫で、49は鉄製品で兵庫鎖の一部と思われる。 50は 縄文時

代の剥片石器ではないかと思われ る。

【時 期】平安第I段階。
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25号竪穴建物 (第 103図 )

【位 置】A13・ 14B12・ 13グ リッドに位置する。

【重 複】22・ 34・ 38号竪穴建物、94号 ピット、7号溝と重複。 7号溝と22号 堅穴建物に切られ、

34・ 38号堅穴建物を切り込んでいる。

【形 状】楕円形。

【規模 (長軸m×短軸m)】 4.46m(南北)× 3.74m。

【竪穴部深さ (m)】 遺構確認面から最大0.18mを 測る。

【竪穴部床面積 (浦 )】 13.75だ。

【長軸方位】N-5° 一W。

【埋没状況】

覆土は基本的に2層で、炭化物粒と焼土粒を含むにぶい黄褐色土と褐色土を中心とする。

【内部構造 (桂穴・掘り形等)】

堅穴壁下には周溝は巡ってない。柱穴と思われるピットは、Pit l～ 6で、 6本柱穴の竪穴となろ

うか。径30～ 50cm、 深さ25～ 35cmを 測る。床面は全体にやや軟弱である。

【炉】

竪穴中央部において、焼土は顕著でないものの、炭化物がやや顕著に混じる褐灰色土や黒褐色土

等を覆土にもつP比 7が検出されている。これが炉であろうか。

【その他施設】

特になし。

【遺物出土状況】

土器破片を中心に覆土全般にわたり出土している。

【出土遺物】(第 104図 )

縄文時代中期前葉を中心とした土器破片資料が多い。 1は三角押文で区画された三角区画文がみ

られ、 2は区画内を縦位と横位の角押文を施している。 3も三角押文を多用し、4は隆帯脇に2条

の角押文を施している。 5。 10は縄文を地文とし刻み目をもつ短隆帯を配する。 6は 2段の精円区

画文がみられ、7は三角押文を横位にめぐらしている。 8,9は 三角区画文がみられ、三角押文が

充填されている。Hはヒダ状の指頭圧痕が顕著にみられる。 121ま有茎の石鏃である。

【時 期】縄文時代中期前葉格沢式期から新道式期か。

26号竪穴建物 (第 105図 )

【位 置】A14・ 15B10。 11グリッドに位置する。

【重 複】21号竪穴建物、87号ピットと重複。遺構南東部を両遺構に切り込まれている。

【形 状】隅丸方形。

【規模 (長軸m×短軸m)】 4.16m(東西)× 3.80m。

【竪穴部深さ (m)】 遺構確認面から最大0,35mを 測る。

【竪穴部床面積 (浦 )】 11.53だ。

【長軸方位】N-84° 一E。
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【埋没状況】

覆土は基本的には 2層 であり、炭化物粒を含む灰黄褐

色土と、炭化物粒と焼土粒を含む褐色土が中心となる。

【内部構造 (柱穴・掘り形等)】

壁下には周溝は巡 らず、床面 も概 して軟弱である。

ットも数基検出されているが、柱穴かどうかは不明。

【竃 。炉】

両施設ともに確認されてお らず、特に焼上が集 中す る

範囲も認め られない。

m             4

第106図  26号竪穴建物出土遺物

【その他施設】

特になし。

【遺物出土状況】

遺物の出土量は少なく、竪穴西側および東側の覆土中から散在的に出上している。

【出土遺物】(第 106図 )

縄文時代中期前葉の土器資料をわずかながら図示できた。 1～ 4まで深鉢形土器の破片と思われ

るが、三角区画文と三角押文を用いた文様構成をとる。4は 眼鏡状把手の破片である。

【時 期】縄文時代中期か。

27号竪穴建物 (第 107図 )

【位 置】A14・ 15B12・ 13グ リッドに位置する。

【重 複】 14・ 34号堅穴建物、7号溝と重複。いずれの遺構にも切られる。

【形 状】精円形か。

【規模 (長軸mx短軸m)】 現存長南北3.29m。

【竪穴部深さ (m)】 遺構確認面から最大0,20mを 測る。

【竪穴部床面積 (ド )】 7.03� (現存)。

【長軸方位】不明。

【埋没状況】

覆土は基本的に3層 で、炭化物粒を含む暗褐色土と炭化物粒および灰色粘土粒を含む褐灰色土、

炭化物粒と焼土粒を含む灰黄褐色土が中心となる。

【内部構造 (柱穴・掘り形等)】

径25～ 50cm、 深さ15～ 25cmを 測るピットが13基程度検出されており、その内のP■ 1～Pit 4が 柱

穴になるのではないか と思われる。

【炉】

明確な施設は検出されていない。Pit 2の 北側に接する位置に焼土と炭化物が散り、硬化している

範囲が確認されている。これが火処の痕跡だろうか。

【その他施設】

特になし。
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〔27号堅八逮初 主層説明〕

38竪

第107図 27号竪穴建物・遺物分布図・遺物接合図

【遺物出土状況】

P■ 2に接する焼土 。炭化物範囲周辺の覆土上層から下層にかけて出土している。

【出土遺物】(第 108図 )

縄文時代前期と中期の資料が混在している。 1・ 2お よび 4～ 6は縄文時代前期の土器資料で、

矢羽状条線を地文とし、刺突を施したボタン状貝占付文や棒状結節浮線文を貼り付けている。 3・ 8

と
一

Ｎ
Ｏ
卜
呵

●
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第108図  27号竪穴建物出土遺物

は中期の上器資料と思われ、刻みをもつ隆帯 区画や押引文等がみられる。 7は有孔土器の口縁部破

片と思われ る。 9は打製石斧の欠損品である。

【時 期】縄文時代中期か。

28号竪穴建物 (第 109図 )

【位 置】A14B9。 10グ リッドに位置する。

【重 複】 3号風倒木に一部切られる。

【形 状】精円形。

【規模 (長軸m×短軸m)】 2.28m(東西)Xl,97m。

【竪穴部深さ (m)】 遺構確認面から最大0,38mを 潰Iる。

【竪穴部床面積 (ド )】 2.87∬ (現存)。

【長軸方位】N-93C― E。

【埋没状況】

4 によい黄IB色 ■ 10VR5/4 お性 しまりやや有 ロームノロ/ク

れ

第109図 28号竪穴建物
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覆土は基本的に 3層 で、炭化物粒 と焼土粒を含む褐灰色土 とロームブロックを含むにぶい黄褐色

土が中心となる。

【内部構造 (柱穴・掘り形等)】 柱穴・周溝等は検出されず、床面も概して軟弱である。

【竃・炉】ともに確認されていない。

【その他施設】特になし。

【遺物出土状況】遺物の出土量は少なく、覆土上層から中層にかけて疎らな出土状況を示す。

【出土遺物】

図示できる遺物はなかった。

【時 期】不明。

29号竪穴建物

調査当初、 21号竪穴プランとほぼ重なる竪穴 として堅穴番号 を付けて調査 していたが、整理段階

において遺物の出土状況や接合関係等から、同一の竪穴であると判断 した。よって同竪穴番号は欠

番とする。

30号竪穴建物 (第 110図 )

【位 置】A25B14・ 15グ リッドに位置する。

【重 複】35号堅穴建物、11・ 12号溝と重複。35号竪穴建物より新しく、11・ 12号溝より古い。

【形 状】方形。

【規模 (長軸m×短軸m)】 3.42m(東西)× 3.04m。

【竪穴部深さ (m)】 遺構確認面から最大0,25mを 預Iる。

【竪穴部床面積 (話 )】 6.00面。

【長軸方位】N-81° 一E。

【埋没状況】

耕作に伴う撹乱や削平によって遺構の遺存状況は良くないが、覆土は基本的に 3層 からなる。黄

褐色砂質土および褐色砂質土の自然堆積が認められる。

【内部構造 (柱穴・掘り形等)】

竪穴壁下に小ピットを伴う周溝が巡る。柱穴はない。堅穴内西狽1は上層から床面まで撹乱が及ん

でおり不明瞭。掘り形は全体に深く掘られているが、その中でも北壁側、南壁狽1で土墳状に掘られ

ている箇所が認められる。

【竃】

12号溝に切られてほとんど欠失しているが、焼土が残存する燃焼部掘り形の墳底面が検出されて

いる。東壁南東コーナーに位置する。

【その他施設】

竪穴壁外柱穴および階段状施設が検出されている。堅穴壁外柱穴とみられるピットが13基検出さ

れている。径15～ 35cm、 深さ約15cmを 測り、斜面下にあたる南側のビットは掘り込みが浅い。

階段状施設は西壁北西コーナー近くに位置し、竪穴壁外に半月状に張り出すかたちで掘り込まれ

ている。幅約 65cm、 奥行 き約 22cm、 床面 との段差は約 6 cmを測る。
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第110図 30号竪穴建物・遺物分布図・遺物接合図・掘り形
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第111図 30号竪穴建物出土遺物

【遺物出土状況】

遺物量は少なく、散在的な出土状況を示している。籠周辺および掘り形内ピットからわずかなが

ら出上 して いる。

【出土遺物】 (第 111図 )

1・ 2は黒色土器郭で、 3・ 4は甲斐型土器の甕である。 5も甕であるが、器形は甲斐型甕と類

似するものの、胎土および調整技法において甲斐型とは若干異なっている。6はロクロ整形甕であ

る。 7は縄文時代の石錐で狐み部一部を欠損している。

【時 期】平安第 I段階。

31号竪穴建物 (第 112～ 114図 )

【位 置】A23・ 24B15,16グ リッドに位置する。

【重 複】なし。

【形 状】方形。

【規模 (長軸m×短軸m)】 4,32m× 4,30m。

【竪穴部深さ (m)】 遺構確認面から最大0,71mを 測る。

【竪穴部床面積 (ド )】 11,97だ。

【長軸方位】N-79° 一E。

【埋没状況】

覆土は基本的に9層 からなり、自然堆積の状況を示している。遺構はその上部を中心に耕作によ

る撹舌とを受けており、一部床面下まで及んでいる。遺構中央部には黒褐色砂質土が堆積し、その下

部には暗褐色砂質土が竪穴のほぼ全体にレンズ状に堆積している。竪穴壁際には、にぶい黄褐色砂

質土の三角堆積がみられる。

7
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【内部構造 (桂穴。掘り形等)】

壁下 には小ピッ トを伴う周溝が ほぼ巡 る。柱穴 と思われるピッ トの規則的な配列はみ られないが、

礎石状の扁平な礫が検出されている。斜線のスク リーントーンで示 した ものがそ うであるが、当初

覆土中に混入 している礫 と同質の もの と促えていたため、完掘写真撮影時には除去 してしまった。

後の整理段階で、これら礫は床面直上で検出されていること、そ して配列 にある程度の規則性がみ

られることか ら、礎石ではないか と判断 した。北壁下 にみられる礎石の間隔は芯々で約 1,2mと約

1.5mを測 り、南壁下の礎石の間隔は芯々で約 0,9mを測 る。問仕切 りに伴うものとして西壁か ら東

壁に向かつて約1.5mの 箇所 に南北の配列を示す小ピッ トがみられる。それ に対応す るように礎石状

礫も配置されている。

半

∞
◎ ③

め

第112図  31号竪穴建物
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第113図  31号竪穴建物竃

北西コーナーの一角は、長車由約1.35m、 短軸約0,7～ 0.95mの 長方形に浅い窪みとなっている。竪

穴掘 り形は、竪穴中央部 と南東部を土墳状およびピッ ト状に深く掘り下げている。

【竃】

東壁中央やや南寄りに位置する。両袖石 とその基部、支脚石等が検出されている。竃の構築材は

礫のみだけではなく、焼成白色粘土柱も袖石と混じって使用されている。竃は確認当初、埋土とと

もに礫が全体を覆った状態であった。おそらくこれら礫は除去した構築材の礫だと思われる。焼土

はごくわずかに燃焼部内にて確認されている。煙道部北側の竪穴壁外は竃の掘り形と接するように

三角形状に掘り窪められてお り、棚状施設の可能性が考えられる。

【その他施設】            |
堅穴壁外柱穴および階段状施設が検出されている。竪穴壁外柱穴 とみ られ るピ ットは20基検 出さ

れている。径 25～ 40 cⅢ、深さ約15～45c皿、柱間は約0,6m～ 1.8mを測る。比較的規則1生 がうかがえ

る配列状況 といえる。

階段状施設は南壁ほぼ中央 に位置 し、竪穴壁外 に半 月状に張り出すかたちで掘 り込 まれている。

平面図上では一段の段差 となっているが、本来は二段の段差である。 これは調査時に掘 りすぎてし
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第115図  31号竪穴建物出土遺物 (1)
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第116図  31号竪穴建物出土遺物 (2)

まったもので、断面観察では素掘りした後、ロームブロックを多く含む褐灰色土の盛土による段差

が存在したことが判明している。盛上であったため周囲の埋土と区別できず据 りすぎてしまった。

掘り形の現状の規模は、幅約96cm、 奥行き約45 cm、 段差は約20 cm(本来は約 8～ 10 cmか )を測る。

また、同施設の前面部はL字状に浅く掘 り窪められ、よく踏み固められている。入り日施設に伴 う

ものだろう。

【遺物出土状況】

遺物の全体的な出土傾向としては、竃およびその周辺部、竪穴北東部、竪穴南側中央部にややま

とまって分布する傾向がみられる。垂直分布では覆土上層か ら下層にかけてまんべんなく分布して

いる。

【出土遺物】 (第 115。 116図 )

1～ 4は甲斐型土器の邦である。 1は日径 12.6 cm、 底径5,2 cm、 器高4.3 cmを測 り、日唇部の内外

画を中心に油煙が付着している。 5は黒色処理を施していないが、胎土・調整技法からみて黒色土

器系の上器であろう。 6～ 10は黒色土器、 11は 土師質の皿で混入品であろう。 12・ 13は灰釉陶器

で、 12は 日径 15.4cm、 高台径 7.OcⅢ 、器高3.2cmを測 り、高台は三 日月高台で、稜は内面の内彎 も顕

著である。美濃窯光 ヶ丘 1号窯式前半期の所だ と思われる。 14～ 16は須恵器董また甕の破片資料で

ある。16は胴部破片で、内面が非常 によく磨れていることから転用硯の可能性が強い。

‐
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18～ 22は 甲斐型土器の甕である。 23は 竃の袖の構築材に使用されていた焼成粘土柱である。 24

～34は 、縄文時代の上器 と石器である。

【時 期】平安第 I段 階。

32号竪穴建物 (第 117・ 118図 )

【位 置】A13・ 14B8。 9グ リッドに位置する。

【重 複】33号竪穴建物、16号清と重複。33号堅穴建物より新しく、16号溝より古い。

【形 状】円形。

【規模 (長軸m×短軸m)】 4.60m(東西)× 4.50m。

【堅穴部深さ (m)】 遺構確認面から最大0.40mを 測る。

【竪穴部床面積 (浦 )】 13.66ゴ。

【長軸方位】N-91° ―E。

【埋没状況】

耕作による撹乱が著しい。覆土は基本的に3層 で、ロームブロックおよび炭化物粒を含む暗褐色

土と、にぶい黄褐色土を中心とする。

【内部構造 (柱穴 。掘り形等)】

柱穴配置から新・古 (a・ b)二段階の建て替えが想定される。32a号はPit l～ 5か らなる5本柱

穴の竪穴で、32b号は、Pit 6～ 11か らなる6本柱穴の堅穴だと思われる。Pitの 規模は、径25～ 49

cm、 深さ10～40cmを 波1る 。周溝は巡っていない。

【炉】

明確な炉は検出されていない。しかし竪穴ほぼ中央部において、焼土粒と炭化物粒を含む灰黄褐

色土を覆土とする長軸65cm、 短軸47 cal、 深さ約15 cmを 測るPit1 2が 検出されている。これが炉とな

ろうか。

【その他施設】

特になし。

【遺物出土状況】

遺物は竪穴北東部周辺の、覆土中層か ら散在的に出土している。土器破片資料が中心である。

【出土遺物】 (第 119図上段 )

縄文時代中期前葉の土器を中心に出上 しているが、破片資料ばかりである。 1は三角区画文にキ

ャタピラ文と三角押文を施し、 3・ 7はパネル文系土器の矩形区画がみえる。 9は無茎石鏃の完形

晶である。

【時 期】縄文時代中期か。

33号竪穴建物 (第 117・ 118図 )

【位 置】A14・ 15B9グ リッドに位置する。

【重 複】32号堅穴建物、74・ 77号 ピットと重複。32号 竪穴建物・74号 ピットに切られる。77号

ピットとの新旧関係は不明。

【形 状】円形。

【規模 (長軸m×短軸m)】 4.12m(東西)× 3.50m。

【竪穴部深さ (m)】 遺構確認面から最大0.38mを 測る。
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第118図  32・ 33号竪穴建物遺物分布図・遺物接合図

【竪穴部床面積 (浦 )】 7.82∬。

【長軸方位】N-105° 一E。

【埋没状況】

覆土は基本的に2層 で、炭化物粒を含む暗褐色土と、炭化物粒および粘土ブロックを含むにぶい

黄褐色土が中心となる。

【内部構造 (桂穴・掘り形等)】

壁下に周溝は巡っていないが、壁際に沿つてピットが巡っている (Pit l～ 8)。 その規模は、径

25～ 45 cm、 深さ15～ 25 cmを測る。床面は全体に概して軟弱で、凹凸が著しい。東壁狽1では床面に

若干の段差をもっている。

【炉】

-133-



，

‐

江

Ⅳ

‐
・
卜

叱

鞄
芸 事 れ 抑 娩 駐

一

'
くヽ言Ⅲ:こ

iiヽ
::i;''i｀

アI

序

５ Cm

士_ヰ__ド _ィ_¬ド上卓望ビ_______ど」」
°m

◆  5

中

m

第119図 32・ 33号竪穴建物出土遺物

明確な施設は検出されていない。

【その他施設】

特にな し。

【遺物出土状況】

覆土上層から下層にかけてを中心に、竪六南西狽1、 南東側で散在的に出土している。

【出土遺物】(第 119図下段)

縄文時代中期前葉の土器を中心に出土しているが、図示できるものは少ない。 1は縦位の沈線を

施し、 2は矩形区画の一部。 3は縄文地文のもの。 4は粗製深鉢形土器の底部破片である。5は無

茎石鏃で、基部にわずかに快りがみられる。

【時 期】縄文時代中期か。

34号竪穴建物 (第 120図 )

【位 置】A14・ 15B13グ リッドに位置する。

【重 複】22・ 25・ 27号 竪穴建物、94号 ピット、7号溝と重複。22・ 25号竪穴建物と7号清に切

られ、27号竪穴建物を切っている。94号ピットとの新旧関係は不明。

【形 状】楕円形。

【規模 (長軸m×短軸m)】 3,44m(南北)× 3.15m。

【竪穴部深さ (m)】 遺構確認面から最大0.36mを 測る。

【竪穴部床面積 (下 )】 7.65面 。
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第121図  34号竪穴建物出土遺物

【長軸方位】N-44° ―W。

【埋没状況】

覆土は基本的に3層 で、炭化物粒を含む灰黄褐色土と、炭化物粒と焼土粒を含むにぶい黄褐色上

を中心とする。

【内部構造 (柱穴・掘り形等)】

壁下に周溝は巡っていない。床面も概して軟弱である。竪穴内にて柱穴状のピットが15基程度検

出され、土墳状のピットも 3基程度検出されている。その内柱穴と思われるのは、位置等からPit l

～ 5と思われる。径約 30cm前 後、 深 さ約20cm前 後を測 る。 P比 6～ 8につ いて の性格 は不明であ る。

【炉】

明確な施設は検出されていない。

【その他施設】

特になし。

【遺物出土状況】

竪穴 北壁寄 りの覆土上層か ら中層 にかけて と、P比 6～ 8の内外か ら中心 的に出土 している。

【出土遺物】(第 121図 )
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縄文時代中期前葉の土器が中心である。 1は隆帯による精円区画文内をキ ャタピラ文と縦位の沈

線を施す。 2は 日唇部の直下に三角押文 を巡 らし、 3と 7は小突起破片である。 4は刺突状の押引

文が施され、 5は重三角区画文の一部がみられる。 6。 9・ 10は浅鉢形土器の日縁部破片で、日唇

部等 に三角押文と角押文を施している。Hは精 円区画文内に角押文 を充填 してお り、 12は縄文を地

文として削 り出しによる隆線が施されている。 13に は円形竹管文と角押文がみられ、 18に は波状の

隆線を施 している。 19。 20は前期諸磯c式の土器片である。 21は完形の打製石斧、22は横型の石匙

である。

【時 期】縄文時代中期か。

35号竪穴建物 (第 122～ 128図 )

【位 置】A24・ 25B14～ 16グ リッドに位置する。

【重 複】30号竪穴建物、11・ 12号溝と重複。いずれの遺構よりも古い。

【形 状】楕円形。

【規模 (長軸m×短軸m)】 7.23m(南 北)× 6.70m。

【竪穴部深さ (m)】 遺構確認面から最大0.64mを 測る。

【竪穴部床面積 (浦 )】 32.99�。

【長軸方位】N-32° 一W。

【埋没状況】

遺構上部は、耕作による撹乱がいたるところに及んでいる。竪穴中央部 (1層 。2層 )に は、炭

化物と焼土粒を暗褐色砂質土と黒褐色砂質土が大きくレンズ状堆積を示し、特に2層には材にはな

らないが、比較的大きめの炭化物が多く混じつている。竪穴壁際にはロームブロックを含む黄褐色

土系の砂質土が流れ込むように堆積している。床面直上には (7層 )、 炭化物を含み、しまりのやや

強い黄褐色粘質上が10cm内外の厚さで堆積している。

【内部構造 (柱穴・掘り形等)】

柱穴の重複関係から、a・ boc・ dの最低4段階の建て替えが想定される。新しい順に35a号はPit

l～ 8の 8本柱穴の竪穴で、柱穴を結ぶように周溝が巡り、段差となり壁際がベッド状を呈してい

る。段差は最高で10cm程度、大半は4～ 5 cm程度の段差である。柱穴の深さは、50～ 60cm前 後を測

り、深さはほぼ揃っている。確認された柱痕の幅は15～ 20cm前 後を測る。35b号は同じくP忙 1～ 8

の切られたピットからなる8本柱穴の堅六と思われる、35c号はPit 2～ 4の 切られたピットとPit 9

～Hか らなる 5本柱穴の竪穴と思われ る。 35d号 はPit 2～ 4の切 られたピッ トとPit 9～ Hの 切ら

れたピッ トからなる 5本柱穴の竪六と思われ る。c・ d段階のP沌 3・ 9～ 11の 間には周清は検出され

ていないが、壁際を巡っていたと思われる小ピ ットが検出されている。

【炉】

炉は竪穴のほぼ中央に位置する石囲炉である。炉を中心に長軸約 1.8m、 短軸約1.6mを 損1る精円

形の範囲が、床面より4～ 5 cm低 くなっている。またその周囲からは径約20 cmを 沢1る 小ピットが数

基検出されている。

炉の規模は、礫の埋設範囲で長軸約53 cm、 短軸約40cmを 測り、炉底面までの深さは約20cmを 測る。

炉覆土内には明確な焼土層は残存しておらず、炭化物粒と焼土粒を含む暗褐色砂質土 と、褐色砂質

上が中心となり、覆土上層には縄文土器片と礫を含んでいる。
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d`号霊穴柱穴配列図 [1/120]

a段階  ■  b段階   A c段 階 コ ー d段階

第123図  35号竪穴建物柱穴土層図・柱穴配列図・炉
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第124図  35号竪穴建物遺物分布図 (1)
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第127図 35号竪穴建物遺物接合図 (1)
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第128図  35号竪穴建物遺物接合図 (2)
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第129図  35号竪穴建物出土遺物 (1)
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第 130図  35号竪穴建物出土遺物 (2)
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第132図  35号竪穴建物出土遺物 (4)
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第134図 35号竪穴建物出土遺物 (6)
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第136図  35号竪穴建物出土遺物 (8)
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第137図  35号竪穴建物出土遺物 (9)
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第138図  35号竪穴建物出土遺物 (10)
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第139図 35号竪穴建物出土遺物 (11)

-155-

勲 二_r上雪二ど生______―とヨCm



総
と,す

｀
1'

吃筵�影

油
施

第140図  35号竪穴建物出土遺物 (12)
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第 143図  35号竪穴建物出土遺物 (15)
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石 囲に伴 う礫は、南側に大きな平石を 1枚 据え、 北側お よび東側 には掌大 の平石を 3枚程度、 西

側 は断面が平行 四辺 形状 の礫 を床 面に接す る程度に据えている。 同礫の側面 はよ く磨 れてお り、 敲

打痕 もみ られる。 さ らに炉西側の床面 は、他 の床 面に比べ特に堅 く踏み 固め られ てい る。なお、炉

掘 り形の規模は、長軸約 105cm、 短軸 約77 cmを 測 り、精円形を呈する。

【その他施設】

特になし。

【遺物出土状況】

遺物は覆土各層位か らまんべんな く出土しているが、特 に 2層 中からの出土が多い。平面分布で

も 2層 の広がりと対応している。特 に炉周辺部の上層、下層にかかわらず顕著である。炉東狽1脇 の

床面直上レベルでは、数個体分の深鉢形土器 と浅鉢形土器がまとまって出上 しており (第 129図 一

1～ 4)、 その内、第 129図 -1の 深鉢形土器は、倒置 された状態で、 しか も同土器は把手を有する

関係で不安定のため、 日縁部に小石を噛ませ、安定させている状況が確認できた。 またそのす く
゛
西

側には、同じく倒置された状態の浅鉢形土器 (第 129図 -4)が 出土している。

本竪穴も20号竪穴と同じように、床面直上層の 7層上面か ら床面上10cm内外の レベルから拳大よ

リー回り小さい扁平な 自然礫 (方形を呈す るものが多い)が、比較的まとまって出上 している。

【出土遺物】 (第 129～ 148図 )

本竪穴からの遺物の出土量も膨大であり、個々の遺物の説明は観察表を参照されたい。出土土器

は縄文時代中期前葉の新道式期から藤内式期に及んでいる。土器組成では深鉢形土器、浅鉢形土器、

鉢形土器、台付土器、有孔鍔付土器等がみられる。深鉢形土器もキャリパー状のものや、樽形状の

もの、胴部の脹 らみが強いもの等がみられる。また異系統土器では、平出三類A系土器 (26)がみ

られる。

ある程度復元できた個体数は深鉢形土器 を中心 に34点、石器では打製石斧が53点、磨製石斧 1点、

凹石 12点、多凹石 1点、石鏃 19点 (未製品も含む)、 石錐 4点 (未製品も含む)、 石匙 5点等となっ

ている。土製品類では、土製円板が 2点、土偶 4点等 となっている。

【時 期】縄文時代中期前葉 (新道式期～藤内式期)。

37号竪穴建物 (第 149・ 150図 )

【位 置】A23～ 25B8～ 10グ リッドに位置する。

【重 複】194号ピット、17号清と重複。両遺構より古い。

【形 状】不整円形。

【規模 (長軸m×短軸m)】 現存南北約7.30mを 測る。

【竪穴部深さ (m)】 遺構確認面から最大0.67mを 測る。

【竪穴部床面積 (ド )】 86.17∬ (現存)。

【長軸方位】N-49° ―W。

【埋没状況】

竪穴中央部を17号清が南北に縦断し、さらに竪穴部西側の三分の二以上を後世の地形改変のため

削平され、遺存状況はきわめて悪い。竪穴の覆土は堅穴東側にごく一部が残る程度である。

【内部構造 (柱穴・掘り形等)】
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第15司 図 37号竪穴建物出土遺物 (1)
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検 出された柱穴から、 7本柱穴の竪穴であると思われる。各柱穴 を結ぶような周溝は検 出されて

いない。柱穴の径は60～ 90 cm、 深 さ30～ 60cmを 測 る。床 と思われる焼土を伴 った硬化面が竪穴 中

央部、 17号溝 に接した西側で南北約 3.Om、 東西約2.Omの 範囲で確認されている。

【炉】

明確な炉は検出されていないが、位置的にみればPit 8を 炉と考えてもいいのではなかろうか。 し

かし同Pitでは 炉 らしい痕 跡は特 に認め られ ていな い。

【その他施設】

特 にな し。
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【遺物出土状況】

硬化面残存部の床面上10cm内外を中心としたレベルと、竪穴東側のPit lお よびPit 5周 辺部分の

覆土中を中心として出土している。土器は破片資料が中心であり、石器は打製石斧が中心的に出土

している。

【出土遺物】 (第 151～ 154図 )

1～ 13は縄文時代中期前葉の深鉢形土器群である。 1は縄文を地文とし、 4条の横位の沈線と、

2条の波状沈線を巡 らし、日縁部には◎状沈線文を施す。 2は 日縁部に半楕円区画文、頸部に縦位

の沈線を施す。 3・ 4はやや小型の深鉢形土器で、 5は縄文のみを施す。 6は 日縁部を欠失してい

るが、胴部には粗雑な縦位の沈線を施している。 7はヒダ状の指頭圧痕を顕著に残し、短隆帯を施

す。 12・ 13は底部破片であるが、重三角区画文や精円区画文を配している。14～ 17。 30・ 31は浅

鉢形土器である。無文のもの、波状の隆線を施すもの、押圧隆帯や半円状に三角押文を施すもの等

がみられる。41は土偶の脚部破片で、木芯痕がみ られる。

42～ 52は縄文時代前期諸磯b式期の破片資料である。53は瓦質焙烙の底部破片で、平底を呈する

と思われる。54～ 77は石器類で打製石斧、凹石、石棒、石錐、石鏃、石匙等がみられる。79は煙管

の吸田部である。

【時 期】縄文時代中期前葉 (新道式期～藤内式期)。

38号竪穴建物 (遺構第155図 )

【位 置】 A13・ 14B ll・ 12グ リッドに位置する。

【重 複】25。 27・ 29号竪穴建物、 7・ 13号溝と重複。27号竪穴を切り込み、25,29号竪穴建物、

7・ 13号清 に切 られる。

【形 状】精円形。

【規模 (長軸m×短軸m)】 推定4,92m(南北)×推定4.45m。

【竪穴部深さ (m)】 遺構確認面から最大0,32mを測る。

【竪穴部床面積 (ド )】 14.55面 (現存)。

【長軸方位】N-17° 一E。

【埋没状況】

覆土は基本的に3層 で、炭化物粒とロームブロックを含む黒褐色土と灰黄褐色土、褐灰色土を中

心とする。

【内部構造 (柱穴 。掘り形等)】

壁下に周溝は巡っていない。床面は全体に概して軟弱である。堅穴よリピットが十数基検出され

ているが、その内柱穴と思われるのは、その位置等からP比 1～ 5だ と思われる。径約40 cm前 後、深

さ15～ 25cmを 測る。

【炉】

明確な施設は確認されていない。

【その他施設】

特になし。

【遺物出土状況】
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第156図  38号竪穴建物出土遺物

竪穴 北側の覆土下層 と南壁寄 りの覆七上 層を中心に出土 している。

【出土遺物】(第 156図 )

1は 日縁部が波状を呈し、隆帯と角押文による楕円および三角区画文がみられ、区画内は角押文

が縦位に施されている。 2は横位に三角押文を施し、波状の三角押文を施している。 3は円形1甲 圧

貼付文を施している。4は縄文時代前期諸磯c式期の上器片。5は深鉢形土器口縁部の突起破片であ

る。 6は深鉢形土器の底部破片で、楕円区画文を配している。 7・ 8は粗製の小型深鉢形土器の底

部破片である。 9は完形の打製石斧、10は凹石、11は無茎石鏃の完形品である。

【時 期】縄文時代中期か。

39号竪穴建物 (遺構第157図 )

【位 置】A24・ 25B13グ リッドに位置する。

【重 複】lo5。 106号ピットと重複。両ピットより古い。

【形 状】方形か。

【規模 (長軸m×短軸m)】 約3.15m(東西)×約2.90m(と もに現存値)。

【竪穴部深さ (m)】 遺構確認面から最大0.30mを測る。

【竪穴部床面積 (ド )】 9,791ず (現存)。

【長軸方位】N-87° ―E。

【埋没状況】

遺構の大半が削 平を受けてお り、北壁 と東壁 の一部、床硬化 面の一部 が残存す るのみ。 覆土は基

本的 に 1層 のみで、焼土粒 と炭化物粒等を含む褐色砂 質土で ある。

【内部構造 (柱穴。掘り形等)】
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第157図 39号竪穴建物・Pll

壁下には周溝は巡っていない。径約 30cm前 後、深さ13～ 20cmを 測る柱六状のピッ トが 2基、竪六

中央部で検出されている。 また、土墳状ピ ットも 2基検出されている。南側 ピッ トは長軸 1.3m、 短

軸0,8m、 深さ約 4 cm、 北側ピッ トは長軸約1.33m、 短軸約0.95m、 深さ約 5 cmを 測る。土層観察か

らこれらピ ットは床面下部の掘り形に伴 うものではなく、床面から掘 り込 まれているものである。

【電・炉】

両施設ともに確認されていない。ただ先の土墳状ピットにそれぞれ接するように、精円形状に床

面が焼けた範囲が確認されている。その規模は長軸約65～ 75 cm、 短軸約40～ 55 cmを 測る。

【その他施設】

竪穴壁外柱穴とみられるピットが 4基検出されている。ピットの規模は径約35～ 50cm、 深さ約25

～35 cmを 測る。北東コーナー際壁外にある 1基 を除き、他の 3基は各壁中央付近の壁外に配置され

ている。竪穴壁からの間隔は約20～ 30cmを 測る。掘り込みはしっかりとしている。

【遺物出土状況】

自然礫が数点出土しているのみ。

【出土遺物】

なし。
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FO号竪穴柱八配列園 [1/120]

●  新段階   ▲  古段階

40号竪穴建物・柱穴土層図・桂穴配列図

監す召翠上一�
第158図
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【時 期】竪穴覆土および形状から平安時代から中世以降の所産と思われる。

40号竪穴建物 (第 158・ 159図 )

【位 置】A24・ 25B12・ 13グ リッドに位置する。
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第161図  41号竪穴建物・遺物分布図・遺物接合図
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【重 複】127・ 128。 196号ピット、H号溝と重複。重複するすべての遺構に切られる。

【形 状】楕円形。

【規模 (長軸m×短軸m)】 5,43m(南北)× 5.07m。

【竪穴部深さ (m)】 遺構確認面から最大0.34mを 潰Iる。

【竪穴部床面積 (ド )】 19,92笛。

【長軸方位】N-5° ―W。

【埋没状況】

遺構全体が削平を受け、遺存状態は悪い。覆土は基本的に3層 からなり、ロームブロックや焼土

粒、炭化物粒を含む褐色砂質土や黄褐色粘質土の堆積がみられる。

【内部構造 (桂穴・掘り形等)】

柱 穴の重複 関係か ら、 a・ b(新・古)最低 2段階 の建 て替 えが想 定 される。40a号 は 7本柱 穴の

堅 穴で、柱 穴を結ぶ ように周溝 が巡 り、 段 差 とな り壁際が ベ ッ ド状 を呈 して い る。 41b号 は 6本柱

穴の竪穴 と思われる。b段階 のピ ッ ト間 にも周溝が検出されてい るこ とか ら、 当初 か らベッ ド状の段

差 を持っていた可能性 は強 い。ピ ッ トは径約60 cm前 後、深さは確 認面か ら約35～ 60 cmを 測 り、大半

の柱 穴は深 さが揃って いる。 また竪穴壁 下際 には小 ピッ トもみ られる。

【炉】

竪穴中央やや北寄 りに位置している。石 囲炉で、南北の炉石がそれぞれ除去されている。掘 り形

は方形を呈し、南北約60 Glll、 東西50 cm、 深さ約25cmを 測る。炉覆土内には焼土粒と炭化物粒の混入

はみられるものの、焼土自体の堆積はみ られない。炉覆土内か らの遺物の出土はほとんどなく、縄

文土器片がわずかに出土 しているのみ。なお、炉の周 りは、焼土化 し非常に堅く硬化 しており、径

20cm前 後の小ピッ トも3基検出されている。

【その他施設】

特になし。

【遺物出土状況】

遺構の上部をほとんど削平されているためか、遺物量は極めて少ない。炉周辺の覆土中もしくは

Pit覆土内から散在的に出土している。Pit 6と Pit1 0の 間に平石が床面直上か ら出土しているが、当

初埋甕の存在も期待されたが確認されなかった。いずれにしても入り口施設に伴うステップに使用

された可能性が高い。

(出土遺物】 (第 160図 )

図示できる遺物は少ない。 1は深鉢形土器の橋状把手の破片である。 2・ 3は縄文時代前期の縄

文を地文とする深鉢形土器の破片である。 4は隆線脇に三角押文がみられ、 5は無文の底部破片で

ある。 6・ 7は剥片石器、 8は 凹石である。

【時 期】建物構造から縄文時代中期前葉 (新道式期～藤内式期)と思われる。

41号竪穴建物 (第 161図 )

【位 置】A15・ 16B13・ 14グ リッドに位置する。

【重 複】 14。 15号竪穴建物、275号ピットと重複。14・ 15号竪穴建物より古い。75号ピットとの

新旧は不明。
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【形 状】楕円形。

【規模 (長軸m×短軸m)】 推定4.60m(東西)×推定4.10m。

【竪穴部深さ (m)】 遺構確認面から最大0.25mを 測る。

【竪穴部床面積 (ド )】 10,62∬ (現存)。

【長軸方位】N-66° 一W。

【埋没状況】

覆土は基本的に3層で、炭化物粒と焼土粒を含む暗褐色土と、炭化物粒と灰色粘土ブロックを含

む黄褐色土、炭化物粒と灰色粘土ブロックを含むにぶい黄褐色土を中心とする。

【内部構造 (柱穴・掘り形等)】

床面は全合に概して軟弱で、周溝は巡っていない。ピットも数基検出されているが、その配置等

に特に規則性は認められない。

【炉】

特に確認されていない。

【その他施設】

特にな し。

【遺物出土状況】

覆土上層部を中心に、竪穴全体にわたって散在的に出土している。

【出土遺物】 (第 162図 )

1は深鉢形土器の小突起をもつ波状日縁で、 2は日唇部に刻みをもつ小突起破片。 3は縄文を地

文として波状沈線を施している。 4は横位の沈線と、円形刺突文を施し、 5は半隆起線で区画され

た矩形区画で、 6は胎土等から平出三類A系 の土器小片である。 7は深鉢形土器底部破片で、重三

角区画文の一部がみえる。8は完形の打製石斧、 9は 凹石、10は有茎石鏃である。

【時 期】縄文時代中期か。
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表2 竪穴建物一覧表
※数値における ( )=現 存値/[ ]=推 定値 を示す

雲穴番号 位置 (Gr d) 重  複 平面形態
長軸×短軸

(m) 蜘
雅ｍ

竪穴部

床面積

(市 )

長軸方色 竃 炉位置 時  期 備 考

1号竪穴建物 方 形 066 10 36 N88° 一E

2号竪穴建物 方 形 465× 465 0 55 N-83° 一E

3号竪穴建物 方 形 660X510 18 66 N-8°  ―W

4号竪穴建物 方 形 0 19 15 87 N 85° ―E

5号竪穴建物 方形 375X325 041 N 79° ―E

6号竪穴建物 隅丸長方形 ? (325)X322 (? 21)

7号竪穴建物 方 形 167× 430

8号竪穴建物 隅丸長方形 288X22? 4 26 N 98° 一E

9号竪穴建物 長方形 [125]X386 010

10号竪六建物 長方形 4S2× 410 15 58 N 92° ―E

H号竪六建物 方形 115X372 10 89 N― S°
 一W

12号竪穴建物 絡 円形 600X491 1814

13号 竪穴建物 精円形 273× 21S 16 N72° 一E

11号竪穴建物 長方形 0 70 978 N89° 一E

15号竪穴建物 方形 260× 234 N-8° ―E

IS号竪六建物 方 形 400× 380 8 13 N 88° ―E

1イ 号竪穴建物 方 形 247X239 376 N-105° ―E

18号竪穴建物 長方形 290X242 (242) N 24° 一E

19号竪穴建物 方形 ? 514× (415) 017 ― ε

20号 竪穴建物 縮円形 628× 55' 226

21号 竪穴建物 長方形 67× 280 N-104° ―E

22号 整穴建物 楕日形 446× 374 N 15° ―E

23号 竪六建物 方形 450× 429 042 1291

24号竪穴建物 方 形 053 21 45 N-84° 一E

26号 竪太建物 箱円形 13 75 N- 5

26号竪穴建物 隅丸方形 416X380 1l rD3 N 84° 一E

27号 竪穴建物 栢円形 ? ×(329) (703) 不 明

28号 竪六建物 箱円形 228× 197 (287) N 93° 一E

29号 竪穴建物

30号 竪穴建物 方 形 342X304 0 25 N 8ド ーE

31号 竪穴建物 方 形 0?1 N 79° 一E

32号 竪六建物 円 形 60× 450 0 411 N 91° 一E

33号 髪穴建物 円 形 412X350 7 82

34号 竪六建物 楕円形 341× 315 N-44° ―W

35号竪穴建物 楕円形 723× 670 32 99 N 32° ―W

36号 竪穴建物 箱円形 F47× [600] 0 37 (1465) N 36° ―E

37号竪穴建物 不整円形 (730)× (3617) N-19° 一W

38号 竪六建物 糖円形 μ 92]× [445] N 17° 一E

39号 竪穴建物 方形 ? (3ヽ)× (290) (979)

40号 塞六建物 栢円形 5 43XS 03 034 N S° ―W

41号 竪穴建物 楕円形 [460]× [410] 025 N S6° 一W
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(2)掘立柱建物

掘立柱建物は1棟のみ検出されている。本遺跡では縄文時代から平安時代、中世、近世にわたる

遺構群が検出されているが、竪穴建物が主体的に検出されている。建物遺構の構成のなかで掘立柱

建物の占める割合が極めて低いのも、本遺跡における大きな特徴の一つである。

1号掘立柱建物跡 (第 163図 )

【位 置】A8・ 9B12・ 13グ リッドに位置する。

【重 複】176号ピット。

【形 状】長方形。

【規模 (桁行m×梁間m)】 3間 (4,05m)× 1間 (北面0,9m、 南面1,15m)。

【床面積 (浦 )】 約4.1だ。

【長軸方位】N-23° 一E。

【柱穴等】柱穴は9本検出されている。平面形は円形を呈し、規模は径25～ 30cm、 深さ20～ 30cmを

測 る。各柱 穴間の柱間 寸法 (芯 々)は次 の とお りで ある。

Pit l― Pit 2=1.4m、 Pit 2-Pit 3=1,3m、 Pit 3-Pit 4=1.35m、 Pit 4-Pit 5=1.15m、 Pit

5-Pit 6=1,4m、  Pit 6-Pit 7=1.2m、  Pit 7-Pit 8=1,45m、  Pit l―一Pit 8==0.9m

【出土遺物】出土していない。

【時 期】柱穴の平面形態や規模、構造等から近世以降の所産と思われる。

(3)埋設土器

1号埋設土器 (第 163図/第 198図埋-1)

【位 置】A17B14グリッドに位置する。

【重 複】表土剥ぎ直後の遺構確認段階の早い段階で、その存在を確認していたものである。最終的

には247号ピットを掘り込んで構築していると判断した。

【掘り形形態】掘り形の平面形態は円形である。

【掘り形規模 (長軸m×短軸m)lo.46m(東西)× 0,46m(南 北推定値)

【覆土】掘り形には、5～ 10 mm大 のロームブロックを含むにぶい黄褐色粘質土が充填されている。

【出土遺物】第198図埋-1が埋設されていた土器本体である。ほぼ完形である。日縁部が緩く内彎

し、胴部がややくびれるキャリパー形の深鉢形土器である。器厚は厚く重量感があり、無文である

が、器面は内外面ともにミガキが施され丁寧に仕上げている。

【時 期】土器の器形等からみて縄文時代中期前葉藤内式期と思われる。
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1号掘立柱建物

1号埋設上器
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(4)ピ ッ ト

ここで使用している 「ピット」 とは、「小竪穴状遺構」「土坑 (土 墳)」 「ピット」を含んだ総称で

ある。発掘調査段階で遺構ナンバーを付けた数は293基分で、その後の検討によって他の遺構に付

属するものだったり、欠番となってしまった数を差し引くと、最終的には289基 のピットが検出さ

れている。

各ピットの時期は、縄文時代から平安時代、中世 。近世にわたるが、それらを詳細に区別するこ

とは難しい。分布に関しては、一見調査区全体にまんべんなく分布しているようにみえるが、いく

つかの群に分けることができる。各ピットの所属時期を度外視してみた場合、以下のとお りになる。

①A19グ リッドラインを境に北側 (調査区北側)に分布する群

②A17B12～ 15グ リッドエリア (6号溝と5号堅穴建物の間の区域)を 中心に分布する群

③A14～ 16B9～ 14グ リッドエリア (32号 。41号堅穴建物付近)を 中心に分布する群

④A8～ HB8～ 10グ リッドエリア (調査区南側真ん中あたり)を中心に分布する群

⑤A8～ 10B12～ 14グ リッドエリア (調査区南東側10号溝付近)を 中心に分布する群

⑥A20。 21B6・ 7グ リッド (旧河道右岸)を中心に分布する群

特に縄文時代のピットについては、② o③ のエリアを中心に分布する傾向にあり、A12グ リッド

ラインより南側へは降らないようである。反対に平安時代以降のピットは、② o③ のエリアにはあ

まり分布していない。

本来すべてのピットについて事実報告をするべきではあるが、 ここでは出土遺物の多いピットや

特殊な遺物がみられるピット、特徴的な形態をもつピットを取り上げ、形態的特徴や遺物の出土状

況、遺物について報告しておきたい。それら以外のピットデータについては、一覧表 (表 3)を作

成しているのでそちらをか照されたい。

1号 ピット (遺構第164図/遺物第198図 )

上記①エリアに属し、縄文時代中期前葉のピットと思われる。縄文時代中期前葉土器片の他、打

製石斧 2点、石鏃 2点等が出上している。

2号ピット (遺構第164・ 165図/遺物第198。 199図 )

上記①エリアに属し、縄文時代中期前葉のピットと思われる。格沢式期の深鉢形土器と縄文を地

文とするいわゆるゲジゲジ文を配した深鉢形土器、打製石斧 2点が出土している。

3号ピット (遺構第165図/遺物第199図 )

上記①エリアに属し、 7号堅穴建物と重複して、近世段階の焙烙底部破片と、縄文時代前期諸磯b

式上器片が出土 しているピットである。

6号ピット (遺構第166図/遺物第199図 )

上記①エリアに属し、13号竪穴建物と重複して、縄文を地文とする鉢と打製石斧 2点が出土して

いる。
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8号 ピッ ト (遺構第166図/遺物第199図 )

上記①エリアに属し、わずかに掘 り込みが残る浅いピットであるが、灰釉陶器片が出土している。

9号 ピッ ト (遺構第166図/遺物第200図 )

上記①エ リアに属し、13号竪穴建物と重複 している。縄文時代前期諸磯b式上器の細片とともに、

やや薄手のつくりの縄文時代早期～前期頃と思われる土器片が数点出土している。

10号 ピッ ト (遺構第166図/遺物第200図 )

上記①エ リアに属し、11号ピットと重複する。内耳土器片が出土している。中世以降のピットと

思われる。

12号 ピッ ト (遺構第166図/遺物第200図 )

上記①エリアに属し、 7号竪穴建物のすく
゛
南側 に位置する。黒色土器片、甲斐型皿底郡破片が出

土している。

19号 ピッ ト (遺構第 167図/遺物第200図 )

上記①エリアに属し、刻書土器片 と灰釉陶器高台部破片が出土している。平面形態は長方形を呈

し、長軸 1.47m、 短軸0,95m、 深さ24cmを 測る。ピット壁下際にはいくつかの小ピットが穿たれて

いる。

20号 ピッ ト (遺構第 168図/遺物第200・ 201図 )

上記①エ リアに属し、縄文時代前期諸磯b式土器の破片資料が、比較的まとまって出土 している。

全体を縄文のみが施されるもの、波状日縁の波頂部にボタン状突起がつく沈線文土器がみられる。

その他、石鏃の未製品も出土している。

26号 ピッ ト (遺構第168図/遺物第201図 )

上記①エリアの東側に位置している。25号ピットに切 られているため全容は不明だが、長車由1.65

m以上、短軸0.81m、 深さ18 cmを 測り、長楕円形を呈する。壁下際に小ピットが穿たれている。黒

色土器系の上師器邦片と、小型石皿が出土している。

34号 ピッ ト (遺構第169図/遺物第201図 )

上記①エリアに属し、単独で存在している。平面形態は隅丸の長方形を呈 し、断面形は箱形を呈

する。規模は長軸1,17m、 短軸0.86m、 深さ79cmを 測る。確認面から約15～ 20 cmの 下に拳大から人

頭大にいたる多量の礫が底面上約25cmの レベルまで充填されている。その上部はロームブロックが

多く混じる暗褐色砂質上、その下部はにぶい黄褐色砂質土が堆積している。

底面 レベルから中国銭貨が 6枚 と不明鉄製品が出土している。銭貨は「開元通費」「祥符通費 J

「皇宋通費」「至和元賓」「洪武通費J力 みゞ られる。こうした状況から本ピットは墓坑と思われ、銭貨

の初鋳年代から、少なくとも14世紀後半以降の所産であると思われる。。

50号 ピッ ト (遺構第170図/遺物第202図 )

上記①エ リアに属し、12号および36号堅穴建物内に位置するピットで、平出第二類A系土器片が

出土している。

51・ 52号 ピット (遺構第171図 )

上記②エ リアに属し、その南東端に位置しており、51号、52号 と並んで検出されている。51号ピ
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ットは長軸1.55m、 短軸0.82m、 深さ26 cmを 沢1り 、52号 ピットは長軸 1,49m、 短軸0,85m、 深さ30

cmを 測る。ともに長精円形に近い長方形を呈する。壁下際には12号ピット、26号ピットと同様に小

ピットが穿たれている。特に出土遺物はない。

53号 ピッ ト (遺構第171図 /遺物第202図 )

上記③エリアに属し、その西端の旧河道と尾根 との境に位置している。長軸1,24m、 短軸0.66m、

深さ23 cmを 測り、平面形態は長精円形を呈する。寛永通費 と思われる銭貨 2枚と瓦質賠烙の口縁部

破片、砥石等が出土している。近世以降の所産と思われる。

55号 ピッ ト (遺構第171図/遺物第202・ 203図 )

上記③エリアに属 し、その東端に位置している。長軸2.22m、 短軸 1,85m、 深さ26 cmを 測 り、平

面形態は精円形を呈する。縄文中期藤内式上器破片を中心に、土偶脚部破片も出土している。

73号 ピッ ト (遺構第173図 /遺物第203図 )

上記③エリアに属し、長軸2.06m、 短軸2.01m、 深さ71 cmを 測り、平面形態は不整円形を呈する。

底面は平坦で、壁は漏斗状に立ち上がる。遺物は縄文土器の細片がわずかに出上している他、覆土

下層から性格不明の炭化材が出土している。

81号ピット (遺構第174図 )

上記⑤エリアに属し、10号溝とその軸を揃えている。覆土はにぶい黄褐色粘質上の単一層である。

平面形態は長方形を呈し、断面は台形を呈してお り、底面は30cmほ どの段差がつくられている。長

車由2,09m、 短軸 1.53m、 深さは最大91 cmを 測る。壁は明瞭でしっか りとした掘り込みである。北面

と南面の壁には、底面から約50 cmの 高さの位置にピットが 2箇所ずつ掘られている。ピットは相対

する位置にある。こうした構造から本ピットは、「室J的な性格をもつものと思われる。

85号ピッ ト (遺構第175図/遺物第203図 )

上記③エリアに属 し、平面形態は長精円形を呈し、規模が長軸2.80m、 短軸1,96m、 深さ80 cmを

測るピットである。底面は平坦で、壁は漏斗状に立ち上がる。出土遺物は覆土中層から中期五領ヶ

台式期の土器片と、新道式期から藤内式期の上器片、そして打製石斧が 4点出土している。

86号ピッ ト (遺構第175図 /遺物第203図 )

上記⑤エリアに属し、81号ピットと同様に10号清の軸と揃っている。平面形態は長方形を呈し、

長軸2.01m、 短軸 1,64m、 深さ31 cmを 測る。壁下際を中心に小ピットが穿たれている。出土遺物で

はわずかに陶器片が 1点出土している。

88号 ピッ ト (遺構第175図 )

上記①エリアに属 し、平面形態は円形を呈し、長軸 1.23m、 短軸 1,22m、 深さ83cmを 浪1る 。断面

形は箱形を呈し、壁も明瞭で掘り込みはしっか りしている。出土遺物はない。

95号 ピッ ト (遺構第176図 )

上記④エリアに属する。平面形態は円形を呈し、長軸 1.55m、 短軸 1.43m、 深さ66 cmを 測る。底

面は平坦で、壁は漏斗状に立ち上がる。出土遺物はない。

135号 ピット (遺構第180図 )

上記④エリアに属する①平面形態は円形を呈し、長軸 1,20m、 短軸 1.09m、 深さ25印を測る。底
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面は多少凹凸をもつが、ほぼ平坦である。覆土は 2層 で、黒褐色砂質土とにぶい黄褐色砂質土で あ

る。北西隅において馬の下顎切歯、下顎臼歯、上顎臼歯が合わ さった状態で出土 している。他 に遺

物は出上していない。

141号 ピッ ト (遺構第 181図 )

上記④エ リアに属する。平面形態は円形を呈し、長軸 1.43m、 短軸 1.41m、 深さ67cmを 決Iる 。底

面はほぼ平坦で、壁は漏斗状に立ち上がっている。覆土は 6層 からなり、 レンズ状の堆積状態 を示

している。 1層は黒褐色土混じりのにぶい黄褐色土。 2層は ロームブロック混 じりの褐灰色土、 3

層は灰黄褐色土、 4層はロームブロックと小礫混じりの灰黄褐色上、 5層はローム粒混じりの灰黄

褐色土、最下層の 6層は、 ロームブロックを主体としたにぶ い黄褐色上で、ボロボロとした土質で

ある。

北壁隅の覆± 4層 中か ら、 135号 ピ ットと同様に切歯、下顎 臼歯、上顎臼歯が底面か ら約 17～ 20

cmの レベルか ら出土 している。切歯をピ ット内側 に向けた状態で、 レベル的にも低 くなって いる。

他に出土遺物はないが、覆土上層において人頭大の礫が出土している。

163号 ピッ ト (遺構第 184図 )

上記④エ リアに属する。平面形態は長楕円形を呈する。長軸 2.23m、 短軸 1,60m、 深さ69 cmを 測

る。底面はほぼ平坦で、壁は漏斗状 に立ち上がる。覆土は 7層 からなり、 1層はロームブ ロック混

じりの褐灰色土、 2層はロームブロック混 じりの灰黄褐色土、 3層はロームブロック混 じり (少 )

のにぶい黄褐色土、 4層は炭化物粒 と小礫混 じりのにぶい黄褐色土、 5層はロームブロックと小礫

混じりの灰黄褐色土 (ややボロボロしている)、 6層 はロームブ ロックが主体のにぶい黄褐色土、 7

層は薄 く水平堆積をみせ る灰黄褐色土で、南西方向か ら主体に流れる込むような堆積状況 を示 して

いる。

ピ ット中央か らやや南側に寄った、底面か ら約20cmの レベルか ら馬の下顎臼歯が出土している。

他に出土遺物はない。

177号 ピッ ト (遺構第 186図 )

上記⑤エリアに属する。平面形態は長方形を呈 し、長軸1.51m、 短軸 0.83m、 深 さ88 cmを 測 る。

覆土は 3層 からなり、 1層はロームブロックが主体の灰黄褐色土、 2層は同遺構をほとんど埋没 さ

せている、大型ロームブロックを多 く含む黒褐色土、 3層は 2層 よリロームブロックの混入が少な

い黒褐色土 となっている。

北壁 と南壁の壁面に径20 cⅢ程度の規模 を測るピッ トが穿たれてお り、底面から約30 cmの レベルに

北壁は同一レベルで4箇所、南壁は 1箇所穿たれている。出土は遺物はない。本ピ ットも81号ピ ッ

トと同様に 「室」的な性格をもつ施設と思われる。

180号 ピッ ト (遺構第 186図/遺物第205図 )

上記①エ リアに属 し、 12号竪穴建物と重複 している。平面形態は円形を呈し、長軸0,81m、 短軸

0.77m、 深さ41cmを 測る。覆土は 3層か らな り、いずれもロームブロック混 じりの褐色砂質土と黄

褐色砂質土である。 1層 中から主に縄文中期前葉土器片と無茎石鏃が出土している。

189号 ピッ ト (遺構第 187図/遺物第205図 )
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上記①エリアに属する。 平面形態は楕 円形を呈 し、長軸 1.1lm、 短軸0.84m、 深 さ28cmを 決1る 。

覆土は 3層 からなり、ロームブロックと炭化物粒を含む暗褐色砂質土 と褐色砂質土である。 1層 と

2層 中から縄文時代中期前葉土器片と無茎石鏃、石棒片 ?が 出土している。

198号 ピッ ト (遺構第188図 /遺物第205図 )

上記①エリアに属する。平面形態は楕 円形 を呈 し、長軸1,35m、 短軸1.01m、 深 さ49cmを測る。

覆土は 3層か らな り、ロームブロックと炭化物泣 を含む褐色砂質土 とにぶい黄褐色粘 質土である。

覆土上層を中心 に縄文時代中期前葉土器片が、やや まとまって出土している。

213号 ピッ ト (遺構第189図/遺物第205図 )

上記③エリアに属する。平面形態は楕 円形を呈 し、長軸0.92m、 短軸0.83m、 深 さ17cmを測 る。

底面はほぼ平坦である。覆土は基本的に炭化物粒 とローム粒が混じる黒褐色上の 1層 である。ピッ

トほぼ中央の、底面上 2～ 10cmの レベルか ら、縄文時代中期前葉の浅鉢形土器が正位 の状態で出土

している。

216号 ピッ ト (遺構第190図/遺物第206図 )

上記②エ リアに属する。平面形態は楕 円形を呈 し、長軸推定 1.55m、 短軸 1.14m、 深さ56cmを 測

る。底面はほぼ平坦で、壁は西壁はほぼ垂直に立ち上がるが、北壁か ら東壁にかけては狭いテラス

を形成して立ち上がる。

覆土は 5層 からなり、 1層 はローム粒 と炭化物粒を含む黒褐色上、 2層はロームブ ロックと小礫

を含む褐灰色土、 3層は褐灰色粘土ブロックとロームブロックを含む黒褐色土、 4層は ロームブロ

ックの混入がみ られない黒褐色土、 5層はローム粒 を含むにぶい黄褐色土 となって いる。覆土上層

および下層から縄文時代中期前葉土器片が出土 している。

218号 ピッ ト (遺構第190図/遺物第206図 )

上記②エ リアに属する。平面形態は楕 円形を呈 し、長軸推定 1.66m、 短軸 1.33m、 深さ52cmを 測

る。底面はほぼ平坦で、壁は南壁はほぼ垂直に立ち上がるが、その他の壁は狭 いテ ラス を形成して

立ち上がる。

覆土は 5層 からなり、 1層 はローム粒 と炭化物粒を含む灰黄掲色土、 2層は褐灰色粘土ブ ロック

と炭化物粒 を含む黒褐色上、 3層は褐灰色土混じりの黒褐色土、 4層 はロームブロックと褐灰色粘

土ブロックを含む褐色灰色土、 5層はロームブロックと小礫 を含む褐灰色土となっている。覆上の

1層～ 3層 から縄文時代中期前葉 を中心とする土器片が出土 している。 また東壁寄 りの覆土上層に

は人頭大よ リー回り大きい礫がみ られる。

247号 ピッ ト (遺構第192図/遺物第206図 )

上記②エ リアに属する。平面形態は不整精 円形を呈 し、長軸 1.49m、 短軸 1.35m、 深さ34cmを 測

る。本ピッ ト北側部分を中心に縄文時代中期前葉を中心 とする土器片が、ややまとまって出土 して

いる。

255号 ピッ ト (遺構第193図/遺物第206・ 207図 )

上記②エリアに属する。平面形態は楕円形を呈 し、長軸1.31m、 短軸1.08m、 深さ20cmを 決1る 。

覆土は基本的に 3層 で、ロームブロックや炭化物粒を含む褐色砂質土と、にぶい黄褐色砂質土、に
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ぶい黄褐色粘質土である。

本ピッ トの中央部分の覆土上層か ら下層にかけて、縄文時代中期前葉を中心 とする土器 と、完形

の打製石斧が出土している。

257号 ピッ ト (遺構第 194図 /遺物第207図 )

上記②エ リアに属する。平面形態は楕 円形 を呈 し、長軸推定 3.63m、 短軸推定3.27m、 深さ 51 cⅢ

を決1り 、断面形態は皿】犬を呈する。規模か らすれば、竪穴建物あるいは竪穴状遺構 としてもおか し

くはない。覆土は基本的に 4層 で、 ロームブロック と炭化物粒を含む暗褐色砂質土、灰黄褐色粘質

土、黄褐色粘質土である。

本ピッ ト中央付近の、底面か ら約 15cmの レベルで、別個体の浅鉢形土器片 (縄文時代中期前葉)

が出土 してお り、他 には覆土上層を中心として 中期 前葉土器片や打製石斧片、凹石等が出土してい

る。

262号 ピッ ト (遺構第195図 /遺物第207・ 208図 )

上記②エリアに属する。平面形態は不整 円形を呈し、長軸 2.27m、 短軸 2.23m、 深さ45 cmを 狽1る 。

ピット内にはさ らに一辺1.05m、 深さ約 5 cmを測 る方形の掘 り形があり、その東辺に接す るように

扁平な操が立石状に検出されている。 またピッ トの四隅には径70 cm、 深さ10硼程度を預1る 柱穴状の

ピッ トがみ られ る。

/TR土 は 5層 からなり、ロームブロックや炭化物粒を含む、 1層は暗褐色粘質土、 2層は灰黄褐色

粘質土、 3層は褐色粘質土、 4層 は灰黄掲色粘質土、 5層 はにぶい黄褐色粘質土である。遺物はピ

ット内の方形の掘 り形内を中心 に出土 している。縄文時代 中期前葉の上器片の他、打製石斧、凹石、

無≧石鏃がみられ、打製石斧を模したと思われる小型 の石製品も出土している。

288号 ピッ ト (遺構第197図/遺物第209図 )

上記⑥エリアに属する。平面形態は精 円形を呈 し、長軸1.41m、 短軸 1.21m、 深 さ53 cmを測る。

覆土は 5層 か らなり、 1層はロームブロックと炭化物を含む褐色粘質土、 2層は暗褐色粘質土、 3

層は褐灰色粘質土、 4層は黒褐色粘質土、 5層はにぶ い黄褐色粘質土である。遺物は主に 1層・ 2

層 。4層中から出土 してお り、縄文時代前期後半土器片や中期前葉土器片、打製石斧、砥石状石器

等が出土している。             .

289号 ピッ ト (遺構第197図/遺物第210図 )

上記⑥エリアに属する。平面形態は円形 を呈し、長軸 1.49m、 短軸推定 1.40m、 深さ48cmを測る。

覆土は 3層 からなり、 1層はロームブロックと炭化物を含む褐色粘質土、 2層は暗褐色粘質土、 3

層はにぶい黄褐色粘質上である。遺物は覆± 2層 中か ら主に出土している。拳大の礫が集積 した状

態で出土している他、それ らに混 じり縄文時代中期前葉土器片 と凹石等が出土している。

293号 ピッ ト (遺構第197図/遺物第210図 )

上記①エリアに属する。平面形態は精 円形を呈 し、長軸 1.09m、 短軸 0,78m、 深 さ30 cmを沢1り 、

断面形は皿状を呈する。底面上約 15 cmの レベルから縄文時代中期前葉の土器が出土 している。
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表3-(1)ピ ットー覧表
※数値 における ( )=現 存値 /[ ]=推 定値を示す

ピット名 位置 (Gr O) 霞   複 形   状 長 軸 m 深 さ 膚 出土遺物/傭  着

1号 ピッ ト 2ビ ッ ト 3 12竪 不整棺円形 p 整文中期■器片 打製石斧、石鏃等

2号 ピッ ト 1 160 152ビ ッ ト 12竪 積円形 [2 深鉢形上器、打製石斧等

3弓 ピッ ト 7竪 精円形 電文前期土器岩 瓦質焙矯片

4号 ピット 21B 14(13竪内 ) Sピ ット、 19竪 不整積円形 石 鏃

5号 ピッ ト (13竪 内 ) 4ピ ット 13霊 精円形 縄文中期土器片、打製石斧

6号 ピッ ト 13竪 精円形 136 縄烹中期土器片、小形鉢形土器 打製百斧等

7号 ピッ ト 13竪 棺円形 縄文中期土器片

8号 ピット 不整円形 (078) 天粕1陶器片

9号 ピット 13竪 不整相円形 (197) 魅文早 前 中期土器片

10号 ピッ ト 1ピ ット 不整栢円形 勺耳土器片

H号 ピット Oピ ット 輌円形 [097] (059) 電文中期土器片

12号 ピッ ト 柏円形 土師器片

13号 ピッ ト 3竪 棺円形

11号 ピ ット 円 形 電文中期上器片

tS号 ピッ ト 16ピ ット 13竪 不整精円形 毘文中期土器片

16号 ピット 15ピ ット、13竪 構円形 (1 050 電文中期土器片

17号 ピッ ト 精日形 壁文中期土器片

18号 ピッ ト 円 形 電文前 中期土器片

19号 ピット 長方形 土師器片 (刻 書土器片有)、 灰踊
'陶

器片

'0号
ピッ ト 1ピ ット 円 形 020 電文前期上器片、石鏃未製品

21号 ピッ ト 20ピ ット 不整精円形 [074] 電文中期上器片

22号 ピ ット 相円形

23号 ビッ ト 11竪内 a竪 棺円形

24号 ピッ ト 糖円形 184 壁文土器片、麻石 須恵器片

25号 ビット 6ピ ッ | 結円形

26号 ビ ット A21 22B16 6ピ ット 長HIE円 形 (165) 上師器片、小型石皿

27号 ピット A19B14(8竪 内) 精円形

28号 ピッ ト 9 80ピ ット 精円形 [096] 電文中期土器片、石鏃

29号 ビット 8 30ピ ット (082) 廷文中期上器片

30号 ピッ ト 8 29ピ ット (082) 029

31号 ピ ット 1溝 栢円形 079

32号 ピッ ト 1満 円 形 丁製石斧

38号 ビッ ト 円 形

34号 ビッ ト 長方形 褒貨 (中 国銭) 不明鉄製品

35号 ピッ ト 円 形 亀文前期土器片

36号 ピッ ト 円 形

37号 ビッ ト 円 形

38号 ピッ ト 楕円形

39号 ピッ ト (12竪 内) 12竪、11 49ピ ッ ト 不整柄円形

10号 ピット A22B (12竪 内) 12竪  41ピ ッ ト 精円形 ? [1 (09?) 0 08 亀文土器片

41号 ピッ ト (12竪 内 ) 2竪 39 10 42 43ピ ッ ト 補円形 ? (051) 電文土器片

12号 ピッ ト (12竪 内 ) 2竪、11ピ ッ ト 不整円形 電文土器片

48号 ピッ ト (12竪 内) 2竪、41ピ ット 楠円形 070

44号 ピッ ト (12竪 内) 0ピ ット 脂円形 ? (042) 12竪の柱六 と認定

45弓 ピット 12(12竪内 ) 12竪、46 48ピ ッ ト 脩円形 120 縄文土器片

46号 ピ ット (12竪内 ) 12竪  15ピ ット 楠円形 ? (001) (039) 縄文中期土器片、打製石斧

47号 ピッ ト (12竪 内) 12竪、48ピ ット 精円形 ? (075) 暁成粘土塊

48号 ピッ ト 12(12竪内 ) 12竪 45ピ ッ ト 円形

19号 ピッ ト (12竪 内 ) 12竪 円 形

60号 ピッ ト (12竪 内) 12竪 16ビ ッ ト 不整円形 電文中期土器片 (平 出三類 A系土器含む)

SI号 ピッ ト A16B16 長方形 026 形態的に19ピ ット 26ピ ットと類似

52号 ビッ ト 長方形 030

53号 ピッ ト 7 66 78ピ ット 長楯円形 亀文中期上器片、内耳土器片、ほ石片 銭貨

54号 ピット 円 形

SS号 ピット 結円形 毘文中期土器片、土偶片、剥片石器

56号 ピット 楕円形

5?号 ピッ ト 長精円形

58号 ピット 円 形

59号 ピッ ト 精円形

60号 ピッ ト 橋日形

61号 ピット 精円形

62号 ピット 不整円形 [O TS] 056

63号 ピッ ト A16B9 10 精円形 [176] [136] 電文中期土器片  石鏃

64号 ピッ ト 不整円形 0 8S

S5号 ピット 桁円形 0イ O [053]

66号 ピッ ト 栢円形 088 033 丁製石斧片

67号 ピッ ト 脂円形 (O SS)

68号 ピット 権円形

69号 ピッ ト 方形 [058]

70号 ピッ ト AHBH 12(21竪 内 ) 21 29竪 不整楕円形

71号 ピット 80ピ ット 長構円形 廷文中期土器片

72号 ピット AOBll(23竪 内) 23竪 内 方 形 3竪 に伴 うピッ トと認定

73号 ピッ ト 不整円形 を文中期土器片、炭化材

74号 ピッ ト 3整、64 74ピ ッ ト 長方形

75号 ピット 6ピ ット 楕円形

76号 ビッ ト 稿円形 ? (O Gl)
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表3-(2)ピ ッ トー覧表
※数値における ( )=現存値/[ ]=推 定値を示す

ピット名 位置 (Grid) 重  複 形  状 長 軸  m 短 軸
案 さ fr 出■遣物/備  考

脅号 ピッ ト 鳴竪、63 64 74ピ ッ ト 精 円形

「8号 ピット ,3 57・ 66.67ピ ット 結 円 形 (118)

79号 ピッ ト 結 円形

80弓 ピット 71ピ ット 方 形 [085]

81号 ピッ ト A8B13 1 方形 53 091 「室 J 的構造

82号 ピッ ト AS 9813 方 形 00

83号 ピッ ト 261ピ ット 糖 円形 電文中期土器片

84号 ピッ ト 266ピ ット 糖 円形

86号 ピッ ト A16Bll 12 長相円形 96 電文中期土器片、打製石斧

86号 ピッ ト 長方形 何器片

87号 ピット 不罐楕 円形

88号 ピッ ト 円 形

89号 ピッ ト 欠 番

90号 ピッ ト 円 形

91号 ピッ ト 方形

92号 ピッ ト A21BI 糖 円形 (070) 0 77

93弓 ピッ ト 欠番

94弓 ピット 溝 糖 円形 (0 91) 電文中期上器片

95号 ピッ ト 糖 円形

96号 ピッ ト 長情円形 078

97号 ピッ ト 円 形

98号 ピット 円 形 1 34 1 30

99号 ピッ ト 円 形

100号 ピッ ト A2589 脩円形 (104) (086)

101号 ピッ ト 円 形

102号 ピッ ト 情円形 [085] 土師器片 (墨痕有 り)

103号 ピッ ト A24B12 0竪  101ピ ット 円 形 072

104号 ピッ ト 03ピ ット 円 形 [097] 耳ヽ土器片

tOS号 ピッ ト 9竪、106ピ ット 長方形 90

106号 ピッ ト 9竪  105ピ ット 円 形 08

107号 ピッ ト 長植円形

108号 ピッ ト 楠 円形

109号 ピッ ト 円 形

110号 ピッ ト 円 形

lH号ピッ ト 惰円形

‖2号 ピット 円 形

113号 ピッ ト 精円形

114号 ピット 円 形

115号 ピッ ト 円 形

116号 ピッ ト 楕円形

117号 ピッ ト 円 形

118号 ピット 糖円形

119号 ビッ ト 円 形

120号 ピッ ト 円 形

121号 ピッ ト 円 形

122号 ピッ ト A1381 糖円形

123号 ピッ ト 円 形 0 43

124号 ピッ ト A19BH 円 形

12S号 ピッ ト 円 形

126号 ピッ ト 1風例木 不整円形 (073)

127号 ピッ ト 10竪 円 形

128号 ピッ ト A25812(10竪 内 ) 0竪 円 形

129号 ピッ ト 円 形

130号 ピッ ト A23B13 70ピ ット 円 形 亀文■器片

131号 ピッ ト 相円形

132号 ピッ ト A10BIO 精円形

133号 ピッ ト 円 形

134号 ピッ ト Fl形 30

135号 ピッ ト 糖円形 尋歯

136号 ピッ ト A10B9 円 形 19

137号 ピッ ト A1089 円 形 29 0 36

138号 ピッ ト A10B9 円 形 34 亀文土器片

139号 ピッ ト 110ピ ット 円 形 10 髯文中期土器片、打製石斧

140号 ピッ ト A1089 130ピ ット 円 形 70 50

141号 ピッ ト 円形 尋歯

142号 ピッ ト 楕 円形 打製石斧片

143号 ピッ ト 1ヽ2Bll 12 円 形

144号 ピッ ト 箱 円形

145号 ピッ ト 長方形

H6号ピット 不整箱 円形

147号 ピッ ト 148ピ ット 円 形

148号 ビッ ト 147ピ ット 円 形

149号 ピッ ト 円 形 亀文中期土器片

ISO号 ピッ ト 2 151 152ビ ット 精 円形 亀文中期土器片、土製円板、打製石斧

151号 ピット 150ピ ット 精 円形

152号 ピッ ト 150ピ 捕円形
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表3-(3)ピ ッ トー覧表
※数値における ( )=現 存値/[ ]=推 定値を示す

ビット名 位置 (G「 ,」 ) 重   複 形   状 長 や由 m 深  さ n 出土遺物/備  考

153号 ピッ ト 円 形

lSI号 ピッ ト 精円形

155号 ピッ ト 長方形

166号 ピッ ト 不整円形 灰釉陶器片

1石 7号 ピット 9ヽ89 円 形

158号 ビット 72ピ ット 不整円形 縄文土器片 凹石

IS9号 ピッ ト 捕円形 百鏃

160号 ビッ ト 精円形

Iる 1号 ピット 精円形 042

IS2号 ピッ ト 長箱 円形

163号 ピッ ト 長精円形 3歯

164号 ピット 165ビ ット 績円形 (101) 電文前期土器片

165号 ピッ ト 161ピ ット 長方形

16S号 ピット 長糖円形

167号 ピッ ト 168ピ ット 長精円形 電文上器片

16B号 ピッ ト 167ピ ット 相円形

169号 ピッ ト 積円形 079 02'

170号 ピット 130ピ ット 長精円形 IIL文 前期土器片

171号 ピッ ト A9 10BO 10 円形 電文 中期土器片、灰糸I陶 器片

172号 ビット 58ビ ット 精円形 012

173号 ピッ ト 不整円形 1 33

,74号 ピッ ト 不整円形

176号 ピッ ト 箱円形 (069)

176号 ピ ッ ト 本整円形 1 08

177号 ピ ット 長方形 「室」的構造

178号 ピッ ト A24B11 12 楕円形

179号 ピッ ト 摘円形 牲文中期土器片

180号 ピッ ト 12竪 廷文中期土器片、石鏃

181号 ピッ ト 摘円形

182号 ピッ ト 183ピ ット 円 形 098 [09翻

IS3号 ピッ ト 楕円形 [131] t00

181号 ピッ ト A20B13 14 不整精円形

185号 ピッ ト A20B14 不整円形 00ワ

186号 ピッ ト 精円形 〔082] [064]

187号 ピッ ト 楕円形

188号 ピッ ト 輌円形

189号 ピッ ト 2ヽ2 23B16 積円形 電文中期土器片、石鏃、石棒

100号 ピッ ト 円 形

191号 ピッ ト 円 形 029

192号 ピッ ト 円 形

193号 ピッ ト 摘円形

194号 ピッ ト A2189(37竪 内) 7竪 円 形 077

195号 ピッ ト 18竪 3号風倒木 と認定

19S号 ピット A214B13(10竪 内) .0竪、11溝 円形 0 97

197号 ピッ ト 円 形 00

198号 ピッ ト 1溝 糟円形 健文中期土器片

199号 ピット A20BIS(11竪 内) H竪 糖円形

200号 ピット 不整積円形

201号 ピッ ト 棺円形 凹 石

202号 ピッ ト A17B13 糖円形 072 健支 中期土器片

203号 ピッ ト A16B19 結円形

204号 ピット A17B12 円 形

20S号 ピッ ト 円 形 031

206号 ピッ ト 糖円形 042

207号 ビット 栢円形 065

208号 ピット 楕円形

20,号 ピット 精円形

210号 ピット 楕円形 027

2H号 ピッ ト 円 形 電文中期土器片

212号 ピット 13 26Sピ ット 長方形 亀文中期土器片

213号 ピッ ト A15B12 12 265ピ ット 楕円形 092 電文中期浅鉢形土器

214号 ピット A16B12 糖円形

215号 ピッ ト 楕円形 026 電文土器片

216号 ピッ ト |,7 247ビ ット 精円形 [I S5〕 056 電文中幻土器片

2W号 ピット 118ピ ット 縮円形 037

218号 ピット 117・ 229ピ ット 精円形 電文中期土器片

219号 ピット 精円形 19 0 63

220号 ピ ット オ19 221・ 246ピ ット 長方形 [I07]

221号 ピッ ト !20 24Sビ ット 糖円形 [000〕 [070]

222号 ピッ ト 不整栢円形

228号 ピット 0 44

224号 ピット 円形 0 68

225号 ピッ ト 1ゝ7B13 26?ピ ット 円 形 041

226号 ピット 緒円形 鼈文 中期土器片

227号 ビッ ト 1ヽ8B12 228ピ ット 楕円形 052

228号 ビッ ト 227ピ ット 摘円形 [093]
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表 3‐ (4)ピ ッ トー覧表
※数値における ( )=現 存値/[ ]=推 定値を示す

ピット名 位置 (Gri」 ) 重  複 形   状 長 輸  m 短  徽
深 さ m 出■遣物/備  考

229号 ピ ント 118ピ ット 打製石斧

230号 ピッ ト 円 形

,31号 ピッ ト 相円形 083 020

232号 ピッ ト 精円形 [069〕 034 021

233号 ピット 円 形

234号 ピッ ト 楠円形

236号 ピッ ト 1漕 栢円形

236号 ピ ッ ト 楕円形

237号 ピッ ト 1 酒 円形 0 46 0 23

238号 ピッ ト 円 形

239号 ピッ ト 楕円形

210号 ピッ ト 精円形

241号 ピッ ト 摘円形

242号 ビッ ト 3 緒 円形

243号 ビット 1溝 精円形

2“号ピット 方 形

245号 ピ ット 円形 0 33

246号 ピッ ト 20 221 257ピ ット 長方形 t089] 電文前期土器片

247号 ピッ ト 16 257ピ ット 不整精円形 電文中期土器片 打製石斧

243号 ピッ ト ■0ビ ット、9漕 楕円形

219号 ピ ッ ト 48ピ ット 9湾 楕円形 電文中期上器片

260号 ピット 溝 栢円形

251号 ピッ ト 253 251ピ ット 楕円形 電文中期土器片

252号 ピット ピット 円形 石鏃

253号 ピッ ト 254ピ ット 精円形 霊文中期土器片

254号 ピット 253ピ ット 精円形

266号 ピッ ト 156 263・ 284ピ ット 糟円形 電文前期 中期上器片、打製石斧

25S号 ピッ ト ISS 284ピ ット 糖円形 ? 0 ) 電文中期土器片

261号 ビッ ト 125 246 217 261ピ ッ ト、2溝 楠円形 [3 1 電文中期浅鉢形土器、打製石斧、凹石

258号 ピッ ト 相円形 21 0 電文中期土器片

259号 ビッ ト 溝 円 形

260号 ピッ ト 82ピ ット 不整円形 魅文中期土器片、灰釉陶器片

261号 ピッ ト 8ピ ット 糟円形 025 鼈文土器片、小形鍔付土器片

262号 ピッ ト A17 18B H 163 264ピ ット、2溝 不整円形 電文中期土器片、打製石斧 小形打製石斧、石鏃、凹石

263号 ピッ ト 162 255ビ ット、2酒 権円形 ? 鼈文前期土器片

261号 ピッ ト 157'262ピ ット、2漕 長楕円形 駐文中期土器片、打製石斧

265号 ピッ ト 112 213ピ ット 積円形 tl 10〕 鼈文中期土器片

266号 ピッ ト 堕ピット 楠円形

267号 ピッ ト 68ピ ット 権円形

268号 ピッ ト 167ピ ット 箱円形

260号 ピッ ト 子溝 構Π形

270号 ピッ ト 情円形

271号 ピット 鼈文後期土器片

272号 ピット 73ピ ット 楕円形

2?3号 ピット 172 271ピ ット 積円形 電文中期土器片、打製石斧片

274号 ピット 円形 [087]

275号 ピット れ竪 橋円形

276号 ピット 糟円形

277号 ピッ ト 結円形 魅文中期土器片

278号 ピッ ト 糖円形 電文中期士器片

2イ 9号 ピッ ト
糖円形

精円形 (063)

280号 ピッ ト 18 181ピ ット 方 形 69 電文中期土器片

2SI号 ピッ ト 80 282ピ ット 長方形

282号 ビッ ト 160 281ビ ット 楯円形 亀文中期土器片、打製石斧、剥片石器

283号 ピット 柘円形

284号 ピッ ト 糖円形 亀文前 ,中 期土器片

285号 ピット 円形 駐文中期土器片

286号 ピッ ト 楕円形

ワ87号 ピット 円 形 0 38

288号 ピッ ト 89ピ ット 緒円形 鼈文前 .中 期土器片 打製石斧、ほ石

289号 ピット 円形 電文中期土器片、凹石

290号 ピッ ト 189 291ピ ット 楕日形 [071]

291号 ピッ ト 90ピ ット 精円形

292号 ピッ ト 円形

203号 ピッ ト A22B13 精円形 甦文中期上器片

-193-
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(5)溝

本遺跡で確認されている溝跡は、 中世および近世以降に帰属す るものが大半 といえる。その性格

も、一部道状遺構としても捉え られ る溝もあるが、その大半は畑等 の地境溝や根切 り溝等 といえる。

出土遺物も縄文時代か ら近世のものが混在しており、その量も少ない。

1号溝 (遺構第211図/遺物第218図 )

南北に走る溝で、A18～ 21B14グ リッドの範囲で検出されてお り、北側でやや湾曲している。 8

号竪穴建物の上部を切 り込んで、総延長約 11.5m、 最大幅約0.6m、 深 さ0.2mを測 る。図示できた

遺物は 1点 のみで、甲斐型甕の 口縁部破片である。

2号溝 (遺構第211図/遺物第218図 )

東西に走る溝で、A17～ 18Bll～ 14グ リッ ドの範囲で検 出されている。総延長約 19m、 最大幅

0,75m、 深さ0.2mを 測る。溝中央部付近でやや遺物の集中がみられる。図示 した遺物は、黒色土器

杯と甲斐型甕、灰釉陶器片である。

3号溝 (遺構第211図 )

南北に走 る溝で、A18～ 19B13グ リッドの範囲で検出されてお り、 4号 溝と併走 している。総延

長約5,Om、 最大幅0,35m、 深さ0.12mを 測る。図示できた遺物はない。

4号溝 (遺構第211図 )

南北に走る溝で、A18～ 21B12・ 13グ リッ ドの範囲で検 出されてお り、 3号溝 と併走している。

総延長約17m、 最大幅0,6m、 深さ0.lmを 測る。図示できた遺物はない。

5号溝 (遺構第212図 )

東西に走る溝で、A14～ 16B10～ 16グ リッドの範囲で検出されてお り、蛇行 している。総延長約

33m、 最大幅約0,45m、 深さ0.17mを 測る。溝中央付近あたりで、遺物が散在しているが、図示で

きた遺物は少ない。

6号溝 (遺構第212図 )

東西に走 る溝で、A16・ 17B10～ 16グ リッドの範囲で検出されてお り、 5号溝と併走するが、直

線的である。総延長約33m、 最大幅約0.8m、 深さ0.2mを測 る。遺物の出土は、ほとん どみ られな

い 。

7号溝 (遺構第213図/遺物第218図 )

東西に斜めに走る溝で、A12～ 16B9～ 15グ リッドの範囲で検出されており、やや蛇行している。

総延長約35m、 最大幅約 2.Om、 深さ最大約0,4mを 狽1る。遺物はほぼ全体 にわたってみ られるが、

22号竪穴建物等、遺構が密集す る溝 中央部付近は、本清が多 くの遺構 を切 り込んで構築されている

ため、遺物の巻き上げ に伴 う集 中傾向がみられる。縄文時代前期後半か ら中期前葉にかけての土器

片や石器がみられる。

8号清 (遺構第213図 )

東西に走る溝で、A15。 16B9～ 11グ リッ ドの検出されてお り、途 中、 7号清 に連結 している。

総延長約8,Om、 幅最大 1,lm、 深さ約0,05mを 測る。図示できた出土遺物はない。
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9号溝 (遺構第213図 )

南北に走 る溝で、A16・ 17Bllグ リッドの範囲で検出されている。 5号溝に切られている。総延

長約 5.9m、 幅0,2m、 深さ0.05mを 測る。図示できた出土遺物はない。

10号溝 (遺構第214図 )

東西および南北に走る溝で、A7～ 12B13～ 15グ リッドの範囲で L字状に検出されている。現地

表面の畑の地境 とほぼ一致 している。南北延長約22m、 東西現長10.5m、 最大幅約 1.8m、 深さ最大

07mを 測る。覆土は暗褐色砂質土 を主体としている。遺物は散在する程度で、図示できた出土遺物

イまない。

11・ 12号溝 (遺構第215図/遺物第218・ 219図 )

東西および南北に走る溝で、A24～ 26 Bll～ 16グ リッドの範囲で検出されているが、東側 の調査

区外へはまだ続 いている。平安時代 に帰属する30号竪穴建物および縄文時代 に帰属する35号 ,40号

竪穴建物等を切 り込んで構築されている。またH号溝が12号清を切って構築されている。H号溝 は

総延長約 28m、 最大幅 1.55m、 深さ0,35mを 測る。 12号溝 は現長約 9,3m、 最大幅約 1,2m、 深さ0.4

mを 測る。

H号溝の覆土は砂混 じりで、酸化鉄の集積が顕著である。断面観察 によって最低 2時期にわたる

流水の痕跡がみられる。拳大から人頭大の礫の混入 も顕著である。12号溝 も同様に酸化鉄の集積が

顕著で、流水の痕跡がみられる。しか し11号溝の底面では、所々で硬化面がみ られ、 当初は道 とし

ても使用されていた可能性もある。

出土遺物は、縄文時代と平安時代の竪穴建物を切 り込んで構築しているため、同時代の遺物が多

い。 しか し中世以降 と思われる手づくね土器片や常滑製陶器片、石製の長方硯も出上している。

13号清 (遺構第213図 )

東西に走 る溝で、A14B12グ リッド内で検出されてお り、ごくわずかな範囲の検出である。 38号

竪穴建物を切り込んで構築 されている。現長3,4m、 最大幅 0,3m、 深 さ0.08mを測 り、出土遺物は

ない。

14号清 (遺構第216図/遺物第220図 )

東西に走 る溝で、A13B8・ 9グ リッドの範囲で検 出されている。総延長8.9m、 最大幅0,9m、 深

さ0,12mを 測る。遺物は少な く、鎌状の鉄製品等がわずかに出土している。

15号溝 (遺構第 216図 /遺物第 220図 )

東西に走 る溝で、A12・ 13B8。 12グ リッ ドの範囲で検出されている。羽長約18.5m、 最大幅

0.95m、 深 さ0,15mを測 る。遺物は散在する程度で、図示できた遺物は黒色土器の高台部と打製石

斧程度である。

16号清 (遺構第216図/遺物第220図 )

東西に走 る溝で、A12・ 13B9。 13グ リッ ドの範囲で検出されている。現長約19,5m、 最大幅

0.55m、 深 さ0,45mを測 る。覆土はロームブロックを比較的多 く含む黒褐色砂質土が主体である。

出七遺物は非常 に少ない。図示 したのは縄文時代 中期前葉の深鉢形土器の底部破片である。
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17号溝 (遺構第217図/遺物第220図 )

南北に走る溝で、A21～ 25B8～ 10グ リッドの範囲で検出され、現地表面の地境とほぼ一致 して

検 出されている。南側は旧河道で途切れているが、北側は調査 区外 に続いている。縄文時代に帰属

する37号竪穴建物 を切 り込んで構築 されている。現長約20.5m、 最大幅2,7mm、 深さ0.3mを 測る。

覆土は褐色砂質土が主体で、礫 の混入も多く、流水の痕跡 も認められる。遺物は検出域全体にわ

たつて分布してお り、縄文時代から近世にわたる土器や陶磁器類が多 く出土している。 37号竪穴建

物に伴うと思われる土器類や石器類も多い。

18号溝 (遺構第217図/遺物第220図 )

東西に走 る溝で、A8B12・ 13グ リッドの範囲で検出されて いる。西狽1は 10号溝 と連結し、 19号

溝 とも重複 している。現長約4.6m、 最大幅 1.2m、 深さ0,25mを測 る。覆土は褐灰色砂質土が主体

である。出土遺物は少な く、図示できた遺物 も少ない。

19号溝 (遺構第217図/遺物第220図 )

南北に走る溝で、A8B12グ リッ ド内で検出されている。溝 というよ りは溝状としたほうが いい

か もしれない。 186号 ピッ トおよび 18号溝と重複 してお り、 186号 ピッ トを切り込んで構築 されて

いる。現長約 1,3m、 最大幅 0.9m、 深 さ0,25mを測 る。覆土は 18号 溝と同様 に、褐灰色砂質土を主

体としている。出土遺物は非常 に少な く、性格不明の棒状鉄製品が 1点出土 しているのみ。

20号溝 (遺構第217図 )

東西に走る溝で、A8B10・ 11グ リッ ドの範囲で検出されて いる。西側は若干調査区外 にかかる

ものの、ほぼ完結するようである。本溝 も溝状としたほうが いいかもしれない。現長約3.6m、 最大

幅0.6m、 深さ0,lmを狽1る。覆土は黒褐色砂質土を主体として いる。出土遺物はない。
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(6)旧 河 道 (遺構第221・ 222図 /遺物第 223～225図 )

旧河道は、縄文時代および平安時代の遺構群が展開す る低尾根 に展開す る、埋没旧河道域内にお

いて検出されている。 旧河道は幅約 5～ 15mを 測り、流路 を幾筋にも変えながら北か ら南へ流下 し

ている。北側では 5本程度の流路、南側では 8本程度の流路の存在が確認できる。

かなりの水量と水流があつた と思われ、砂礫の堆積状態か ら 2～ 3回程度、大規模な洪水に見ま

われたと思われる。北側の流路内には彩 しい数の巨礫がみ られ、河床の浸食 も進んでいる。河床や

河岸には、ポ ット・ホール状のピッ トや掘れ溝が確認でき、水流による浸食の凄 まじさをうかがう

ことができる。

流路北側の左岸 に、喫 によって足場が組 まれた水場遺構と思われる箇所 を確認している。周辺の

散乱する礫と区別す ることが難 しいが、扁平な礫 を中心に足場状 に組んでいる。事実調査中で も、

夏場の乾燥 しやすい時期 に遺跡内に散水す るために、旧河道内に溜まっていた水を利用 したが、そ

の水の汲み上げの際には非常 に便利であった。なお水場遺構の構築年代 については、同遺構 に伴 う

ような出土遺物がなく、不明である。

遺物は旧河道域全域でみ られ る。彩 しい量の上器類、陶磁器類、石器類等が出土 している。 旧河

道 という性格上、本遺跡 に伴う遺物の他、上流域か ら流下して きた遺物も多 く含 まれることか ら、

トータルステー ションによる遺物の取 り上げは行わず、グ リッ ド単位で取り上げていった。ただし

河岸や河床に接するような出土状態を示す ものについては、 トータルステーションによって取 り上

げた。

旧河道埋没土中の出土遭物の時期は、縄文時代か ら平安時代末 まで とほぼ限定され、平安時代末

以降の遺物は認められない。 こうしたことか ら本旧河道は、少なくとも平安時代末まで流 下してい

たと判断できる。土器類や石器類は摩滅が著しい。

1～ 10は縄文時代前期後半を中心 とする土器群で、11～ 31は縄文時代中期前菓および中葉、後期

を中心とする土器群で、 31は耳栓である。32は弥生時代後期の櫛描波状文を施す甕口縁部破片であ

る。33～54は 平安時代 を中心とする土器群である。55～ 58は埋没 旧河道域の上層部出土の中世・

近世以降の土器群で、内耳土器および瓦質焙烙である。59。 60も 上層部出上の性格不明の鉄製品で

ある。60～ 86は縄文時代 の石器群である。
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(7)そ の他 の遺 構

その他 の遺構としては、風倒木痕がある。当初は土墳等のピッ トと想定 し調査を進めていったも

のの、土層の堆積状態やプランのあ り方等か ら風倒木痕と判断 したものである。時期についてはか

な り新 しい段階のものがほとんどだと思われる。特 に遺構としては捉えていないが、 ここで報告 し

てお く。

1号風倒木痕 (遺構第226図 /遺物第228図 )

A13B12・ 13グ リッ ド内で検 出されている。 126号ピッ トを切り込んでいる。平面形態は不整楕

円形を呈し、断面形は浅いす り鉢状を呈す る。長軸3.58m、 短軸2.98、 深 さ0.34mを沢1る 。底面は

凹凸がやや激しく、軟弱である。東側部分の壁下は周清状 となっている。覆土は 6層 からなり、ロ

ームブロックを多く含むにぶい黄褐色粘質土が主体 となっている。

出土遺物は、覆土中から縄文時代中期前葉 と思われる土器片が、わずかに出土している。

2号風倒木痕 (遺構第226図 )

A8Bll・ 12グ リッ ド内で検 出されてお り、南側部分は調査区外 に及んでいる。平面形態は不整

楕円形を呈す る。長軸4,14m、 短軸は現長で1,95m、 深さは最大で0.5mを 測る。底面は凹凸が激し

く、軟弱である。出土遺物はない。

3号風倒木痕 (遺構第227図 )

A13。 14B10グ リッ ド内で検出されている。当初は195号 ピッ トとして調査 を開始したものであ

る。 28号堅穴建物の南東部分 を破壊している。平面形態は不整の長方形を呈し、長軸 3.42m、 短軸

1,97m、 深さは最大で0,62mを 測る。底面は凹凸が激 しく、軟弱である。出土遺物はない。

第 2節 遺構外出土の遺物

遺構外の出土の遺物は、遺構確認段階で包含層の掘 り下げや確認面の精査の際 に出土 した遺物を、

後 に各へ帰属できるように取 り上げた ものである。よってその分布傾向 も、遺構の検出状況 と重な

る部分が多い (第 229図 )。 取り上げ方法は、基本的には トータルステーシ ョンを用いたが、グリッ

ド単位および表採扱いで取り上げ ものもある。

個々の遺物については、詳しくは観察表 を参照されたい。ここでは、第230～235図 に図示 した遺

物の概要を述べておきたい。

1は縄文時代早期の精円文を施す押型文土器である。 2～ 35。 64は縄文時代前期後半期を中心と

する土器群である。36～63は縄文時代中期前葉か ら中葉を中心とする土器群、65は R寺 期不明の焼成

粘土塊、66は 縄文時代の管状の土製耳飾 り、 67は 縄文時代 中期前葉 と思われ る土偶頭部片である。

68～ 83は平安時代 を中心とする土器群で、 84～ 96は 中世 。近世以降の土器・陶磁器である。 97・

98は銭貨、 99～ 101は鉄製品である①102～ 158は縄文時代の石器群、 159～ 161は砥石である。

-262-



1風倒

＼

】 にヽい貫 le色 ■ 10YR4/3 粘性 じ主り

"供
化物 ノコ ック多

1・ 2号風倒木痕

-263-

第226図



第227図 3号風倒木痕

出

側

聞

脚

２

第228図  1号風倒木痕出土遺物

-264-



Ｅ

　

　

　

　

　

　

Ｏ
一
０

卜
．

ぃ

墨
継
鍵
郡

簸
⑮

⑮ら
戸
巖
陸 ぐ薫憲霞,4ョ

電
虻 騒

:E

＼
脚

田

Ⅳ

惟
Ｍ
¶
‐十‐‐
〆

∞疹

③
｀

第229図  遺構外出土遺物分布図 (遺物は縮尺不同、番号は掲載番号を示す )

-265-―



鵞〃霧内
1

F
11

鱗序選欝 H
13       f´~

14

翻 ‖沙郡
19

18葵鞍♂
17

開

旧

日

日

悧

２０

穀解

が 〃
25

餞

瞳
一騨

27

一甥
庁

２８

μ

ｏ

43

0 1～
9986～42 44 ti:3142

第230図 遺構外出土遺物 (1)

一-266-一

t_二生|二4と_士L辛生上______Jとfm

∈嬰〃

鮎電
31

≦庵ガ ∈ 血ガ
33

7∽げ
10cm



嘉H懸ガ
47

働

５４

群

~C4ミ

ミ澪
64

◎
‐Ж
⑨

因▽@珍管

・手襲蟄霞か
穆

片
〃
γ

７５

　

　

０ｃｍ

63

翠 _P iJユ __二野
m

―
l影

73

=喜

r

第231図 遺構外出土遺物 (2)

｀
‐ ミ 義素→‐ “

訥
'ペ

エ
i■

増潜狩″ ――'

聾

y'67

‰
引

70

騨

045～ 576468～ 75(|:8

-267-

砂



81

80

82

期

¨
“翠群二Jttm

可
90

1
91

92

罹__   1   王J
93

子 ―  l ~プ
94

半

‖

~!~‰

83

n

釧

到

９ ５

却

９ ６

∩
‐（
剛
脚
―‐―‐―‐‐
Ⅷ
Ⅷ
利

Cl―
―D

遺構外出土遺物 (3)

-268-

叫 肴
m



一

０４

一
　

　

　

　

　

　

　

　

　

１

０ ９

む

一

一

０ ３

プ
に

一

一

―鰯!
心 硼

一‐一　‐ｍ
‐つ　‐

一

ド
ｎ
Ｈ
ｈ
ｗ
ｌｒ
ｖ
　
９

一
　

　

　

　

１

‐一〔］］聰》十一

一
一　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一

‐‐２

　

　

　

‐７

　

　

　

　

‐２２

一　
　
　
　
　
‐
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一

‐◆
　‐　　　　　　‐⇔　‐

（日
口
口
Ｈ
日
ｒ
Ｖ
‐　
２４

一

‐爺

　　「⇔

第233図 遺構外出土遺物 (4)

-269-



|                                            1                    
中

m

|

①
川

0

|

⊂ 二
)132

136



→  148  _ 149

1           1

|

―
   

―
     ~▽

I  I 57

/C′＼呻却
▲

156   /ヽ
|

|

削  

削

画

削

m

第235図 遺構外出土遺物 (6)

|

-271-



一&%―

�
↓

全
）

卜
錦
酬
湖
�



表
牛

(2
)土

器
観

察
表

― ‐ や 『 い ‐ ―



表
牛

(3
)土

器
観

察
表

― 〕 引 ヽ ―

ｍ ｍ

］ 一̈

幣 一Ｍ 一似 一 種

(1
28
)

(2
00
)

1純
文

(1
11
) 

ど9
3



表
4ぃ

(4
)土

器
観

察
表

ｌ ｐ 司 り ―

(2
50
) 
(1
16
) 
89
2

2 
(5
63
)



表
4‐

(5
)土

器
観

察
表

，― 〕 『 ６ １

函 噂
獲 血

(1
36
)

(1
40
)

(5
2)

傷
径

1l
 S



表
4-
(6
)土

器
観

察
表

１ ０ 『 『 ―

(1
80
)―

[,
18
]

(3
G 
O)
 (
19
6)
 (
16
0)

(2
00
)

(2
14
)

(2
10
)



表
牛

(7
)土

器
観

察
表

Ｉ Ю 『 ∞ ‐ ―

,1
0)

(3
10
)



表
牛

(8
)土

器
観

察
表

― ‐ や 『 や ‐ Ｉ

隷 ∽

(1
48
) 
(6
8)
31



表
4-
(9
)土

器
観

察
表

― 〕 ∞ ｏ ｌ

舛 一 舛 一 舛

”一”



表
4-
(1
0)
土

器
観

察
表

― 〕 盟 ―

(3
S 
S)
―

[4
20
]

2'
S 
(1
20
) 
31
5

(2
10
) 
11
2 
(2
S 
O)



表
4‐

(1
1)
土

器
観

察
表

― や ∞ ｐ ‐ ―

甜 ∽

(2
90
) 
(H
2)
 Z
6G

(2
40
) 
H8
 2
6S

(2
86
)一

(2
60
)

(3
80
) 
(1
46
)4
79

42
6-
(6
50
)

(2
71
) 

一
 [
00
0]

(2
40
)(
90
)



表
4
-(
12
)土

器
観

察
表

― ‐ Ю ∞ い ‐ ―

(1
15
) 
62
 1
78

(1
30
) 

一
 [
20
S]

(2
20
) 
(1
06
) 
26
S

(1
44
) 
80
 1
48

(2
68
) 

―
 [
32
0]

(2
36
) 
12
8 
32
5

(3
00
) 
(l
S 

O)
 3
28

(1
44
) 
77

 1
91

(1
10
) 
(3
8)
 1
81



表
牛

(1
3)
土

器
観

察
表

― 〕 ∞ ふ ―

(3
80
) 

―
 [
10
う

]

(7
0)
一

(0
26
) 

一
 [
IO

1]

(1
26
)



表
4-
(1
4)
土

器
観

察
表

― や ∞ 翰 ‐ ―

(1
00
)

(5
00
) 
(1
90
) 
63
5

(1
97
) 
(1

18
)2
68

(2
1 
4)
 

一

(1
・
10
)

協
沖隻
客 見
長卜
う m

‖
こ れ
蜘
酌
Ⅲ 文
mす

る
剛
‖よ
組
ウの
■縦
と

慌
豫笠
∵ 恐

q笙
登長
を 括
牟!

ヨ
鮒患
盗作
奇 に
なを
絶写
山
難
鮒
殖
黎と



表
牛

(1
5)
土

器
観

察
表

― 〕 ∞ ６ １

(l
S 
O)



表
牛

(1
6)
土

器
鋭

察
表

― や ∞ 『 ‐ ―

斜 ∽



表
牛

(1
7)
土

器
観

察
表

― や ∞ ∞ ―

糾 ∽

(6
6)

(7
0)



表
4‐

(1
8)
土

器
観

察
表

― や ∞ や ―

搬 ｍ

(l
F 
O)

(8
63
)1
02
 1
58

(1
95
)一

 
―



表
牛

(1
9)
土

器
観

察
表

― や Ｏ ｏ ｌ

(2
10
)



表
4-
(2
0)
土

器
観

察
表

Ｉ Ю 】 ―

一 醐 一 細



碑 ∞

表
牛

(2
1)
土

器
観

察
表

― や ０ や ―



表
牛

(2
2)
土

器
観

察
表

― ‐ や ０ い ‐ ―



表
牛

(2
3)
土

器
観

察
表

表
5 

土
製

品
観

察
表

― や ０ （ ―

法
 

二
(c
m)

長
さ

幅
厚

さ
(高

さ
)

整
形

技
法
 

形
態

の
特

徴
色

調
法
 

二
(c
m)



表6 金属製品観察表

土

占
ヽ

出

地 番 号

否

０
「

分  類 材質 長 さ・幅・厚 さ (cn) 重量 (g) 備  碧

3竪穴 80図 鉄鏃 鉄 10 75 ・ 2 59 , 1 00 258

3竪穴 30図
刀 子

鉄

5 76・ 0 6・ 0 45
司一個体

51-2 刀子 40・ 06・ 04 1 83

9竪穴 30図 52 刀子 ? 鉄 17・ 15,04 231

9竪ガ 16図 刀 子 鉄 59・ 155'035

14竪 六 65図 21 不明 鉄 5 05 06・ 04

14竪穴 65図 不 明 鉄 1 7 0 7・ 0 67 116

14竪 穴 65図 不明 鉄 51 075・ 065

23竪穴 95Eコ

35-1 刀子 柄

鉄

33・ 1 3・ 06 125

裏り上げ時に破損、同一製品

35-2 刀子 柄 09 04 207

35-3 刀子 柄 44・ 06・ 025 2

35-1 刀子 柄 38 08 04 214

35-S 刀子 柄 37 04 301

刀子  刃 22 1 2・ 02 127

刀子 柄 296・ 1 05・ 05 318

24竪穴 102じ雪 兵庫鎖 鉄 41 39 05

37竪穴 151図 煙管 (吸 回部 ) 鉄 45,1 1,005 392

34ピ ット 201図 林状鉄製品 鉄 54 02 02

34ピ ット 201図 2 銭貨 (至 和元賓 ) 銅 径 24・ 厚 01 29 北宋/初鋳 1054年

34ピ ット 201図 銭貨 (開 元通質 ) 鯛 径 25・ 厚01 斬唐/初鋳960年

31ビ ット 201図 銭貨 (祥符通質 ) 錦 径 25,厚 01 277 Hヒ 宋/初鋳1008年

34ピ ット 201図 5 銭貨 (洪武通費 ) 銅 径 23・ 厚 015 391 月/初鋳1868年

34ビ ット 201図 銭貨 (皇宋通賀 ) 銅 径 25。 厚01 23 北宋/初鋳1038年

34ピ ット 201図 7 銭貨 (洪武通費 ) 銅 径 25。 厚 01 281 月/初鋳1368年 、裏文字― (浙 )

53ピ ット 202図 銭貨 (寛永通費 ) 銅 径 20・ 厚09 1 22 寧滅著し
'

53ピ ット 202図 5 銭貨 (不明) 銅 径 24・ 厚 01 着著し,

14濤 220図 鉄 鎌 鉄 30・ 275・ 03 1 77 折り返 し部

17溝 220図 不 明 鉄 107・ 32・ 075 T字形 を呈す る

19溝 1/F状 鉄製品 鉄 3 6,0 45・ 0 4

旧河道 221図 59 不 明 鉄 2 35・ 1 0・ 035

旧河道 224図 60 不明 鉄 280・ 2 2・ 03 272

遺構外 232図 銭貨 (淳熙元質 ) 銅 径 24・ 厚 015 章宋/初鋳H74年 、一部欠ける 裏文字― (十四 )

遺構外 232図 98 銭貨 (寛永通貨 ) 銅 (径25).(厚 102) 1/3残 存、A21B14グ リッド表採

遺構外 232図 99 鉄鏃 (雁又式 ) 鉄 6 1,075'06 1419 表採

遺構外 232図 100 鑑子か ? 鉄 695・ 07・ 1 0 26 15 蒲鉾状の断面

遺構外 232図 不明 鉄 8 1・ 1 0。 1 0 12
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表7-(1)石器観察表

出土地点 図版 番 弓 分 類 長さ 幅  厚さ (cm) 重 さ 石  材 欠損状況 備   考

lf拷 夕ヽ ほ イ 光 ,レ

yグ ( r iF,々

IIイ i 女1/1

イFat 頁労

Zl,I夕 ( lRarィ 略光形

21yグ、 刹片イi器 ナRI‖ ri 略完形

3ユ 大 打製イi介

石鉄

イ,綱峡 よ〔Fl!イ i え形

∫,製イi弁 ホルンフェルス 光ナ膨

頁才I 先 形

riAk チャート

イ必六 イ「

“

躾

?解 クヽ 刹サイイi器 か 1沙″!

女 ″十
'略

グと形

!1製イi第 フじ,形

IZV大 4kイ i斧 砂オI

ゼfy人 57区 | 製イ「斧

2好 大 5714 製イi斧 ・r/ィ i

Zy大 ,製 イi弁 lr1/メ i フし形

4Ariチ牟 イ沙イI

貢川 半ユ1以 |

ゼrkク ( IIイ 部火

Iか基大 STH 剖ナIィす鼎か

21エ ク( 剥,1イ ,4ド 五少″十 石LLか

2V大 |「
4Aイ

Fチ牟 砂ガイ

イ,匙 ナ(配イi

Iι
y火 イi匙 貢テ 完 形

IZζ猪クヽ 57× I
光 ,レ

12f∫指クヽ 571判 |'IIr 女山/1

3 rr六 斧 略先 ,レ

Allナ Iイ「,ヤ か χ形

13呼ク( 女 Jイ | 光形

社く配イ

11秘 グ( ,1製 石狩 lt′ |

1墜 六 |「
4Ariケ r クE形 剖ナiイ「肝か

令

`区

「鏃

S堪穴 才〕製イi斧 砂イ,

I`IVグ ( fr興

`弁
砂メ| 岳卜欠

9げ 大 イ,鏃 ナ〔(M!イ i 郎欠

ZO y大 ,「 製石斧 うと,レ

201y八 !「 製石介 砂メ:

ゼOIXグ ヽ Э奥イiチF

"ク

/1

「製石斧 質″, χ 形

ZO S法 クヽ 112電 イF作 完 形

!O曜 大 ff製イi斧 砂″! 先 形

ツOt桜 ク 87凹 :丁
l■ イFチ↑ 先 形

20if妊 ク( 打4Aイ i斧 χ,レ

201讐 六 ,区 子14k石 斧

ZO駐 オ 打製ri斧 頁ガ:

20!下堵ク( 打製イi弁 女 1,″ i

201必ク( ナ「41イ
i夕牟 ホルンフェルス 部欠

20呼 ク
.(

lr製 十i弁 1ぞ イI以 |

201F指 ク( 打製イF斧 ‖411以 |

20解 人 S'図 打製イi弁 半工1以 |

20:必グ 打製イi奔

を0竪 穴 |〕 製イ 砂ガイ FIIl以 十

20竪 六 lJ削

`fIケ

里イ
'斧

緑色梃仄孝十

201V人 88四 打 製イi努 獲灰メ, 半ユ1以」

20V火 1丁 製イi斧 ホルンフェルス 半11以 L

20げ 大 割ナiイ「,ヤ 頁″f 先 ,レ

剥

'Iイ

「器

20秘 六 1少イ| χ,レ

〃O暖 六 剖,1石 ,【 光,レ

をOヽIク く 1l Kl 到ナ

'ri,【

光形

20竪 クく 88H 01L ,1(贈 !イ i 半第1以「 (製 ll

2011持 クヽ 安 l14

イf 安 II″ !

20菊 >グヽ 安山ガI フこ形

とO導 グヽ 安1/

20ヽたクヽ 安山ア:

201Vダ ヽ 88凹 女山イ| ノじ

'杉

20V人 軽石 デイサイト質任イ ノC'杉 川〕途不り1
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表7-(2)石器観察表

出土地点 図版 番 弓 分  類 長さ 幅  厚さ (cm) 重さ (g) 石  材 欠損状況 備   考

″0解 大 先 形

を01ユ 大 イi銚 ＝
一

χ 形

20げ大 88図 子F銚 ■tWイ i 光形

ゼO竪六 lkt曜 イ 先形

中
＾

χ形

完形

″Oy六 i鏃 lⅢ (峰 !イ ∴卜久

をOVク ( Sヽ 区| i鏃 lRPrtィ f

ゼO駐六 ナ1lM!Fi 剤
`欠

20Vクヽ ,1lar!ィ
―那欠

20撃ク＼ ,((叩 ―Ж欠

"V六
lit期 !F

‐常卜欠

20 fXク ヽ ノし
'レ

21墜ム 1世 |イ i 安 lIイ f フEナ 形

■(配 一部欠

イ「鉄 Кt昭 部火

″竪人 イ,鏃

2″撃六 ri鏃 RIl!7

"ユ
大 イ

'匙

砂メ,
一言【欠 「斧をi町和

"‖

か ?

2ι堪大 イi,略 IRIt!イ 半工1以 1 t珊 那

23墜 火 熙 alt7 部欠

,1製 イi斧か 砂″|

を3桜人 多γしイ

を4曜大 筵獅 ri 安 IIイ I χ 形

24V穴 寃笙elfri 安山ガ!

ウ4堪 大 tOゼ 区 安山年1

筵獅 イ 安山r. 完形

241Xク＼ 筵綱 イ 完 形

24 SL夕 ヽ 獣1サ Iイ F器 か 砂/子 ri匙 の孤み那か

25駐 六 ri鏃

″7FIrk大 ,「製イ「斧 砂メ| 卜11以 :

00Vク ヽ 貫岩 一部火

31でたクく 砂オ|

31竪 久 黒14石 瀾
`欠

米4klll

〕じダヽ イi鏃米製‖I ム(4イ i 先 ,レ 米441h

321甚 大 i凱

30゛ Xタ
「鉄 RFl!石 苫

`欠
打4kィ ,第 ホルンフェルス 完形

JR岩 部久

35竪 六 f「 理1'秀 砂I‐
ル
兆

35呼 六 打製ri斧

BS竪 六 ′14A石 斧 χ 形

35竪大 145区 打弧イi斧 貢メ| 完,レ

3S y大 ∫丁製ri斧 砂岩 完形

35竪 八 打「A石斧 砂岩 完形

115悧 :〕 製石介 砂オ|
ル
π

35鰐 人 打製イi斧 頁/f

35竪 大 ナ丁製

`斧
頁″f

35駐 クヽ 打製ri斧 ltll 先 形

35げ 火 ll,聖イiチ争 イ少イ十 先 形

35墜 大 |「 製イi斧 貞 岩 ノし

'杉

3,竪 六 打製イi斧

3,竪 六 製●斧 頁川 完 ,杉

35竪 八 与〕製ri斧 ボ,レ ンフェ,レ ス 完 形

3S y六 「製イi斧 緑色凝灰岩

35yク ＼ 打 4Aイ i弁 ボルンフェルス 完 形

35竪 六 打製ri斧 緑色漢灰岩 ノし

'彰

eS駐 六 丁製石斧 頁 射 完 形

35堪 火 11,区 製イiチ牟 貢オ:

B5堪 六 lkイ i斧 砂 オ 完 形

製 砂″i え形

36竪 大 製 砂岩 完形

354ゝ グヽ 4kィ
,夕今 完,レ

35嘱 六 4Aイ F斧 χ 形

35曜 六 ナrTA`弁 完 形

打製イi斧 頁川 一澪

`火
asI軽 クヽ 1丁

4Aイ f第 緑色凝灰 /1 半lA

051エクヽ lf,里イ「チ宇

,SVクヽ ,製 イi斧 Ft4

86堅 タ 到サイイ,1,か

35呼 オ ケ1興 イ
'弁

打4Ari弁 頁″I

35駆 ク( ,4k石 狩
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表7-(3)石器観察表

出土地点 図版 番号 分 類 長 さ 幅 ・厚さ (cm) 重さ (g) 石 材 欠損状況 備   考

35堪 六 砂″|

3S竪六 146凹 打製石斧 貞岩

3SI聾六

'「

製Fi斧

丁製ri斧 砂た|

35竪 パ 丁l■ イ

'斧
3SIy六 「製7F弁 砂″|

3S竪六 ,1製 石斧

35呼 大 打製4i斧 ボルンフェルス 半捌

85竪八 146凹 ナ〕製石斧 卜11以 上

86撃クく |〕 製石斧 砂イi

質″!
―m`欠

3S呼 穴 質″

'

トエ1以 |

3S y六 製r「 弁 砂″f 半llltt i

36 SXク ( 11`凹 興イ,弁 砂イイ ■イ1以「

製イi介 半イ1以 上

ケ聖イ「夕↑ 頁イi 1111以「

351必大 υ里イi斧 ltイ | 14ェ 1以 1

3Sty夕 ( 丁製石給 ホルンフェルス ‖t工 1以「

36】六 146口 打製ri斧 完 形

35竪ク( 丁lk石 介 半ユ1以 |

36!OIタ 到ナ1●器 一部欠

35駆人 I10区 | 剥

'十

イi器 ltオ I 光形

剖片ri,H 」1/1

16必六 /tメ |

85呼火 埒 ,里 イi介 蛇紋岩類 半ユ1以 |

B51/k大 安山州 た形

36躍 六 117図 安山″十 先 形

35竪大 |!lFi 安 Iイ | 完 ,レ

十11イ
i 女 山″+

351y六 安「 メi χ 形

851妊 ダヽ 安山イ| フL形

35竪六 安」Iオ l 先 形

35y大 |||イ

'

安|1/1

3Sヽたクヽ 安 1川 ∴卜欠

+1l ri 完 形

3Sl泌 オ 安1オ i

35竪 穴 安山′f 略先形

35曜火 女 1/1 略完形 全体 に亦化 して いる

3SISXク く 17N 多孔イ 略完形

85!尋 活クく Fi錐 ,lM:イ i
一部欠

ri鍵 |ェ Y ri 末製ll

35竪八 石鉾 米製

'青

35墜六 イi艶 黒IIIri 木製hh

361SX夕 ( 148四 イi銚 IRIl r 完,レ

35堪 火 石鏃 無Ft石

85竪フ
.ヽ

111区 イi口峡 ■t曜 イ f・ll火

石鏃 郎火

35霊クヽ ′RttFi

35竪久 イF,嫉
llllイ

,

86堪火 サ‖ll T 部久

38:秘 ′ イi鏃 m`火

36竪人 ‐l ltイ i

35呼大 黒配る ,と ,レ

96竪人 果 rt` 完 形

35堪大 ri鏃 只配 ri
一部久

35鰐穴 14S脚 イ「鏃 ナR「 rt石 完,レ

35呼グ ri鏃 完 形 (製 lh

35曜火 無配石 冗 形 米製品

35鰐穴 石鏃 黒ll!石 完 形 米製卜h

35解六 ,48図 石鏃 ナRllイ 完 形 木製I$

35好 六 ,481V ●鏃 !黒 隠!rf ノし

'彰

米製品

剤

'十

イi器 頁 舛 完 形

86委 Xク＼ 頁イi

35竪大 石 匙 責オイ

351弘六 略先 ,レ

351Vク ( i匙 烈黒Ttr 略先形 木l■
li

35墜クく

`匙

略完形 米興卜と

ほri 緑色凝灰″! 略先,レ

36げ 六 剖ナI● ,ヽ 砂/1

86竪六 砂オ| 先 形

36竪大 59図 則

'十

イi】干 砂オi χ′レ

86呼大 剤サ1イ i器 用板″i 光形
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表7‐ (4)石器鋭察表

出土地点 囲版 番号 分  類 長さ ・幅 ・厚さ (cm) 望さ 石  材 欠損状況 傭   考

31ty大 ,1石 安山ガイ 先形 護石 と して も利用

361必 六 59区 女 1/1 完)レ

36y大 59図 頁/1 先 形

37竪 ク( |,製イi斧 貫嘉 完 ,レ

打製

`斧
完形

37解 大 II Ikイ i斧 完 ,レ

37竪 大 打製石斧 rt/1 完 形

37暖 大 ,製イi斧 砂井| 完 形

371骸火 IS3区 製7'斧 1少″| 完 形

3?竪 大 168票 I 製4'介 砂I. |卜 fIR

]71整六 ユ里イ
'チ

令

37∫ Xクヽ 4A71斧

3'竪 火 製ri斧 ‖111以「

871必穴 163ロ 剤

'iイ

i器 粘板舛 完 形

37エグ( 153図 剥片石肝 ボルンフェルス フと
'レ

,製石斧 砂イi 完形 「介の久弘1品  騎石として P,和口悧か ?

37f影 グヽ 剥ナI石器 略 χ形

87竪 六 I S41xl 剖片石4f・か 砂イi 完 形

3?墜 六 I S4rX 緑色サI″十 卜ゝJR

371工六 安lh/f 先 ,杉

37'協火 Pll石 安 Ih″ f

37竪 六 Fi勃催 II(1町
!イ F ‖411以 1 trFDⅢ

'

37曜 六 ri錐 黒朗イf トユヤ以 I t珊吉
`

濁黒HItイ i

87y六
`鏃

37゛トクヽ 「 F匙 rk岩 一部欠

3,竪 大 石に 安 lh″ f 半a

371憂クヽ 154図 ●匙 ll岩 略先形

38竪 火 15S図 ,「 製
`斧

ホルシフェルス 完形

ri鏃 ,ItlFtイ i χ
'杉

対

'十

石熙 光 形

401エク( PIl片 石P‐・ 砂工| 完形

40駐穴 安山/1

1竪八 打製

`斧
砂イ|

安山イi 完形

墜 ク イi鏃
‐部火 (製 Jf

|ピ ット 198図 句製

`斧
頁″| 完形

1ピ ッ 10B図 打製石斧 頁オl 半It

1ピ ット 石盤 チャート 完形 にlk‖ h

■tttri 完,レ

Hl VI石 略先)レ

2ピ ット 打製ri弁 半l11以 |

2ピ ット 打興石弁 頁岸

4ピ ット ri鏃 黒nl■ ri 完 形

6ピ ット 100図 打製T,斧 ホルンフェルス 半Tl

6ビ ット 打製石斧 納板岩 先 形

:J9里イf第 砂 岩 半損

20ピ ット 夕01図 石鏃 冗 形 k製品

24ピ ット 磨イi 安 1詢 ″i χ 形 おmiは ャ
1五

26ピ ット 201脚 安山/1

黒 llイ i 一147久

砂イf 半lll

,製ri弁 部久

53ピ ット 疑灰イf 半猥以 |

SSピ ット を03図 劃,I`器 無H4:石 先 形

63ピ ット n3図 ■,鏃 熙VLイ i 那欠

製石奔 粘板岩 半llR以 [

製石奔 砂岩 一部欠

85ピ ット 製石斧 質岩 賂先形

asピ ット 製石斧 砂岩 完 ,杉

86ピ ット lkri斧 砂″i 先形

139ピ ット 製ri弁 砂岩 完 形

製イ「斧 砂オ 半jrl以 ヒ

150ピ ット 4kイ i斧 責舟 一部久 鵡化が著しサ

IS8ビ ット 安 山岩

lseピ ット イi椒炊 部 欠

180ピ ット 7'鉄 黒躍石

イi鏃 黒配石 坊と,レ

イ,林か 緑色,1″ | 十jll

195ピ ット 打製 ri斧 緑也凝灰岩 完形 にく摩滅 してすべすべ

20ピ ット 溌灰質砂岩 半数 苫mi剥 駈

2四 ピッ ,「 製イf斧 砂 オ
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表7-(5)石器観察表

出土地点 図 版 番弓 分  類 長さ 。幅 ・厚さ (Cm) 重さ (g) 石  材 欠損状況 備  考

ワ47ピ ット 打製ri搾 ホルンフェルス χ,レ

217ビ ット 手〕製石弁 完形

を17ビ ット 引製石斧 半績以「

Fi鏃 Htlrtイ i

1丁 製イf斧 完 形

才「豊聖イ「ケf 頁

'I

‖t■l以ナ

安 I山オ ノし

'杉

212ピ ット |「
IIイ

'弁

砂″| 先 )レ

′OS1/ |「 製ri弁 先 形

20ilkl 打製イ「斧 緑色H岩 光形 七端膵耗 している.

打製イi介

|「 製71斧 頁イl 略完形

2Sι ピット Ш子
'

女H″十 完 形 J面 は3面

212ピ ッ 先 形

262ピ ット 石鏃 黒 III石
一部欠

264ピ ット 1丁興41斧 lr1/ォ |

打4AFi斧 Ч4工 1以 1

砂たI

砂イi χ形

|〕 製石斧 頁を 完 ,レ

282ビ ット Fl,キ riB社 砂オ =冊欠

282ビ ット 209は 則

'1石

器 砂 井 先 形

到サiイ iイ ヤ 砂″| χ 形

打製 ri斧 頁イ! 略完 ,レ

2asピ ット 打製41斧 頁イ| 半イI以「

288ビ ッ 209口 劇,II!器 砂岩

2B8ピ ット をoeH はイ,か 安山ガi '卜
jll

11イ 1イ i 安 IIオ i

ri匙 砂井i

|「 興石斧 略完
'レ

砂 I 先 形

|‖

'「

″聖イiケ牟 ボルンフェルス 先 形 ■化をしい。

111r 打製ri奔 砂″l

1 1TI 2191k ナ「製イi斧

1滋 219凹 拘製イ
'チ

牟

剖ナ十石朴 頁″| 死 ,杉

lll 砂ア| 部欠

Ilサ Iイ
「イ料 砂ガ|

躊斧 ―∴[火

鴻 fIIIイ | 安山イi 完 形

安Ih″ i χ
'レ

安JJ岩 1そ れ

砂 岩

ι191ま | イ19炊 R醒石 光形

I泄 イI鉄 梨llイ

'

うと,レ

長方ljL FIA以 L Fか らrl部、線宏1あ り

打4k石 弁 部欠

打製イ「斧 貫岩 χ 形

2壮 ボルンフェルス χ,レ

15・ lj ,「
4A石 介 ホルンフェルス ■`損

17泄 1製イi斧 砂Iイ 完 形

71rf 「4Aィ「チ令 剤
'欠

:√興石斧 貫岩 剤
`欠

打製イi斧 砂″|

凝灰川

日ⅢJ逆 打製ri斧 頁岩 完 形

,口

“

J近

"5図
打製イi斧 砂川 先 形 1ヽ0B9グ リッド

田〉J道 225図 打製ri斧 完 形 2ヽ8B7ク リッド

打製イヽ斧 完 形 2ゝ0B7グリッド

「 lⅢ J近 士「製ri第 貞を:

‖1“ J近 打製イi斧 ホルンフェ
'レ

ス 常

`欠

2ヽ088グ リッド

オ〕理イf斧 部欠

子「製イi斧 貫/1 一部欠 HゝB5グ リッド トレンテ内

1,沖j迫 ナ「4kィ
i奔 A21B9グ リッ

‖1沖
j道 1丁 製ri奔

!rlFl 必ヽOBBグ リッド

「 lⅢ l道 打 理イ「舞 ホルンフェルス

‖lJ近 225区 | 打製イi斧 υガ| 半損以 1

2″ 5凹 打製

`斧
砂居 半損以 1

2い 阿 製Fi斧
｀
卜猥以 | A14B5グ リッド

II沖!迫 打製イ
'斧

A23B7グ リット

I,沖I道 対片イ1器 采ll ri 完 形 A2387グ リット

刹ナIイi器 砂岩 χ 形 Aを 337グ リッド

「 1,1逆 剥

'Iイ

:材 十 貫オi A23B7グリッド
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表7-(6)石器観察表

出土地点 図版 番号 分 類 長さ ・幅  厚さ (cm) 重 さ 石  材 欠損状況 備   考

‖河逆 劇ナIイ

'船

一部久

1口 河道 安山オイ χ形 A1481グ リット 「1面 は2面

‖lⅡ道 225区 ィ「貧峡 黒醒イ

'

完,レ

II河 逆 225区 | i鏃 l黒 哩イi ∴h欠

「IⅢl通 イi鏃 ―削
`欠

A16B7グ リッド

‖」,丁 運 χ 形 A2088グ リット、大lk』

黒配ri χ 形 A20B8ク リッド 末製lh

イF理と 貫i. 半ユ1以上 A20B8グリッド

世枯/1 を33凶 4kイ
|すf 砂オ ”

狂

AI絣 タト |「 興石斧 完形 A16B4グ リット

世村外 r4A石 斧 完形 A19B12グ リッド

選 hVl外 丁製イi斧 完 形 A20B14グ リッド

lu村外 完形 衣採

選構外 ,「 製イi介 砂井 完 形 AIBB13グ リッド、CridHk「 No314

選礼外 を33� 丁製イi斧 先 形 へ17BISグ リッド

遺村外 丁製イi弁 2ヽ2B2グ リッ

選‖外 「製イi介 完 形 実採

選Iti外 砂イf 一部欠 1ヽ7B13グ リット

世IVj外 ,14Aイ i斧 砂イf 部欠

遺ti外 ,4A石 斧 砂片

遺札外 手「4A ri斧 砂岩 半jln 2ヽ0B llク リッド CridH文「 No43

遺村外 打製石斧 質岩
‐・lj欠 lゝaB Bグ リット

遺‖外 打製イi弁 lVJオ i 半狽 貶採

lLhr外 砂″; ― 測∫欠 lゝIBIグ リット

l「u構外 を331k !「 製イ1斧 ホルンフェルス 一部火 3B グリット 6「 idIFk l:Nα 441

赳村外 203図 lllAriチf 半級以 J A131グ リット

イi匙 半オ1以 上 箕採

遺村 外 興石弁 砂″! 半イ1以 I A18BIaグ リット、G「 ,dlFk「 亜313

遺 hV・ 外 製イi弁 ホルンフェルス A19B12ク リッド

遺村外
4Aイ「アf 砂″,

遺ht外
4A石 斧 砂岩 半級以上

uhVl外 238区 | 「製イF斧 半イ1以「 A20B14グ リッド、G「 id収 にNo3

を00凹 「2里 イiチ牟 卜

“

I以 上 クリッド

理7「 斧 H=工 1以 L グリッド

世‖ 外
4Aィ

iァ↑ FP/″ ! 半損以 上 クリッド

lu札 外 剖ナIイ,4, 粘板オi 隆完形 A13BSグ リッド Gfid取 :Nrd609

遺枯外 剥サi riη十 頁娼 完形

遺ATI外 Jrttri斧 緑色凝灰井| 半弘t以 | A16Bい グリット、表miの
‐剤∫のみ

遺hVj外 を34側 安山川 完形 A16B13グ リッド、CridH文 にNo35i 凹hiは 2mi

遺rli外 安山オ| 先 形
A15B13グ リッド、GridH文上No361 山hiは 2‖ i、 麻mi′ m,ぁ

り 部分的によく購かれた簡所あり

jLthrt外 安山井 ル
九

A17B15グ リッド G「 id取 LltoSi l,凹 mFは an 粛山il諏 Fあ

遺hVj外 234口 わ
几

IIIIイ i
一部欠 A20B Hグ リッド

遺ヽ外 躊4iか 安山矛i 半fll A19B12グ リッド

遺砧外 安山才f A20B15グ リッド、G「 idtt rNcA42

遺絣外 多ytri 安山岩 オidtt LNa372 WiFれ はlm

遺hTj外 231H ,「 idHtt liNo371

安 山川 1=損以 1 予idrk LNQ373

遣hV外 烈Ill!石 χ 形

'rid取

選lll外 ri鏃 III IT!イ i 光 形 ,「 idJtt liNo308

避hrl外 石 鏃 黒配石

世粘外 ri鏃 Xt曜 石 一部欠 喪採

遺lri外 rio,々 黒曜石 一部火 千,dtt INo106

遺鵜外 石鏃 黒 lrt石 ‐�火 ,ridtt Lh459

選構外 Aツ ]B14グ リッド

避村外 ∫R曜 イi 一部久 ,「 iU取 LNa842

遺村外 205図 果配ri ―部久

遺構外 イF鏃 黒ll石 一部欠 lridHttINQ175

巡将 /1 イ「鉄 ■t rt石 一部久 そ採

遺hVI外 黒lr` 半ln以 | A19B14グ リッド

選IVf外 熙配石

遺村外 ι35区 イF鏃 黒llt石 一吉卜久

遺ht外 イ「錐 黒 r■ 石

遺村外 235図 チャート 半損以上 表採 穿孔のylt跡 ぁり

4'に 緑色片ガi

一部欠 グリット

遺枯 外 lk4F 緑色凝灰ガイ 半猟 グリッド 使用血
'は

3m

遺村外 lX石 緑色凝灰川 グリッド、使用山IはS術

遺村外 Z35図 緑色疑灰イi 半狽以 J クリット、使用山

'は

lⅢ

'の

み
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第V章 自然科学分析

第 1節  石原田北遺跡出土縄文土器の胎土分析

1.|よ じめに

石原北遺跡は、八ケ岳南麓火山麓扇状地上に位置 し、縄文前期～ 中期の竪穴建物跡や土器が出土

している。従来の八ケ岳南麓地域の縄文土器胎上分析の結果、縄文章創期～早期において八ケ岳南

麓で土器が作られた ことを示す事例は乏しく、高根町社口遺跡では他地域で製作 された土器の搬入

が確認されている (河西,1997)。 中期後半 曽利式期では、安山岩が分布する八ケ岳南麓地域での上

器製作が明 らかにな り、花 南岩類が分布する釜無川地域やデイサイ トが分布する塩川地域な ど隣接

地域間での上器移動が推定 されている (河西ほか,1989,河 西,1992,1999)。 しか し八ケ岳山麓での

早期中葉～中期中葉 の土器産地 に関す るまとまったデータは、従来ほとんどなかった。 ここでは、

本遺跡出上の縄文前期諸磯式土器 と中期新道～藤内式上器について胎土分析 を行 い、土器の産地推

定とともに八ケ岳南麓 における土器製作の開始時期などについて考えたい。

2. 滸式  淋斗

土器の接合復元段階で、分析試料の選択 と住居内の胎土組成概要の把握 を目的として、予察的に

諸磯 b式期の 6号堅穴建物 と新道式～藤内式期の35号竪穴建物出土土器についてルーペを用い胎土

の肉眼観察 を行った (第 8表 )。 その結果に基づき分析試料 を選択した (第 9表 。第 236図 )。 基本

的に肉眼観察は、復元可能と思われる土器個体 を構成す る接合片 を対象として実施 した。分析試料

土器片の選択は、原則として肉眼観察 した個体に属すると考え られ る土器小片を分析試料 とした。

一部の分析試料は、復元個体と接合関係 をもつ。しかし多くの分析試料片は、復元作業に支障が生

じないように復元個体と接合関係を持たない土器小片を用いたため、その後 の再確認で復元個体と

は別個体に属すると判断されたものもあり、今後の試料選択 に課題を残した。第 8。 9表 には確認

された関係のみを記載 した。

3.分析方法

土器試料は、以下の方法で薄片を作製 した。土器試料は、切断機で3× 2.5 cm程度の大きさに切断

し、残 りの試料は保存した。土器片試料はエポキシ樹脂を含浸 させて補強し、土器の器壁に直交す

る断面切片を切断し、X線透過写真を撮影後、岩石薄片と同じ要領で薄片を作製 した。さらにフッ

化水素酸蒸気でエッチングし、コバルチ亜硝酸ナ トリウム飽和溶液に浸してカ リ長石を黄色 に染色

しプレパラー トとした。次 に以下の方法で岩石鉱物成分のモー ド分析を行なった。偏光顕微鏡下に

おいて、ポイントカウンタを用 い、ステージの移動ピッチを薄片長辺方向に0.33 mⅢ 、短辺方向に

0.40111mと し、各薄片で 2,000ポイ ントを計測する。計数対象は、粒径0.05mm以 上の岩石鉱物粒子、お

よび これよ り細粒のマ トリクス (「 粘土」)部分 とし、植物珪酸体はすべてマ トリクスに含める。
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第8表 肉眼観察表

壁
〇
一〇
一〇

i  Md Ｗ

一
　

一
　

一

１
０
０
一〇
一〇

一〇
〇
一〇
一〇

bl
命解

分 前 凶 奮 号

6H-6ア

6H-39
6H-66

C 6H
6H-71
6H-64/62/65
2H～418

6H-73/6/70

〇

Ｏ
① σ

l~l

O
花尚岩類地域
堆積岩地域/花 商岩類地域G

一
〇

〇

O
O

３
一　
１
　
５
一

吐
一

Ｎ。・
旺
一

∩

〇

　

一∩

泥質フロック多ヽ 雄1貫岩地域/花 筒岩類地域

安山岩地域

第38図 1

6日-68 令 花商岩類地域
花商岩類地域 No

1 1 6H-37 花商岩類地域
] 11 6H-60 ∪ 芹 瑞井 垣 tlbむ

] 6H-28 ○ 化 岡 石 叙 肥 双

It 花戯岩 類 地域

6H-58
'8井

組t4b銭

35H-40

1 3 35H-607/954/134 安山岩距藪
~~~~~~

4 個粒 安山岩地域
1 5 35H-112 ∩ ○ 主 として花商岩類地域 No 20

35H-638 安山岩地域 No.10 30図 12

35H-676 安山岩地域 R負 Fコ つ少

35H-601/609/優【4 ○ 十果 辛 ろ t 安 山岩 地域 130に』7
35H-702 ① 安 山岩 地域 島137L456

が3‐I】犬剥離
1 35H_6A4/35H_ク 96 ○ 安山岩地域/火山岩地域

12 35H-609/832/611 ○ 安 山岩地域

14
35H-595/574/622
20H-754/763/764

○ ○ ○ D 花 働岩 類 地域 No.18 第 142図 95

○ ○ 孝 111岩 t4bU ヨ三13フ

35H-592 ○ (,′ ○ 寿面 が引 】★剥 glt

1361」 49
35H-685/580/881/480

/759/885/875/814/
区2上

○ ○ ◎ ○ ○ ○ 3519と 同一 主として花商岩類地域 No 2 第 136図 50

35H-885 ○ ―鎚 3518と 同一 主として化筒岩類地域
花筒岩類地域    ~~

第 136図 60

○ 安山岩地域
① ∩ 〇 安山岩地域/火山岩地域 S煮 134[瑠 3ク

15H_614 t' ○ 火 山岩地域 No 15 嘉 136凹 51

/772 ○ Э
I

○ ○ 35-25と 同一 花蘭岩類その他岩石の混在 第142図 99

35H-643/616/613/672
/772 ○ DI ○ ○ 35-24と 同一 花商岩類その他岩石の混夜 No 22 第142図 99

141ど』86
35H-617 ○ 火山岩 地域 爾 139性当73

136F瑠 54〕5H-576 ○ 山岩地域 No 14
35H-845 ∩ 火山岩地域

凹 君 地 域

Si:珪質岩 他 :そ の他の岩石

第9表 分析試料表

試料呑号 時期 型式 器種 イと言己 同一個体

No l  縄文前期

No 2    縄文前卿」

No 3  縄文前期

No 4  縄文前期

No 5  縄文前期

No 6  縄文前期

No,7  縄文中期

No.8  縄文中期

No 9  縄文中期

No 10  縄文中期

No ll  縄文中期

No 12  縄文中期

No 13  縄文中期

No 14  縄文中期

No 15  縄文中期

No 16   糸電)〔 ヰユ翔]

No 17  縄文中期

No 18  縄文中期

No 19  縄文中期

No 20  縄文中期

No 21  縄文中期

No 22  縄文中期

ll l部  顔卜418     第38図 1

川alttFJ   6H-8

打同吉b   6H-71

月plきb   6H-70

だミきる  6H-73

口縁部 6H
月同都  35H―区4

月同吉Б   35H-124

胴部  35H― 区l     第130図 11

胴部  35H-638    第130図 12

胴部  35H-676    第133図 22

月同都  35H-609    第129図 2

月同部  35H-684    第136図 53

胴
=Ь

 35H-576    第136図 54

月同部  35H-614    第136図 51

胴音1 35H-89     第139図 73

月同言Б  llM

底部  35H595    第142図 95

胴部  35H―区3覆土下

口縁部 35H l12    第135図 38

胴部  35H― SC上    第136図 50

1同 言Ь   35H-613       第142Lコ 99

詣磯 b式

諸磯 b式

諸破 b式

諸磯式

諸磯式

諸磯 b式

平出 3A式
新道式

新道式

新道式

藤内 (2)式

新道式

藤内式

藤内式

藤内(1)式

藤内(1)式

新道式

新道～藤内式

藤内 (1)式

新道式

藤内(1)式

藤内式

鉢

鉢

鉢

鉢

鉢

鉢

鉢

鉢

鉢

鉢

鉢

鉢

鉢

鉢

鉢

鉢

鉢

鉢

鉢

鉢

鉢

鉢

深

深

深

深

深

深

深

深

深

深

深

深

深

深

深

深

深

浅

深

深

深

浅
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第236図 分析試料実測図

4.分析結果

肉眼観察によると、諸磯 b式期 6号竪穴建物では、安 山岩 の卓越する 1個体 を除いてほとんどの

土器が花蘭岩類 を主体 とする搬入土器の可能性が推定された。新道～藤内式期の35号竪穴建物では、

安山岩を主体とする土器が優勢で、花南岩類を多く含む土器の比率は低下す る。

薄片による胎土分析結果 を第10表 に示す。試料全体の砂粒子・赤褐色粒子・マ トリクスの割合

(粒 子構成)、 および砂粒子の岩石鉱物組成および重鉱物組成 を第 237図 に示す。重鉱物組成では右

側 に基数を表示 した。岩石組成折れ線グラフを第238図 に示す。この折れ線グラフは、変質火 山岩

類 (含 「緑色変質火山岩」)・ 玄武岩 。安山岩・デイサイ ト (含流紋岩)・ 花聞岩類・変成岩類 (含

ホルンフェルス)・ 砂岩・泥岩・珪質岩・炭酸塩岩のポイン ト数の総数を基数 とし、各岩石の構成

比を示 したものである。折れ線グラフの第 1・ 2ピークの組み合わせによって土器を分類 した結果

ー

鰯 8
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を第11表 に示す。 クラスター分析の樹形図を第 239図 に示す。クラスター分析は、折れ線グラフと

同様の10種の岩石データを用いて行なった。クラスター分析での非類似度は、ユークリッド平方距

離を用い、最短距離法によって算出した。第 239図 は、本遺跡試料の組成、 曽根遺跡・尾咲原遺跡

の胎土分析結果、および甲府盆地周辺地域の河川砂の岩石組成とを比較し、便宜的に 1～ 10の番号

をクラスターに付した。型式ごとに胎土の特徴 を以下に述べる。

諸磯式  (Nos.1～ 6)

粒子構成に占める砂の含有率 (以 下含砂率)は、試料ごとに多様であり、No.2が 16.8%と 低 く、

Nos.1,3～ 6では24,4～ 36.3%の 値を示す。赤褐色粒子は、No,4で 3.6%と やや多 く、他はわずか。

No.1は 、石英・カ リ長石・斜長石・花南岩類・泥岩が多く、重鉱物では黒雲母が卓越する。第 11

表では G― md群 、第239図ではクラスター 4に 属す る。クラスター 4は 、甲府盆地の笛吹川・釜

無川流域の花商岩類地域の河川砂が多 く含 まれ るが、本試料は、 これら河川砂との類似性があまり

高くない位置関係にある。花南岩類と堆積岩とが分布する地域に産地が推定される。

Nos.24,6は、石英・斜長石・カ リ長石・花商岩類が主体の岩石鉱物組成を示し、重鉱物組成では

黒雲母・角閃石・不透明鉱物から主として構成される。第11表 では G群 に、第239図 では笛吹川・

第10表 土器胎土中の岩石鉱物 (数字はポイント数を、十は計数以外の検出を示す)

cPx単斜輝石 opx斜 方βる olカ ンランる opeオ バサイト bO′ 型夕(形石英 O石 英

C中間型 D ttF・ R型管状 E軽石型線艇状 F軽石型スポシジ状

体掲色粒子

館山岩の斑晶鉱物

壱局岩頬含有鉱物

イクロクラフィック組織

k山 ガラス形態

円
■
昨
‐

直物差酸体

鉱物 :B黒雲e M無 色雲母 I・ 角閃石、 oxyH酸 化角FAl石 、
変質火山岩類 :AD安 山岩質～テイサイト質 Dテ イサイト質
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岩石鉱物組成

No.1

No.2

No.3

No.4

No.5

No.6

No.7

No.8

No.9

No.10

No.11

No.12

No.13

No.14

No.15

No.16

No。 17

No.18

No.19

No.20

No.21

No.22

粒子構成

士:::|■ |:::日

:国

}#::|:i:::::::::i:1

|:::::■ ::::■ ::::1

::::!:::::::』

::::::::::::::::■ i:::1

::::::::::::]

デ下:要

■:::::!:1::::::::::::l

|■ ::::::::::::!:!:嘔

III日

r:::::上 士::::

:::::::::::|:::::::i:|:I

:::::::::::::H

□ 砂粒子    □

圏 赤褐色粒子    囲

ロ  マ トリクス    団

目

囲

国

石英一単結晶計 [コ 安山岩    □

石英一多結晶  国  デイサイト  国

カリ長石  日 変質火山岩類計 団

斜長石    巴 花南岩類   日

重鉱物計   田 変成岩類計  圏

玄武岩   □ 砂岩

重鉱物組成 (基数 )

泥岩       国  黒雲母  匠〕 カンラン石

珪質岩    図 無色雲母 圏 緑簾石

炭酸塩岩   目 角閃石  日 ジルコン

火山ガラス計   日  酸化角閃石 I■ 不透明鉱物

その他計     国  単斜輝石

圏  斜方輝石

27

28

21

65

67

91

21

88

72

67

96

60

75

57

69

56

57

160

80

64

21

32

0   20  40  60  80  1,20  10 20 30 40 50 60 70 80 90 1,?0  10 20 30 40 50 60 70 80 90 19?

第237図 土器胎上の岩石鉱物組成

釜無川河川砂とともにクラスター 4に属する。花商岩類地域に産地が推定される。

No.3は、花蘭岩類が卓越し、変質火山岩類・泥岩などがこれに続き、ホルンフェルス・砂岩・安

山岩・デイサイ トなど多様な岩石種が含まれ、重鉱物組成では黒雲母が多く、単斜輝石・角閃石・

緑簾石を伴う。第 11表ではG― v群、第239図 では釜無川河川砂 とともにクラスター 3に属する。

緑色変質火山岩類が検出されたことなど釜無川流域地質の特徴と類似性が極めて高いことから、こ

れらの地域がNo.3の産地の最有力候補として推定される。

No.5は、安山岩・斜長石の多産、および単斜輝石・斜方輝石から構成される重鉱物組成とで特徴

づけられる。岩石としては、変質火山岩類・デイサイト・花蘭岩類などがわずかに含まれる。第H

表ではA― v群、第239図 では八ケ岳南麓河川砂や柳坪遺跡曽利式上器などとともにクラスター 9

に属する。八ケ岳南麓において在地的土器とすることもできるが、花蘭岩類など八ケ岳南麓におい

て異質の岩石が少量含まれていることから中間組成の土器と考えておきたい①

平出 3A式  (No.7)
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第238図 岩石組成折れ線グラ

第11表 岩石組成折れ線グラフによる土器の分類

分類 折れ線グラフの特徴 試料呑号

A群 安山岩の第 1ピ ーク    1顕 著な第 1ピ ーク

1変 質火山岩類の第 1ビ ーク

|デイサイトの第 2ピ ーク

8,9,10,11,12,13,14,17

A― v t4

A一 d群 15,16

D群 デイサイトの第 1ピ ーク 顕著な第 1ピ ーク

G群 花前岩類の第 1ピーク 顕著な第 1ピ ーク 2,4,6,7,8

G― v群 変質火山岩類の第 1ピ ーク 3

G― d群 デイサイトの第 2ピ ーク 20,21,22

G― nd群 泥岩の第 2ピ ーク 1

含砂率は、 35,8%であ り、赤褐色粒子は少ない。岩石鉱物組成では、石英・ カリ長石 ・斜長石・

花南岩類から主として構成され、重鉱物組成では黒雲母が卓越して無色雲母・角閃石 を伴 う。第 11

表では G群、第239図ではクラスター 4に属する。黒雲母・無色雲母が花聞岩類 に含まれ ること、

圧砕された細粒の石英か らなるマイロナイ ト様の変成岩がわずかながら検出され ることな どの特徴

が認め られる。これらの特徴は、山梨県 内ではほとん どみ られず、中央構造線地域などでの特徴で

ある可能性が予想される。平出3A式の分布の中心は、長野県内にあることから今回の分析結果は

―――
日
―――
相
――

|

‖ヽ
―――
＝
＝

|

|

|

|
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これ と調和的である。長野県内な どか らの搬入土器の可能性が高い。

新道式    (Nos.8,9,10,12,17,20)

含砂率は試料ごとに225～383%と かなり多様である。赤褐色粒子はわずかである。

Nos.8,9,10,12,17は 、安山岩の卓越で特徴づけられ、 これ に斜長石が続き、重鉱物では単斜輝石が

優勢で斜方輝石・角閃石・カンラン石・不透明鉱物が伴 う。安 山岩は、斑晶鉱物として単斜輝石・

斜方輝石のほかカンラン石を伴う。これらの試料は、第 11表ではA群、第239図では遺跡周辺の泉

川・甲川河川砂 とともにクラスター 9に属する。八ケ岳南麓河川砂との類似性が極めて高い ことか

らNos,8,9,10,12,17は 、在地的土器であると考えられ る。

No.20は、斜長石・石英・花南岩類・デイサイトで特徴づけられ、重鉱物組成では角閃石・黒雲

母・不透明鉱物が多く、酸化角閃石・斜方輝石 。単斜輝石を伴う。第 11表 ではG― d群、第239図

では荒川・塩川河川砂などとともにクラスター 7に 属する。甲府盆地内では花蘭岩類・デイサイ ト

が分布している黒富士火山周辺の荒川・塩川流域が産地候補として考えられるが、県外の同様の地

質地域から搬入された可能性も否定できない。

藤内～新道式  (No.18)

含砂率は、27,7%で ある。岩石鉱物組成では、花南岩類とその構成鉱物である斜長石・石英・カ

リ長石および重鉱物が多い特徴が顕著である。重鉱物組成では、ほとんどが黒雲母から構成される。

第H表ではG群、第239図ではクラスター4に 属する。花南岩地域に産地が推定される。

藤内式  (Nos.11,13,14,15,16,19,21,22)

Nos.11,13,14,15,16は 、安山岩の卓越で特徴づけられる。重鉱物組成では単斜輝石が優勢で、斜

方輝石・角閃石・不透明鉱物・カンラン石などを伴う。なおNos,15.16で は岩石鉱物組成中にデイサ

イ トを7.8～ 9.4%程度含む。Nos,11,13,14は 、第11表 でA群、第239図 ではクラスター 9に属し、

八ケ岳山麓河川砂 との類似性が高いことから在地的土器と考えられる。Nos.15.16は 、第 11表で

A― d群、第239図ではクラスター 9に属する。Nos,15,16は、デイサイ トが少量含まれ、柳坪遺跡

の中間組成土器や在地的土器と類似性が高いことか ら、隣接する塩川流域の地質的要素を含む中間

的組成の土器で、八ケ岳南麓の東側の地域に産地が推定される。

No19は、デイサイ トで特徴づけられる。デイサイ トは、多孔質で一部繊維状のガラス質石基をも

ち、角閃石 。酸化角閃石・斜方輝石・単斜輝石・斜長石・β型 (高 温型)石英などの斑晶を伴 う。

第H表でD群、第239図 ではクラスター 7に属する。デイサイトの岩石学的特徴が黒富士火山のも

のと類似性が高いことから、No.19の 産地は塩川・荒川流域の黒富士火山を中心としたデイサイ ト

地域に推定される可能性が高い。

Nos.21,22は 、花蘭岩類と石英・斜長石わずかなデイサイト・安山岩などで特徴づけられ、重鉱物

組成では角閃石が多く、単斜輝石・黒雲母・酸化角閃石・不透明鉱物などが含まれる。第11表では

No.21が G一 v群 にNo.22が G― d群 に、第239図 では笛吹川河川砂No,17と ともに両者がクラスタ

ー 4に 属する。若千含有率の相違があるが両者は類似性が高い。酸化角閃石やデイサイトが伴 うこ

とから塩川や荒川などデイサイト地域の影響が若干認められる花闘岩地域に産地が推定される。
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第239図  土器のクラスター分析樹形図

5.八ケ岳南麓における土器製作の開始について

今回の分析で、新道～藤内式期では、肉眼観察結果と同様に安山岩を多く含む在地的土器および

中間組成土器が多く確認された。周辺地域内部における土器の移動は当然想定されるものの、曽利

式期と同様に、八ケ岳南麓地域において地元の材料を用いた土器が縄文中期中葉において継続的に

製作されていた状況が推定される。また新道～藤内式期の搬入土器の産地が、八ケ岳南麓地域に隣
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接 した花南岩類地域やデ イサイ ト地域 に推定される ことは、八 ヶ岳周辺において土器 の移動距離が

比較的小 さい曽利式期の特徴ときわめて類似1生が高い。曽利式土器ほどのデータ蓄積はないものの、

本遣跡の結果によって、 曽利式期の土器 の生産や移動に関する類似 した状況が新道～藤内式期にま

でさかのぼ る可能性が考えられる。

本遺跡 における諸磯式期唯一の6号堅穴では、肉眼観察結果と同様 に花聞岩類地域に産地が推定

される搬入土器が大部分を占め、八ケ岳山麓において製作された と推定される在地的土器はNo.5の

みであった。この縄文前期後半の状況は縄文中期とは明らかに異なっている。

伊豆諸島において、三宅島西原遺跡・神津島上の山遺跡・式根島ヘ リポー ト遺跡などか ら出上し

た諸磯 b・ c式土器の胎上分析により、花商岩類を多量 に含む土器が大部分を占め、分析試料のほ

とんどが搬入土器であることが明 らかにされている (清水 ,1977、 古城 ,1978、 今村,1980)。 また西

原遺跡の土器は、諸磯 b式新段階 。c式古段階 とも中部高地のものと型式的にほとん ど区別できな

いとされ (今村 ,2000)、 きわめて広域にわたるこの時期の土器の移動が明らかになっている。

古城 (1981)は 、関東地方の諸磯 b式および浮島式上器の胎土分析を広域 に行っていて、関東地

方の諸磯 b式土器では片岩・テャー ト・堆積岩・流紋岩 。安山岩な どが多い特徴がある。 また関東

地方で出土する花商岩類が卓越する土器は、出土が まれであ り、ほとん どが搬入土器 と推定されて

いる。さらに古城は、片岩に注目した場合土器の長距離移動がふつうにあったと推定している。

松田 (1997)は 、桐生市三島台遺跡の諸磯式上器 を胎土分析し、堆積岩・凝灰岩・花 南岩類・安

山岩な どが含まれる土器 を在地的とし、片岩を含む土器 を搬入土器とした。また松 田 (2000)は 、

神奈川県伊勢原市坪 ノ内 。宮 ノ前遺跡出土の諸磯 b式土器の胎上分析を行い、花蘭岩類が卓越する

1点と片岩 を含む 2点を搬入土器、泥岩・砂岩などの堆積岩 と変質火山岩類で特徴づけ られ る6点

を在地的土器と推定 した。これら神奈川県 中部～東部地域の在地的土器胎土の特徴は、相模野台地

上の早期野島式や後期堀之内式の在地的土器組成な ど各時期 を通 じて共通性が高い傾向が認め られ

る (阿部・河西,1994;河 西,1995,1999)。

パリノ・サーヴェイ (2000)は、甲府盆地内境川村諏訪尻遺跡の諸磯 b式土器な どを分析 し、角

閃石・黒雲母・花闇岩類で特徴づけられる在地的土器、比較的新鮮な角閃石からなリデイサイ ト地

域に産地が推定 される土器、および花南岩類・片麻岩地域からの搬入土器な どを明らか にしている。

以上の ことから、諸磯式土器の胎土組成は、関東地方を中心 として巨視的にみると地域的な特徴

を示しているといえる。胎土中に花南岩類が卓越する諸磯式土器は、関東地域において一般的なも

のではない ことから、中部高地において特徴的なものと考え られる。諸磯式期の上器は、長距離移

動 した ものが認められることから、本遺跡出土の諸磯式土器は中部高地内の花闘岩類分布地域で製

作 されたものが八ケ岳山麓に搬入されたものと解釈 される。静岡県東部地域の曽利式土器 において

も甲府盆地・八ケ岳山麓地域出土土器胎土 と類似性 の高い土器が多 く検出されることか ら土器の遠

距離移動が推定されている (増島,1994)。 しか し、八ケ岳山麓における土器の製作 と移 動に関して

は、 曽利式期と諸磯式期とでは状況が異なる。

諸磯 b式期 の主要遺跡の分布は、八ケ岳南百麓の安山岩を主体 とする火山岩地域では、大泉村天

神遺跡・御所遺跡・長坂町酒呑場遺跡 。富士見町机原遺跡・原村阿久遺跡な どがある。甲府盆地東
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部の花南岩類分布地域では、勝沼町一宮町釈迦堂遺跡・塩 山市獅子之前遺跡・御坂町八代町花鳥山

遺跡・境川村―の沢遺跡・寺平遺跡な ど分布密度が高い。釜無川流域 の白州町西之久保遺跡は、甲

斐駒ケ岳岩体の花闘岩類分布地域 に属する。諏訪市十二 ノ后遺跡は主 として安 山岩から構成された

塩嶺累層の分布する守屋 山系の北東麓に位置 しているが諏訪盆地 の対岸 には花商岩類 (茅 野岩体)

が分布している。塩尻市舅屋敷遺跡は、松本盆地南部の花南岩類 (松本岩林)分布地域 に位置する。

大町市上原遺跡・松川村有明山社遺跡は、松本盆地北郡飛騨山地 (北 アルプス)に 分布する花商岩

類地域に位置する。これらのことか ら石原田北遺跡出上の花蘭岩類で特徴づけられる諸磯 b式上器

の産地の候補地 として、甲府盆地東郡地域、甲斐駒ケ岳周辺の釜無川流域、諏訪盆地周辺、松本盆

地南部地域、および松本盆地北部地域の 5地域が現在のところ考 えられる。

なお、石原田北遺跡の諸磯 b式土器に少数ながらも在地的土器が確認されたことか ら、八ケ岳山

麓における在地的土器の生産の開始が諸磯式期 にまでさかのぼる可能1と もでてきた。今後八ケ岳山

麓の同時期遺跡に関す るデータの蓄積を待って検討する必要がある。

6.おわりに

縄文前期諸磯式上器 においては、ほとん どが花蘭岩類で特徴づけられる搬入土器からなり、八ケ

岳南麓における在地的土器はきわめて少数であることがわかった。縄文中期の新道～藤内式土器で

は、在地的土器がきわめて多 く、曽利期の在地的土器の保有率 に匹敵することか ら、八ケ岳南麓に

おける土器製作がすで に本格化 していた と推定 される。

(河西学)
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第 2節 石原田北遺跡から出土した炭化種実

1.は じめに

石原 田北遺跡は、山梨県北巨摩郡長坂町大八田字石原田166他に所在 し、縄文時代中期前葉・平安

(10世紀前半 。11世紀末～ 12世紀初 )。 中世を主林とした遺跡である。ここでは、竪穴、ピッ トな ど

から出土した炭化種実を検討 し、遺跡周辺の栽培・利用状況および古植生の推定 を試みた。

2.出上 した炭化種実

炭化種実の検討は、 1～ 43の合計43試料 について行った。これ ら各試料から出土した炭化種実の

一覧を表 12お よび表 13に示 した。なお、炭化材、不明炭化物な ど炭化種実 として同定 し得 るものを

全く含んでいなかった試料は空欄 となっている。出上 した分類群 を以下に示す。

木 本 :オ ニグルミ、キイテゴ属

草 本 :イ ネ、オオムギ、 コムギ、 ヒエ、アワ、ヒエーアワ、オヒシバ、カヤツリグサ属、サナエ

タデ近似種、タデ属、 シロザ近似種、ヒユ属、スベリヒユ、ササゲ属、マメ科、カタバ

ミ属、エノキグサ、ニシキソウ近似種

その他 :菌核

3.考 察

出土したもののうち、イネ、オオムギ、 コムギ、 ヒエ、アワ、 ヒエーアワは栽培植物である。イ

ネ、アワは平安時代試料、中世 ?試料のいずれからも出土している。オオムギ、 コムギは中世 ?試

料のみで、また ヒエ、 ヒエ ーアワは平安時代試料のみで出土している。 タデ属(試料 3)、 ササゲ属、

マメ科は、栽培植物の可能性があり、平安時代試料のみか ら出土している。 タデ属炭化果実は、イ

ネ、ムギ、キ ビ族などの穀類と共に遺跡からしば しば出土することから、これ ら穀類 と共 に栽培さ

れていた可能性が考えられる分類群であり、本遺跡では、イネ と共 に出上 した。ササゲ属はアズキ、

リョク トウな どの栽培植物 を含む分類群であるが、 出土種子はそ こまでの同定 には至 らなかった。

マメ科は、発泡が著 しく、 これ以上の同定 には至らなかったが、ササゲ属が出土 していることか ら、

その可能性が考 えられる。オニグルミ、キイテゴ属は、食用となる利用植物であ り、オニグルミは

縄文時代中期試料のみ、キイテゴ属は中世 ?試料のみで出上している。キイチゴ属は、果実が生食

可能な漿果類であるが、炭化して出土す ることは珍しいと思われ、何か利用法 と関連があるのか も

しれない。その他は、ほぼ雑草と考え られ、オ ヒシバ、 シロザ近似種、 ヒユ属、スベリヒユ、カタ

バ ミ属、エ ノキグサ、ニシキソウ近似種な ど、概ね路傍ないし畑地 のよ うなやや乾き気味の所 に生

育す る分類群である。
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表12 大型植物化石一覧表

番 号 遺構名 層位 時代 分類群名

1 2事穴 亀覆±2層 平安 アワ、マメ科

2 2竪穴 語覆±3層 (灰層 ) 平安 ヒエ、アワ、ヒエーアワ、マメ科、菌核

3 3竪穴 竃覆±3層 平 安 イネ、タデ属、スベリヒユ

4 4竪穴 竃覆土 (4・ 5層 ) 平安

5 5竪穴 竃覆土 平安

6 20竪六 炉覆土② 縄文中 オニグルミ

7 20竪穴 炉覆土( 縄文 中 オニグルミ

23竪穴 竃周辺覆土 (灰層) 平安 アワゝ カヤツリグサ属、タデ属、シロザ近似種、菌核

24竪水 語覆±4層 平安 イネ、コムギ、シロザ近似種Ⅲササゲ属、カタバミ属、菌核
24竪穴 竃周辺床面直上層 平 安 シロザ近似種、菌核

1 35竪穴 炉覆土 縄文 中

2 35事穴 竃周辺床面直上層 縄文中 コムギ、シロザ近似種、エノキグサ

3 35竪穴 No.625遺物内 縄文中

35竪穴 No.626遺物内 電文 中 オニグルミ

5 35竪穴 No.879潰物内 電E丈 中 オヒシバ、菌核

16清 覆±4層 中近世 イネ、コムギ、シロザ近似種、スベリヒユ、エノキグサ、菌核

7 ピット95 覆± 1層 中世か シロザ近似種、スベリヒユ、菌核

ピット95 覆±3層 中世か キイテゴ属、イネ、菌核

ピット96 覆± 1層 中世か
コムギ、カヤツリグサ属、シロザ近似種、スベリヒユ

エノキグサ、菌核

ピット96 覆±2層 中世か
コムギ、カヤツリグサ属Ⅲサナエタデ近似種、シロザ近似種

スベリヒユ、カタバミ属、菌核

ビット96 覆±6層 中世か 菌核

ピット96 暦±7層 中世か コムギ、菌核

ピット98 覆±2層 中世か カヤツリグサ属、シロザ近似種、菌核

ピット 覆± 1層 (西) 中世か シロザ近似種、菌核

ピット 覆±3層 中世か ンロザ近似種、エノキグサ、菌核

ビット 覆±4層 中世か カヤツリグサ属、スベリヒユ、菌核

ピット 覆± 4層 中世か オオムギ、菌核

ピット 覆±2層 中世か オオムギ、シロザ近似種、スベリヒユ、菌核

ピット 覆± 1層 中世か ンロザ近似種、スベリヒユ、エノキグサ、菌核

ピット 覆± 1層 中世か コムギ、シロザ近似種、菌核

ピット 覆±3層 中世か コムギ、シロザ近似種、菌核

ピット 覆± 1層 中 trか イネ、オオムギⅢコムギ、シロザ近似種、菌核

ピット 覆±6層 中世か コムギ、シロザ近似種

ピット 覆±3層 中世か シロザ近似種、スベリヒユ、エノキグサⅢ菌核

ピット162 覆±2層 中世か オオムギ、アワ、シロザ近似種、スベリヒユ、菌核

ピット 覆±3層 中世か ニシキソウ近似種

ピット 覆± 1層 中世か カヤツリグサ属

ピット 覆±4層 中tHか コムギ、シロザ近似種、ヒユ属、スベリヒユⅢ菌核

ビット167 覆±7層 中世か コムギ、シロザ近似種

ビット177 覆±2層 中世か
イネ、カヤツリグサ属、シロザ近似種、スベリヒユ

カタバミ属Ⅲエノキグサ、ニシキソウ近似種、菌核

ピット 覆± 1層 不 明 オオムギ、スベリヒユ、菌核

ピット 覆±3層 不明 粛核

7竪穴 平安
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4“ 主な炭化種実の形態などの記載

オニグルミ 」ugians ailanthifolia Carr.炭 化核

いずれの試料から出土した核も1個分に満たないような細かな破片である。

ヒエ Echinochba crus― galh P13eauv,v ar,倣 menぬcea Trin,炭化胚乳

胚乳は扁平で胚の長さは果長の2/3程度。隣はうちわ型。

アワ Setana italca Beauv,炭化胚乳

胚部分の長さは果長の2/3程 度。状態が悪く、謄は不明瞭である。胚乳の概形は、全体的に丸 こ

くて厚みがあり、先端部はやや平 らな円形か中央部がへ こみ、まずアワとしてよいと思われる。状

態があまりにも悪く、ヒエかアワか区別し得なかったものはヒエーアワとした。

カヤツリグサ属 Cyperus炭化果実

三稜形で長 さ約 1.2～ 1.3nlnl、 幅約 0,4～ 0.51nm。

タデ属 Pdygonum炭 化果実

試料3か ら出土 した果実は、断面が丸みを帯びた二面形で長 さ約 1,6 mm、 幅は発泡 しており不明。

試料8か ら出土した果実は、扁平な二面の倒卵形。

ササゲ属 Vigna炭化種子

試料9か ら半割種子が3個出土した。子葉内面の形態からササゲ属と同定 した。長さ約3.8～ 4,4mm、

幅約2.3～ 2.8 mm。 マメ科 としたものは、 あまりにも発泡 していて状態が悪いが、概形か らおそらく

マメ科と思われる。長さ約7.Omm。

菌核

径0.3～ 1.Ommの 球形で仁丹状。腐った樹木の表面などに付く菌の集合。

新山雅広 (パ レオ・ラボ)
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図版1 出上 した炭化種実 (ス ヶ―ルはlmm)
1 オニ グルミ、 炭化核、試料14 2 キイテゴ属、炭化核、 試料18 3 イネ、炭化胚乳、 試料9 4 オオムギ、炭化胚乳、RIt料 32 5 コ

ムギ 、炭化胚乳、試料19 6 ヒエ、炭化胚乳、試料 2 7 アワ、 炭化胚乳、 試料1 8 アワ、炭化胚▼L、 試料2 9 オヒシバ、炭化種子、

試料 15 10 カヤ ツリグサ属 、炭化果実、試料 37 11 サナ エタデ 近似種、炭化 果実、試料 20 12 タデ 属、炭化 果実、試料8 13 タデ

属、炭化果 実、試料8 14 シロザ 近似種、炭化種 子、試料 17 15 スベリヒユ、炭化種 子、 試料29 16 ササゲ属、炭化種 子、試料 9 17
マメ牟|、 炭化種 子、試料1 18 エノキ グサ、炭化種子、試料29 19 ニシキ ソウ近似種、炭化種子、試料 36 20 菌核、試料 40
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第 3節 石原田北遺跡7号竪穴から出土した炭化材の樹種同定

1. tよ じめに

山梨県北巨摩郡長坂町大八田166他に所在す る当遺跡の平安時代の遺構である 7号竪穴住居跡から

出上 した炭化材の樹種 同定結果を報告する。

同定依頼を受けた試料は一括 して取り上げ られた複数の破片ではあるが、建築材 として使用され

ていた一部 と考 えられる。 これらの炭化材の樹種を明らかにすることは、平安時代に当地域ではど

のよ うな樹種が住居建築材として利用されていたのかを知るためのひとつの資料となる。

2.炭化材樹種同定の方法

当遺跡の炭化材の破片にはいくつかの形状の違 いがあり、複数の種類が含 まれている可能性があ

った。そ こで、実体顕微鏡で炭化材の横断面 を観察しておおまかに分け、次 にそれぞれか ら代表的

な破片や確認を必要 とす る炭化材 を抽出し、材組織 を走査電子顕微鏡で拡大し組織学的 に同定を決

定 した。走査電子顕微鏡用の試料は、 3断面 を 5 mm角 以下の大きさに整え、直径 l cmの 真鍮製試料

台 に両面テ ープで固定 し、その周囲に導電性ペース トを塗る。試料を充分乾燥 させた後、金蒸着 を

施し、走査電子顕微鏡 (日 本電子llntt 」sM―T100型)で観察と写真撮影を行 つた。

3.結 果

樹種 同定の結果 を以下の表に示す。

表14 石原田北遣跡 7号竪穴(平安時代住居跡)出土炭化材の樹種同定結果

遺 構 樹 種 備 考

7号竪穴 ヒノキ 薄板状の破片多数

横断面は年輪線が斜めに断たれており、加工

片の可能性があるのではないか ?

7号堅穴 クスノキ科 直径lcmの丸木

小型管7しからなり、クスノキ・タブノキ以外の

樹種

7号竪穴 ウコギ属 小破片

7号堅穴 草本性イネ科 直径約8mmの禅が同一方向に集積して出土

ススキ属やテガヤ属の可能性が高い。
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第 4節 石原田遺跡出土獣骨の鑑定

はじめに

石原田北遺跡の発掘調査では、縄文時代中期前半頃の集落跡、平安時代の集落跡、 中世の建物跡

や墓などが確認 されている。平安時代の遺構面では、古代以降と考え られ る、動物骨を覆土中に伴

う土墳が検出されている。今回の調査では、出土した動物骨 の鑑定を行い、種類・ 部位 を特定す る

と同時に遺構の性格 に関する検討 を行 う。なお、動物骨の鑑定は、早稲田大学金子浩昌先生にお願

いした。

1 . 島t  淋斗

試料は、ピッ ト135、 ピッ ト141、 ピッ ト163の 3基の土坑内覆土か ら出上 した動物骨である。

2.分析方法

試料を肉眼観察 し、その形態的特徴から種類および部位を同定する。

3.結 果

結果 を表 1に示す。 ピッ ト135・ 141。 163か ら出土した動物骨はすべてウマに同定された。

脊椎動物門 Phylum Verterrata

哺乳綱 Class Mamrralia

奇蹄 目  Order PenssOdactyla

ウマ科 Falnily Equidae

ウマ属 Genus Equus

ウマ  Equus caballus

4.考 察

ピット135の 獣骨は、ウマの下顎切歯、下顎臼歯 。上顎 臼歯に同定 された。同一部位の歯が存在

しないこと、上 。下顎歯が合わさった状態で出土していることか らみて、本土墳出土の歯は同一イ回

体 に由来す るものと判断される。 このほか、部位が特定できないが骨片が認め られることか ら、頭

郡だけが存在したのではなく、全体が存在 したが経年変化の過程で分解消失した可能性がある。す

なわち、本土墳 には馬一体分が埋葬されていた可能性がある。土墳の大きさか らみて、通常の状態

での埋葬は考えにくいが首の部分で折 り曲げて埋葬 した とすれば充分に土墳内に収まるものと思わ

れる。

ピ ット141の 獣骨 は、 ウマの切歯、下顎歯・上顎歯 に同定 され た。 このうち、切歯は遺存 状態 が

悪 く、上顎・ 下顎 の判 断がで きなかった。 本土墳 の歯 につ いて もピッ ト135と 同様 に埋 葬され たウ

マの骨のうち、 経年変化の過程 で歯だ けが残存 した可能性が考 え られる。

ピツ ト163の 獣骨は、 上記 同様 ウマ の左下顎歯列が認 め られた。 ピ ッ ト135。 141のよ うにすべ て

-318-



の歯が揃つているわけではないが、遺構上部が後世の撹乱の影響 を受けており、切 られている可能

性があることか ら、本土墳について も同様 に埋葬施設 としての利用が考 えられ る。

以上、現時点で明 らか となってきている情報 に基づいて土坑の性格などについて検討したが、ウ

マの性別 。年齢に関 しては検討の余地がある。 これらの点 については、今後の調査の中で考古学的

調査成果を含めて総合的に評価す るようにしたい。

パリノ・サーヴェイ株式会社

表15 骨同定結果表

遺構名
取 り上 げ

種別 都位
(長 さ) b(厚 さ)| h(高 さ)

備 考

ッH35 下切歯      II
下切 歯      I,
下顎 歯   左  P, 81 77 司一個体。

下顎歯   左  Pa
下顎歯   左  P4 7834■

下顎 歯   左  Ml 14 10 7194±

下顎歯   左  M2 2592 1342

下号百常    左  M々 H77
② 下顎歯   石  P

下顎歯   右  Pa
下顎歯   右  P4
下顎歯   右  Ml
下顎 憾    石  M,
下顎歯   右  Ma

⑥ 上顎歯   左  PZ
上顎歯   左  P。 6594

L顆悔 左

L零巨斎 左 MI

卜零冨首   左  M老

L号百筒   左  M° 2072
の

「
顎粛   若

卜零百お打     メイ P3

上顎歯   右  P4
上顎歯   右  Ml
上顎 歯    右  Mと

卜踊 悔   オ  Mむ

ピット141 ① ウマ 上顎歯   左  P` 22 1 6175 同一個体。

上顎哲   左  Pも

L顎☆    左  P4

r写百歯   左  Ml 2357 2476
卜号百肯     芹   V 2328 6309
卜顎 脩     芹   W 1972

② 卜顎 歯   石

下顎歯   右  P
下顎歯   右  P
下顎歯   右 Ml

下顎歯   右  M2
下顎 函   石  MR

③ 卜執 歯   左  ●2 2999

下顎歯   左 P3
下顎歯   左  P 6990

下顎歯   左  MI 2533

下顎歯   左  M2
下顎歯   左  M3 2773

∩ L顎歯   右  PZ
上顎歯   右  P°

上顎歯   右 P4

上録歯 _ 右 Ml
上顎歯   右  M2

I左 下 顎 歯 列 (5点 )
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第Ⅵ章 若干の考察 とまとめ

第 1節 縄文中期の集落変遷 と土器様相

1 縄支中期前半の竪穴 と出土土器

ここでは中期前半の竪穴建物のうち土器 を多く伴う5軒に関し、竪穴の特徴および土器群の分析を

まとめてお く。なお、時期細分については、記述順が逆 になるが第 2項に示す時期設定 に基づくも

のとする。

(1)12号竪穴

格沢 3期 (6)、 新道 1期 (12)な どの破片が混 じるが、復元イ団体である 1～ 5。 18は 全て藤内

1期で、重三角文類 (口 縁部文様帯 に重三角区画文をもつ、 5)、 円筒形類 (1・ 2・ 18)、 ラッパ

形類 (3)、 縦区画文類 (4)がある。出土状況では、炉の可能性あるP比 6中 から 1・ 4・ 5が、そ

の他のピ ット中から 2・ 3が出土し、住居廃絶直後と思われる土器群が藤内 1期 でまとまりをみせ、

良好なセッ ト関係を示 している。

1・ 5の交互三角文 (鋸 歯状の三角文)中 には三叉文があり、 2の 日縁部文様帯中にも認め られ

る。新道 2期 の玉抱き三叉文か らの変化であろう。 4は 4単位の小波状 日縁をもつ縦区画文土器で、

1箇所の波頂部か ら「し」状 に垂下する抽象的な懸垂文をもつ土器である。隆線上に竹管押引文、

パネルの一部にはキャタピラ文や円形刺突文をもち、口縁部文様帯中には印刻技法 もみ られ、縦パ

ネル文類の土器の中でも藤内 1期 の特徴を示している。全体に三角押文施文は低調で、蛇行沈線化

しているが、 2に は一部認め られる。

なお本遺構は36号竪穴を切つているが、36号は新道 2期を主とし、遺物面からの矛盾はな い。

(2)20号竪穴

竪穴は 5～ 7本柱穴で、 3回の建替えが想定 されている。通常奥壁側に位置す る 1本の柱がなく、

柱穴間をつなく
｀
周溝の形は逆五角形を呈している。炉は石が存在しないが、本来は石囲炉と推浪1さ

れている。深鉢形では時期のわかる資料中、 1・ 4～ 6・ 8・ 9。 11・ 12・ 15・ 18は 新道 2期、

2・ 3。 10。 14。 22・ 34は 藤内 1期。出土状況では、Pit6覆土上層から4が出上している ことか

ら、廃絶期を新道2期 と推測してお く。

器形的には重三角文類 (1・ 9・ 11～ 13)、 円筒形類 (2～ 6・ 8。 14・ 18・ 22)、 ラッパ形類

(15)、 素文 (無 文)類 (7・ 20・ 21・ 25～ 27)が ある。 1は重三角文類で胴部は横区画のパネル

文 とな り、大突起 を頭部とする人体文 1個と、その左右に山椒魚文 をもつ。 口縁部文様帯には三角

押文はないが玉抱き三叉文をもち、日縁部文様帯以下のパネル中にも三角押文 を多用し、玉抱き三

叉文 をもつ ものがあるなど、細部の技法 には新道 2期的な要素が強いため、一応新道2期 としてお く。

山椒魚文は 2単位で、図では影になっているのでわか りにくいが、展開写真および巻頭写真 にある

よ うに、腹部全体を大き く膨 らませて半我竹管刺突文をうろこ状 に施文するとともに、背筋を薄く

表現して立体感 をもたせ、頭部は双環でl艮 を表す、 というようにリアルである。 同様に眼を表現 し

た例 には釈迦堂遺跡 SⅣ区53住 (新道 上期)がある。人体文は外側向きのミミズク把手 を頭部 とし、
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体郡は頚部文様帯に位置 し、足を 3本指で表現している。手は明確に表現 していないものの重三 角

文の隆線を見立てているのであろう。体部は紡錘形で、昆虫、あるいは動物的であ り、人間離れ し

た体躯である。高さ77cm以 上と中期前半においては特大の大きさであ り、容量 も非常に大きい。類

例として本遺跡では35号堅穴84があるほか、韮崎市石之坪遺跡東 7号住にも新道 2期 の資料がある。

重三角文の日縁部文様帯 をもつ抽象文土器形式のひ とつ として注 目す る必要があろう。 6は器形、

文様構成が抽象文 (山椒魚文)土器 に似るが、山椒魚文とはな らずに」字状懸垂文で表現されている。

日縁部には印刻文を施文 した盾状の大突起が 1個あるのが特徴で、横帯文 に長方形区画 を用 いるな

ど占相を示す。 3の胴部波状隆線文は 12号竪穴 1の ほか35号竪穴55に もあり、藤内 1期 の横帯文中

にみ られる一文様要素 として注 目したい。 9・ 11の 重三角文中には斜行沈線文が認められ、新道 2

期でも藤内 1期によ り近い要素をもっている。そのほか 7は 胴郡全面に円形↓甲圧文を持つ土器で、

通常の接合帯に見られ る縦長の指頭押圧 を模倣 した感があ り、異色である。

(3)35号竪穴

新道 2期 を中心 に、新道期 としては例がないほどの多量の土器 を出土した竪穴で、本遺跡の調査

の中で最大の成果のひとつといえる。 7本柱 を溝でつなく
゛
楕円形住居で、小型の石囲炉をほぼ 中央

にもつ。柱穴 は同一地点で 2回 の重複 を示す部分があり、全体では4回の建替えが想定されている。

土器は大き く新道 1期 ～藤内1期 の 3期に分けられる。新道 1期 には 6・ 7・ 10・ 11・ 16・ 23・

63、 新道 2期 には 1～ 3・ 8・ 13・ 14・ 21・ 32・ 49～ 51・ 55,75・ 80。 84、 藤内1期 には12・

22・ 31。 33。 34・ 47・ 54・ 56・ 71・ 83な どがある。土器 の出上位置に関 しては第 127・ 128図 に

図示されているが、改めて時期別に整理したのが第 240図 である。それによると新道 1期 と判断し

た土器群は主に床面～覆土下層に分布 し、住居址南半 に広がる。新道 2期では床面直上～覆土 中位

にかけて分布 し、平面的には住居 中央郡を中心に出上 している。 とくに微細図 (第 126図)に 図示

された、伏甕 (1)を 中心 とする炉周辺の床直付近で出土 した土器群が、新道 2期のまとまりとな

っている点は非常に興味深い。藤内 1期では新道 2期 の上層、竪穴覆土上層に主に分布し、出土地点

も中央やや北寄 りで、新道 2期の出土位置との違いは明瞭である。 これらの出土層位 を第122図 断

面図で再確認すると、新道 1期 -2・ 7層 、新道 2期 -1・ 2層、藤内 1期 -1層 にほぼ対応 し、

新道 1期、新道 2期、藤内 1期 の時間差は本竪穴内にお いて層位的に検証することが可能である。

以上によ り、本住居の廃絶は新道 1期 と思われ、第 1次堆積層を中心に新道 1期 の土器が含 まれる。

新道 2期では完全に埋ま りき らない床面中央付近を中心 に伏甕な どの土器が一括廃棄 されたと思わ

れる。続 く藤 内 1期には第 2次堆積層中に土器が廃棄 されたと考え られ る。ただ新道 1期の上器 に

覆土中流れ込み的な様相 を示すものがあることと、床 面直上での新道 2期の土器の出土状況を加味

す ると、新道 2期段階での住居廃棄 も十分予想 されるところである (第 245図遺構変遷図では新道

2期廃絶を想定 した)。

深鉢形土器は形式的 に細別するな らば、重三角文類 (1～ 3・ 5～ 16・ 18～ 23)、 円筒形類

(17・ 49～ 51・ 53～ 56・ 58～ 66・ 71・ 73)、 素文 (無文)類 (35～ 37・ 52・ 57・ 113～ H7)、 縦

区画文類 (31・ 32・ 34・ 47・ 75)、 その他 (33・ 43・ 76)イこ大きく分け られる。ほかに台付き土

器 (83・ 110)、 浅鉢形土器 (4・ 95～ 109)等がある。
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重三角文類 の土器群 には、胴 部を横帯文の積み 上げ とす る土 器 (重 三角文A類)の ほか、渦 巻状

等 の隆線あ るいは竹管文 によ る 2単位 のモチー フをもつ もの (重 三角文 B類)が ある。 1は胴 部 に

竹管で気ま まに描いたよ うなモテーフで、頚部に も竹管 1甲 引き文をもつなどやや具質であ る。 日縁

部 の突起 は大小 向 き合 って いる。22は 重三 角文 の文様 帯以 下 を円筒 形類にみ られるよ うな抽 象文

(山 椒魚文)と する。 2・ 3・ 5・ 6・ 8・ 14は 上あ るいは下か ら巻 き込 む 蔓状 の隆線 モチ ーフが

描 かれる ものである。隆線 の突端 が 2本指 または蛇 の頭 部のよ うに膨 らむ のも特徴 で ある (2・

3・ 14等 )。

日縁 部には小波状 のほか大突起 を 1個 もつものが ある (1・ 3・ 10・ 13)。 時期 は 10を新道 1期 と

推 定す るほかは新道 2期 である。突起の文様 は外 面のみで、 内面は匙面状の無文 としている点 が共
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第242図  12・ 20・ 36・ 37号竪穴出土土器変遷図

通する。それらと同様の突起は円筒形類の17・ 49に もあ り、内面はいずれも匙面状に窪んでいる。

また突起 に付随して環状の小把手を伴 うのも特徴で、10を 除き全てに認めることができる。突起の

文様はミミズク突起や土偶の頭部文様との共通性も予想されるが、 10。 13・ 17な どの文様は土偶に

はみることはできない。10に ついては突起 中央に大きな貫通孔があき、特異 といえる。

円筒形類では抽象文をもつ ものに 17・ 49～ 51があ り、いずれも山椒魚文の体部は、粘土板の貼付

文上に横 に平行した縞状の三角押文が施文 される。 17は体部が細長 く、頭部は未発達であ り、山椒

焦文 としては初現的である。一方、49・ 50は完成された山椒魚文 といえ、50の ような 「>」 状の頭

部形態は広く認められる。49では背びれ状の文様が付き、魚のイメージが強いが、 50では腹部の腕

状の隆線がな く、蛇のようにみえる。51では頭部に粘土紐による装飾が加え られている。なお 50の
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日縁郡文様帯の連続した菱形文は、ほとんど同 じものが石之坪東の 7号住、上の平16号住 (中道町)

にも認められる。

縦区画文類は割合 としては少数である。 31は 4単位の波状目縁をもち、波状部か らは縦に隆線が

垂下するのみで、隆線上には竹管押引文を施文す る。 34・ 47も シンプルな縦区画文で、藤内 1期 の

特徴を示している。 32・ 75。 80は縦区画文 としては古相で、とくに80の は画 内には玉抱き三叉文

があ り、新道 2期 と考えておきたい。

その他とした 71・ 84は ともに横区画のパネル文が発達した土器で、 2段以上 にわたり長方形区画

を並べている。 とくに84は 前記 したように20号竪穴 1と共通性が強い。パネル内には三角押文とと

もに印刻三叉文 をもち、新道 2期の特徴 を示している。

浅鉢類は細別すると口縁押圧文類 (96・ 97)、 押圧隆帯文類 (H。 102)、 交互三角文類 (101)、

角押文類 (4・ 98・ 100)、 波状無文類 (95)イこ大別できる。時期については他遺跡での出土状況

をか考 にすると、傾向として新道 1期 一日縁押圧文類、新道 2期 一押圧隆帯文類、藤内 1期一押圧

隆帯文類・交互三角文と思われ るが、従来 ほとんど検討されていない。そのほか26～ 30は平出3A

系土器で、 26は 本来の文様構成 とは特に日縁部文様が異なっているものの、胎土・色調は異質で、

信サ1寸 方面か らの搬入品 として理解 してお きたい。

なお、甲府盆地域では新道式期後半に炉体土器か ら石囲炉への移行が認め られ、格沢式期にすで

に石囲炉をもつ長野県狽1(と くに八ヶ岳西南麓以西)か らの影響で石囲炉が普及したものと考え ら

れている (1989櫛 原)。 本竪穴例のようなJ正 面観を意識 した小型の五角形石囲炉は、藤内式期へ と

系譜をもつ ものである。また柱間周清および壁ぎわの段構造 (ベ ッド状遺構)を もつ住居 も八 ヶ岳

南麓以西には多 く認め られるもので、石之坪遺跡 (東地区)な どで藤内式期 にかけて存在する。

(4)36号竪穴

12号竪穴 (藤 内 1期 )と重複する。 7本柱穴 と思われる精 円形住居で、柱穴からは 2回の建替え

が予想される。炉は不明であるがPit28の 位置に想定でき、調査所見では否定的ではあるもののPit

内出上の 7は炉体土器であった可能性がある。また土器内を中心に5・ 13が出土している。

土器は新道 上期 (1・ 7)、 新道 2期 (5。 13)力 あゞり、竪六の使用時期は炉体土器 と推測 され

る 7か ら新道 1期、廃絶時期は新道 2期 と考えられる。

(5)37号竪穴

7本柱穴 と考え られる竪穴で、炉は不明であるがPit 8付近の可能性がある。土器は新道 2期

(3・ 12)が少数存在するが、主体は藤内1期 (1・ 2・ 4・ 6・ 15な ど)である。深鉢形土器には

重三角文類 (1～ 4・ 6)、 円筒形類 (7)、 ラッパ形類 (8)、 素文類 (5)がある。 2・ 4・ 6は

ともに縦位沈線が発達し、隆線上にはヘラ沈線が施文されているが、三角押文を残し、藤内 1期で

もよ り古相 を示す。

2 山梨県内を中心 とした中期前半土器群の変遷

ここでは山梨県内を中心 とした格沢～井戸尻式期の上器群の様相 について、竪穴内出土資料 を概

観し、時期設定を示しておく。
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県内では、数野雅彦氏 によって盗沢式期 の 3細 分が行われ (1984数 野)、 また一の沢 西遣跡の報

告中で井戸尻式期 3細分が行われた (1986長 沢)。 それらの成果を受けて釈迎堂遺跡の報告で格沢

式期 3細分、新道式期 3細分、藤内式期 2細分、井戸尻式期 3細 分が行われた (1987小 野)。 その

後、多摩丘陵・武蔵野台地編年 (1995/よ 林ヽ・黒尾 。中山)が示 されるとともに、今福理恵氏による

県史編年が提示された (1999今福 )。 今福編年では格沢式期 3細分 (格沢 1～ 3段 階)、 新道式期 2

細分 (新 道 1・ 2段階)、 藤内式期 4細分 (藤 内 1～ 4段階 )、 井戸尻式期 3細分 (井 戸尻 1～ 3段

階)が行われ、一応、多摩武蔵野編年 に対応した区分 となっている。藤内式期の4細分については、

竪穴資料全体での比較では区分可能と考え られるが、個体別 にみていくと難しく、細分根拠のより

明確な提示が求められる。ただ藤内4期細分は時代 の趨勢と考え られ、本稿で も時期区分の区割 り

としては今福編年を支持、踏襲する。ただし個々の時期内容については小野 。今福氏 の見解を尊重

しつつ住居出土資料に基づいて、ある程度の基準 を与えてみたい。

終沢式期  3細分が一般的で、格沢 1期 については宮の上 6号住 (勝 沼町)が地域性をよく表し

た土器群 として最近 「宮の上タイプJと仮称されている (2001小 林 )。 3期 では釈迦堂 S Ⅳ73住が

良好な一群 としてよく知られている。

新道期  1期 に釈迦堂 S Ⅳ53住 、甲ツ原 C50住 (大泉村)がある。 S Ⅳ53住では複線化した重三

角文内を無文とするもの、平行した三角押文とするものがあ り、阿玉台 lb(新 )が伴う。頚部に

くびれをもつ土器群には 日縁部に重三角文、頚部以下を縄文等にする新道 としては古相 を示す一群

がある。新道 2期 は石原田北35号竪穴例 を典型例 とし、重三角文類では重三角文内への玉抱き三叉

文、頚部等への斜行線、胴郡文様帯への渦巻 き文が増加するほか、抽象文土器の多出が特徴的であ

る。

藤内期 (第 243図 ) 1期 ―町田 2住 (塩山市)、 2期 ―釈迦堂 S Ⅲ84住、 3期 ―釈迦堂 S110住、

4期―重郎原住居 (塩 山市)を それぞれ典型例とみな したい。まず 1期の重三角文類で は重三角文

の崩れ、区画内の沈線文化が見られる。縦区画文土器では口縁部 までを基本的に縦区画で埋め、隆

線は直線的な垂下文 を主 とし、隆線上には竹管押引文が多い。また区画 (パ ネル)内 は斜行線 を基

本 とし、文様のバリエー ションは少ない。 2期では、土器群全般 にやや幅の狭 い、丸みをもつ無文

帯日縁部をもつ。縦区画文土器では日縁部に 1単位の突起をもつことが多く、隆線上に綾杉 (矢羽 )

状沈線やヘ ラ沈線、交互刺突文等が加わ り、区画 内の文様はバ リエーシ ョンに富む。抽象文土器

(山 椒魚文)は本期以降減少する。 3期 では 日縁部無文帯がさ らに幅広となり、湾曲度が増す傾向が

あり、「く」の字状に折れた 口縁 もある。頚部に横長楕円文が進出し、垂下隆線は人体文風 の動きを

みせ、隆線上 には綾杉文、交互刺突文が顕著となる。 4期では日縁部無文帯直下に大柄 の横長楕円

文をもつ土器群 (横 帯文土器)が特徴で、体部を縦区画文 とする土器や、胴下半 を数段の精円文で

構成する土器群、縄文とする土器群がある。また4単位の波状口縁をもつ土器群がみられ、胴部上

半や下半部に鋸歯状隆線文が多い。底部 はそろば ん玉状の発達 を示す。釈迦堂S Ⅳ32住、上野原 3

住 (中 道町 )、 県外では荒神山93住 (諏 訪市)を あげておきたい。以上4細分 としたが、 2期 と3

期、3期 と 4期が必ず しも明確に区分できるとはいいがたい。

井戸尻期 (第 243・ 244図 ) 1期 に海道前 Cl・ 2・ 8住 (高根町)が ある。特徴的なのは丸 く
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Ⅷ
井戸尻2期 (― の沢西遺跡4住 )

井戸尻3期 (釈迦堂遺跡群SV10住 )

第244図  中期前半の土器群 (2)

幅広の日縁部でそろばん玉状の屈折底 をもち、胴部には縦区画崩れの沈線文 を施文し、渦巻き文を

多用する土器群で、頚部 には鍔状の張 り出 しが発達する。それ らは曽利 51号住 (富士見町)に もみ

られるが、そ うした土器群は甲府盆地～西関東ではみることはない。 したが って八ヶ岳山麓に特徴

的 ともいえる。 ほかに重三角文崩れの4単位 の波状口縁で波頂部か ら垂下隆線を下ろす土器、多段

楕円区画文の大型円筒土器、「くJの字 口縁で突起 をもつ土器などがある。全体的に文様のヘラ沈線

化 と屈折底が顕著である。 2期では一の沢西 4住 (境川村)が代表的で、高 く発達した縄文地文の

そ ろば ん玉状の屈折底上に大きく広がる「く」の字状 (あ るいは湾曲)口 縁 と、その上に立つ4単

位の大型把手をもつ土器群が特徴的である。一の沢例では大型把手土器ばか りが目立つが、後呂15

住 (中道町)ではそれ らをふ くむセット関係 をうかがうことができる。 この大型把手上器の一群は、

西関東では滝久保タイプ と呼称されるように、甲府盆地か ら西関東 にかけて多い土器群で、八 ヶ岳

山麓以西では例が少ない。 3期 は曽利 la期 の土器群に近い様相 をもつもので、釈迦堂 S V10住 を

典型とし、一の沢西4住にも一定量が伴 っている。長胴化 した体部 に縦位沈線文 を施文した土器を

主とし、ほかに大型円筒土器群 を伴う。 2期 まで顕著であった縄文使用は著 しく減少す る。

3 石原田北遺跡の縄支中期集落

竪穴については前述 したように、新道 2期廃絶-20・ 35。 36号 竪穴、藤 内 1期廃絶-12・ 37号

竪穴で、35,36号 竪穴 に関 しては新道 1期構築 (居 住)の可能性もある。それ以外の竪穴 として、

まず 40号竪穴は覆土中に新道期の土器がわずかにあるのみであるが、 7本柱穴と柱穴間周溝 の存在、

小型石囲炉の存在か ら35号堅穴との共通点が多く、新道 2期以前廃絶の竪穴 としておきたい。 13号
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第245図 遺構変遷図 (薄 いスクリーントーンは可能性を示す)

竪穴は柱穴配置など不明確ではあるが、藤内 1期 と思われる土器 を少量伴い、同期の 12・ 37号竪穴

と同様 に柱間周溝をもたないこと等から藤内 1期廃絶 としたい。32・ 33号 竪六は円形で炉がなく、

柱穴 としてはやや浅いピッ トが存在す るのみである。ともに藤内期の土器がわずかに出てはいるが、

藤内期の竪穴住居址では炉が明確 に存在するのが普通なので、竪穴構造への積 tplR的 な評価は与えが

たい。22。 25。 26・ 34。 38・ 41号竪穴についても同様なことがいえ、いずれも新道～藤内期の土

器をごくわずか出土しているものの、北側 に展開する12・ 13・ 20。 35～ 37・ 40号竪穴に比べると

小型で竪穴の掘 り込みは浅いものとなっている。ただ土坑分布状況は後述す るように弧状に分布し、

それ らに沿つて32・ 33号竪穴等の小型竪穴が巡 り、全体 として北側の竪穴群に向き合うように南側
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にまとまりをみせる。北側居住域は傾斜の高い側となり、緩やかな傾斜面である。中央に竪穴のな

い空間 (広 場的空間)を はさんで南側 に小竪穴群が分布する、という集落構成である。炉を持たな

い竪穴は阿玉台文化圏には普遍的に存在するので、今後こうした不明確な存在形態についても十分

注意 して調査を行い、類例を蓄積していくことが肝要であろう。なお南側小竪穴群については仮 に、

25号竪穴―新道 1期廃絶、 22・ 26・ 34。 38。 41号竪穴―新道 2期廃絶、32・ 33号堅穴一藤内 1期

廃絶 としておく。

4 抽象文 (山椒魚文)土器の分布 と消長

本遺跡では計 11個体 と多数の山椒魚文 をもつ抽象文土器が出土した。この土器に関しては、 1965

年の藤森栄一氏 による藤内式設定当初では藤内 1式期の特徴 とされ (1965藤 森)、 山椒魚文のモチ

ーフをもつ土器 =抽象文土器 とされた。しかし今 日、抽象文 というと広義には人体文・ゲジゲジ文

な ど様々な抽象的モチー フを含む ことになるので、本稿では 「抽象文 (山 椒魚文)」 、又は「山椒魚

文土器」として限定的に用いることとする。抽象文土器はその後、三上徹也氏 によ り消長が検討さ

れ (1986三上)、 新道式から藤内式に至る変遷観が提示されたのをはじめ、中期前半土器群 を扱 う

中でたびたび俎上に取上げられてきている。近年報告された韮崎市石之坪遺跡東地区 (2000櫛 原 )

で も、 11個体の土器が出土 した ことか ら、八 ヶ岳南麓地域での山椒魚文土器の多さが予想された。

また山椒魚文は円筒形土器に伴うのが通常であるが、石之坪ではキャリパー形深鉢などの器形にも

伴う点が注意された。

ここでは山梨県内出土の抽象文土器を集成 してお く (第246図・表 16)。 表中での時期は本節の基

準 に従 う。 また器種には大きく 4種 あり、平 日縁の円筒形 を I類とするが、 日縁部 に双環状の小把

手 をもつものを Ib類、持たないものを Ia類とする。 日縁部がキ ャリパー状に丸く湾曲 して無文

帯 を形成す るものをⅡ類、キ ャリパー状日縁に重三角文区画文帯 をもつものをⅢ類 とする。それ以

外のものをⅣ類 とす る。器種 に関わらず胴部文様帯 には山椒魚文を必ず相対して計 2つ もっている。

また山椒魚文は基本的には頭部、体部、尾部、腕部で構成 され る。

県内では 19遺跡、 59例があり、本遺跡のほか石之坪遺跡をはじめ、八ヶ岳南麓地域での出土が目

立つ。 曽根丘陵か ら盆地東部でも出上しているものの、点数はさほど多 くな く、釈迦堂遺跡群など

の大集落がありなが ら八 ヶ岳南麓 との違いは際立っている。器種では Ia類が約半数 を占める (1

～ 22)。 Ia類 の文様構成は口縁郡文様帯 と胴部文様帯に大きく分け られ るが、胴部文様帯直上に

頚部文様帯をもつ ものもある。 日縁部文様帯 には菱形文 (Ia-1類 、 1・ 2)、 縄文帯 (Ia-2

類、 3～ 11・ 18・ 19)、 無文帯 (Ia-3類 、 12～ 17・ 20)な どがある。頚部文様帯は Ia―

1・ 2類では全周しないことが多いが (1・ 3～ 5)、  Ia-3類 には全周する精 円区画文帯をもつ

例が多くなっている (15。 17～ 20)。 胴部の山椒魚文の表現は、 Ia-1類 と 2類 の多 くが粘土板

貼付、 3類では全て粘土紐表現 となる。また 3類では山椒魚の体部が 1本 の粘土紐で表現される例

が見 られるなど、抽象化が顕著である。土器胴部の地文は指頭圧痕 を残 した無文とする例が多いが、

Ia-2類 には縄文地文がある (6。 9。 11)。 また8・ 18に は胴部文様帯の下端を区切るライン

が入るほか、 7には下端 に楕 円区画文帯が巡っている。時期的には新道 2～藤内 1期 を主 としてい
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図 遺 跡 名 所 在 地 口 々 出 典

4E 石原田北 と 県 長

"
12堅 藤 内 1 本報告

石 原 田 山 20畳 77+ 48 Ⅲ a 新道 2 本報告

そ三, 田 北 山梨県長坂町 20堅 新
! 2 Fvや年

石原田北 山梨県長坂町 20堅 2

石原田北 県 55+ 42 Ib 新 遅 l 本報告

石 房 田 J 」 芝町 5 Ⅲ b 藤内 1 報 告

石原田北 山梨県長坂町 35堅 藤 内 1 幸FvP子

石原田北 山梨県長坂町 35邸 Ib

1 石原田北 よ県長坂 Ia 新 進 2 本報告

石 原 田 ヤ 山 14 Ib 瑠子芸≧2 本報告

石 山蚕 県長坂町 遺 構外

酒呑場 山梨県長坂町 2住 Ib 997 豊跡(第 1・ 2次 )

酒呑場 山梨県長坂町 C79倅 Ⅳ 章2 997 酒呑場遺跡(第 1,3次 )

酒 万 場 山 C75土 Ia 藤内1? 997 酒呑場遺 )

6 清 早 の 森 第 1 山 県高根町 ltと Ia 競臣P 早の森第 1潰跡範囲確認調査報告書

44 ,毎 キ首前 C 山梨県高根町 4住 40 Ⅳ 2000 Ci
`王

労ゝ

甲ツ原 山梨県大泉 C24倖 24 a 1 1996 甲ツ原遺跡 Ⅱ

原の前 ) 跡 U 須 下 田 a 藤 内 1 1998 須玉町史 史料編 1

7 の 跡 山 玉 町 a 藤内 1 1998 須玉町史

9 の i遺跡 山梨県須玉町 24 1 1998 笏 下 匹 1

石之坪東 山梨県韮崎市 4 44 b 1 2000 石之坪遺跡(東地区)

石之坪東 県 4 Ⅱ 藤 内 1 2000 石之坪遺跡(東地区)

石 ノ 坪 東 ピ 7住 Ⅲ a 新道2 2000 石之坪遺跡(東 ) 区 )

Z三 ′ 山梨県韮崎市 7住 a 新 消 2 2000 石兵 区 )

43 石之坪東 山梨県韮崎市 Ⅲ b 2 2000 石之坪遺跡(東地区

石之坪東 l県 羊 崎 市 7 Ia 藤 内 1 2000 石之坪遺跡(東地区)

石 ク 坪 東 U 市 11イギ 新 建 2000 石之坪遺跡( 区 )

4 石 之 ナ 山梨県韮崎市 21住 Ia 新 2 2000 をデク刃『ま貴働卜( 区

3 石之坪東 山梨県韮崎市 倖 40 藤 | 1 2000 石之坪遺跡(東地区

34 石之坪東 山 梨 県 羊 崎 41 屡 内 1 2000 石之坪遺跡(東地区)

石 ク 坪 山 424T 新 l 2000 石之坪遺跡 ( IIII区

田 山梨県韮崎市 慮 構 外 b 1989 田 主 跡

唐 松 山梨県双葉町 49+ 45 b 2 1996 唐松遺跡

鋳物師屋 LI J県櫛形 町 b 新 2 1994 鋳物師屋遺跡

犀 U 形 83律 24 a 藤内 1 1994 鋳物師屋 )

山梨県櫛形町 93住 1 1994
鋳物師屋 山梨県櫛形町 Ia 1 1994 鋳物 Bn屋遺師

鋳物師屋 LJ 県 櫛 形 日 45+ Ia 藤 内 1 1994 鋳物師屋遺跡
〆 山 チ形‖ 74羊 Ⅳ 藤内1? 1987  〆 酢

山梨県中道町 14と 24 Ia 1998 上野房 調 告 書

上野原 山梨県中道町 51+ Ⅳ 1998 野原遺跡発掘調査報告書

上野原 県 年 4 Ia 醸 内 1 1996 上野原遺跡

!の ヨ 16住 24 Ia 藤内 1 1987 上の平 ,

石 山梨県御坂町 14と 24 Ia 1979 の 輝 蔵

46 釈迦道 SI 山梨県一宮・勝沼町 1」L 1986 I

17 釈迦主 SI LL 手沼 町 Ia 藤内1? 1986 釈迦堂 I

47 SI 山 233土 藤 内 l 1986 釈迦堂 I

14 SⅢ 山梨県一宮・勝沼町 95住 Ia 新道 2? 1987 〕EC主 Ⅱ

49 釈迦道 SⅣ 山梨県一宮・勝沼町 53住 1 1987 Ⅱ

釈迦道 SⅣ 山梨県一宮 MttfI Ⅱ 内 3? 1987 滑む処督圭Ⅱ

41 釈地 iNⅣ 山 て場B 45 Ⅲb 藤内 1 1987 邪《i廼督三Ⅱ

NⅣ 山 一宮・勝沼町 捨て場B 24 Ib 藤内 1 1987 でib日 む章Ⅱ

NⅣ 山梨県一宮・勝沼町 陰て場B 景内 1 1987 ]勒 U !Ⅱ

釈迦道 SV 山梨県一宮・勝沼町 17律 Ⅱ 1987 釈迦堂Ⅲ

48 ヌV尋 納日村 SV 山梨県一宮 朝ΠH 藤内1? 1987 釈迦堂Ⅲ

柳 田 山 U 2号土器 46 藤 肉 l 1995 塩山市史

柳 田 具端山市 10号土器 42 Ⅱ 藤内3? 1995 扁山

8 口田 山梨県塩山市 藤 内 1 1995 山 1

談合坂 山梨県上野瘍町 1号輝 ユ 1998 矢坪遺跡 談合坂遺跡

表司6 山梨県内の山椒魚文土器 (図 中番号は第246図 と対応する)

土器の大きさは Ia-1・ 2類 に中型が、また Ia-3類 に高さ50 cmを 越すような大型が 日立

Ib類 (24～ 29)の文様構成は、 日縁部を無文帯とし、日縁部にはみみずく状な どの大突起 をも

つものがある。胴部文様桔は把手を中心 に山椒魚文が配され、地文は指頭圧痕文を残す無文が多い

る

　

つ
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第247図 抽象支 (山椒魚文)上器の分布

ほか、 多 段化 した横帯 区画文 とす る

例が ある (24)。 山椒魚文 の表現はほ

とん どが 粘 土板貼付 で、頭 部 には双

果 状 と して眼を表現 したよ うな古相

を呈 する例 (31)、 体部 が細 く、定型

化以 前 と考え られる例 (24)が ある。

なお 30は大突起 を もつ ことか ら Ib

類 に近 いが、 日縁部 無文帯、把 手が

な い 。 時期 は新道 1～藤 内 1期で、

中で も新 道 1・ 2期 の 事 例が多 い。

土 器 の大 き さは 中～大 型が多 い とと

もに27のよ うな小型品 もある。

Ⅱ類 (34～ 38)の 文様構成 も Ia

類 とほぼ 同 じで 、 と くに Ia-3類

との共 通 性 があ る。 山椒魚文 は 34で

は粘土板貼 付で古相 を示 しているが、

そ れ 以 外 で は粘 土紐 1本で体 部 を表

現し、頭部 と尾部の区別がないもの (38)があるな ど、抽象化が著しい段階である。頚部 には楕円

区画文帯をもつものが 目立っている (35。 37・ 38)。 時期は藤内 1～ 3期で、日縁部無文帯の湾曲

が発達した段階の事例である。土器の大きさは中～大型である。

Ⅲ類 (39～ 43)では 39。 40のように大型で胴部が大きく張る器形 (Ш a類 )、 胴が張らずに円筒

状となる器形 (41～ 43、 Ⅲb類 )がある。 Ⅲa類では多段化した横帯区画 を基本とし、日縁部、頚

部、胴部の文様帯 に分かれ、そのうち山椒魚文は胴部文様帯中に組み込まれている (40)。 Ⅲ b類

は横帯化した胴部文様帯中に山椒焦文が取 り込まれるもの (Ⅲ b一 と類、43)、 Ia類 の口縁部文

様帯が重三角区画文 に置き変わつた例 (Ⅲ b-2類、41・ 42)が ある。重三角区画文土器は、通常

胴部にワラビ手状の腕 の表現のみをもつ例が多いが、43ではそこに山椒魚文が転写 されたものと考

え られる。時期はⅢ a類が新道 2期、Ⅲ b類 は新道 2～藤内 1期である。土器の大きさはⅢa類で

は大型、Ⅲb類は中～大型で、特に39は特大である①

Ⅳ類 には区画文をもつ土器 (32・ 33)、 頚部に三角波状区画文帯 をもつ土器 (44)がある。33は

Ia-2類 が変化したと想像できる土器で、日縁部文様帯中には 3・ 5の ような 2個 1対の円文が

ある。また32は Ib類からの影響が強い区画文土器と思われる。44は 山椒魚文を粘土板で表現して

いるものの、藤内 3期である。

時期的な変遷を整理 しておくと、新道 1期の Ib類に山椒魚文 の初現例があ り、新道 2期には I

aob類 のほかⅢa・ b類も存在するなど、いくつかの器形に山椒魚文が施文 され、盛行期 を迎え

る。つづく藤内 1期 には Ia・ b類を中心 に展開し、中でも Ia類が主体的である。やがて藤内 1

期以降、 2・ 3期 にかけては Ia類の中で も Ia-3類 が増加し、 またⅡ類 も目立つようになる。
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またⅣ類に含めた区画文中に取 り込まれる例もみられるようになる。

山椒魚文の変遷に関 しては、新道 1期では体部が細く、立体的であ り、新道 2期には頭部に眼の

表現、 口を開けたような表現があり、 また腕部の先に 2本指をもつ例がある。新道期では体部が粘

土板貼付で表され、体部には文様が施文 され る。概 して体部の上半と下半が意識され、上半身はや

や太く、下半身は尾部にかけて細 くな り、体部には半我竹管文で刺突す ることで ウロコ状の施文を

行い、マム シのような印象を与える。また 24・ 26の ように上半身を持ち上げたよ うな、 あるいは威

嚇 し、飛び掛っていくような体勢である。それが藤内 1期 になると体部は粘土紐で縁取られ、キ ャ

タピラ文が沿い、体郡は三日月状、左右対称的で、 ウロコ状の文様は次第になくなっていく。その

後藤内 2・ 3期 には体部が 1本隆線で、頭部・尾部が区別できないような事例が増え、形骸化する。

藤内4期以降では、山椒魚文か ら変化したと思われるモチーフをもつ土器はあるものの、山椒魚文

としての原則的な文様要素を見出すことができなくなって しまう。

土器の大きさは小型例も数例存在するものの、主体的なのは大型例で、煮沸用 とは考えられない

特大サイズも存在することか ら、貯蔵的な機能も予想 される。なおこの点 に関 しては、今後使用痕

観察 を十分に行 っていく必要があろう。
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第 2節 平安時代の土器について

石原田北遺跡において、平安時代 に帰属す ると考え られる竪穴建物は計 19棟である。そこから出

土 している土器は、胎土や整形技術が特徴的ないわゆる 「甲斐型土器Jと 、信州系黒色 土器等とよ

ばれる、甲斐型土器 とは胎土 も整形技術も異なる黒色土器が主体 を占めている。そ の他、灰釉陶器

や須恵器 も客体的なが ら出土している。なお、 甲斐型土器については10世紀後半段階でその終焉を

迎え、それ以後、土師器の系統を引いた土師質土器へと移行 していくという、先学の研究成果があ

る。

山梨県 における奈良 。平安時代の上器編年研究は、1983年 に坂本美夫氏 らによって、 いわゆる

「甲斐編年」が提示されたが (坂本  1983)、 その後、奈良市内の平城京二条四坊十一坪の井戸址の

発掘調査で、甲斐型郷が発見されて、年代観の見直 しの機運が高まった。 1992年 には甲斐型土器研

究グループを中′心として年代観の変更案が提示され (瀬 田 1992)、 さらに同年には、韮崎市に所在

する奈良時代か ら平安時代にわたる大集落跡である宮ノ前遺跡の報告書が刊行され、同報告書にお

いて も段階区分の見直 し案と年代観が提示されている (櫛原 1992)。

また、 甲斐型土器終焉以後の古代末期の土器編年研究 も、 1986年 に坂本美夫氏が、1983年編年

の 占代末期部分を再検討 し編年案を提示 してお り (坂 木 1986)、 その後 の資料増加と甲斐型土器

の再検討の流れをうけて、1994年に森原明廣氏が新たに編年案を提示している (森原  1994)。

以上の先学諸氏による土器研究成果に拠 りなが ら、ここでは甲斐型土器資料およびそれ以後の土

器群 を中心 に据えて、編年的位置付けを行ってみたい。

(1)土器の種類

先述の とお り、土器の種類は大きく分けると、甲斐型土器や黒色土器な どの土師器と、それら以

外の土師器および土師質土器、そ して灰釉陶器 と須恵器に分けることができる。そ して土師器を細

か くみていくと、その煮炊具の中で、甲斐型甕とは胎土・整形技術が異なり、 ロクロ整形を主体と

したロクロ整形の甕などもみ られる。また、プ ロポーシ ョンでは一見甲斐型甕であ りながら、胎土

や調整方法が若干異なっているものもわずかであるがみられる。

黒色土器 については、甲斐型土器 も黒色処理 を施す ものがあ り、 ここでは甲斐型土器のそれ を

「甲斐型土器系J黒色土器 とよぶ こととする。黒色土器の多くは内面のみ黒色処理を施 したものが主

体で、外面まで黒色処理を施したものは少ない。一方で、明 らかに黒色土器の胎土や整形技術であ

りながら、内外面ともに黒色処理を施 さないものもある。こうした黒色処理を施さない 「黒色土器」

については、土器観察表の土器の種類では 「土師器」としているが、本来は黒色 土器であるという

意味で 「黒色土器系」の上器とよんでおきたい。

以上のように、土師器はいくつかのバリエー ションをもってお り、当時の土器生産や流通を考え

る上で非常 に示唆的な状況を示していると言える。

(2)器形の種類について

七師器および土師質土器全体の器形の種類は、年・皿・小皿・蓋・ 高台郷・高台皿・脚高高台

辱 。長胴甕・羽釜・小型甕・広口壺・甕・壷 (瓶 も含む)な どがある。なお、 IThや高台不 について
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は、 形態か らみて 「椀」 と した方が 良い と思 われ るものもある。 土器の種類 別にみ られる器種構成

は、以下 のとお りで ある。

【甲斐型土器】

辱・皿・蓋 。長胴甕・小型甕・羽釜がある。 ITNは通常の甲斐型郭と、黒色処理を施したものがあ

る。杯は、日径11～ 1 3cmの範囲のもの、 13～ 1 5cmの範囲のものと二つの法量分布をもつ。皿は、

日径 12～ 13側の範囲内におさまっており、器高の差もほとんどない。杯・皿・蓋は、体部内面に暗

文はなく、 口縁部が隆玉縁化している。体部下半は手持ち斜めヘラケズリを施し、底部は手持ち全

面ヘラケズリの他に、わずかに回転糸切痕を残すものがある。長胴甕は、日径が30 cal前後を測 り、

日縁部が肥厚化しており、厚 口又は末広口形態を呈する。口縁部の内外面は、ハケメ調整や横ナデ

調整が施され、胴部は外面が縦位のハケメ調整、内面を横位のハケメ調整が施される他、ハケメ調

整の後にナデ調整が施されるものがある。また、指頭痕が顕著なものなどもある。底部外面には木

葉痕が残る。形態的には砲弾形というより、胴部上半部がやや脹 らみ、胴部中央部付近で、内側に

やや強く折れ込み、接合痕を顕著に残すものが多い。小型甕は日径20 cm以 下を測るものである。整

形および調整ともに長胴甕とほぼ同じである。日縁部形態も基本的には同じであるが、断面形が三

角形を呈するものがみられる。羽釜は、日縁部がやや外傾しなが らほぼ直立気味に立ち上がり、そ

の下部に鍔を巡らす。完形品はない。整形 。調整とも基本的に長月同甕と同じである。

【黒色土器】

杯・高台邦 (椀)・ 高台皿がある。必は体部が若千丸味を帯びながら立ち上がり、 日唇部は尖形

を呈する。ロクロ調整痕を残し、底部は回転糸切り未調整のものが大半を占める。日径12～ 13 cmの

範囲のものと、14～ 16 cmの範囲のもの、16～ 18 cmの範囲のものと三つの法量分布がみられる①高

台lThとわかるものは 1号竪穴における2点のみで、日径 134cmの ものと、 16 cmを 測るやや大型品が

ある。高台皿も

確実 にわかるも

の は 14号 堅 穴

にお ける 1点 の

みで、 日径 124

cm、 高台 径 5,1

cm、 器高 3.5 cm

を測 る。 胎土お

よび色調 か らみ

ると、褐灰色を

呈 し、黒色粒子

を多 く含 むもの

と、浅黄橙色 を

呈 し白色粒子 を

多 く含む ものの
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第249図 平安第 1段階の上器

-337-



4竪―i2

(郭 )

VV
4璧―i0       19竪 -5

彰 ジ
4竪 ―a        l。 竪 -3

窮 覇
ジ

彰 ⇒
5竪 -2         19堅 ~e

(小 型皿 )

(脚高高台邪 )

4竪-24 (BB 
釜)

氏t薄排ン〆
18竪 -4

(小型羽釜〉

第250図 平安第 H段階の上器

二つのタイプがみられる。

【土師質土器】

lTA・ 小型皿・脚高高台杯・羽釜がある。 lThの 形態 は黒色土器FThに似ている。日径 は 14cm前 後、底

径は6 cm前後、器高は4.5cⅢ 前後を測 る。小型皿は回径 8～ 8.5 cmの範囲のものが大半で、 日径 9 cm

前後を沢1る 一群 も若干み られ る。胎土には雲母を多量 に含んでいる。脚高高台杯は口径 14.8cm、 高

台径 9 cm、 器高5.5 cmを浪Iる。脚部の高さは2.4cmを狽Iる 。羽釜は、尖形の 日縁部か ら曲線的に底部

にいた り、丸底を呈するもので、幅 5 cm程度の狐み状の鍔 を 2～ 3箇所付けたもので ある。整形お

よび調整はヘラケズリおよびヘラナデを多用し、胎土 には白色粒子や小礫を多 く含んでいる。

【ロクロ整形土器】

小型甕・羽釜・広日壷がある。いずれの器種も 1～ 2点程度 しかない。小型甕は 1号竪穴でみら

れ、 回径は13.5cmを 狽1る 。羽釜は14号竪穴でみ られ、日縁部を欠失しているが、平底 の羽釜である。

鍔径 26.5cm、 底径 H.8cm、 現高 18 cmを 測る。鍔部下の胴部外面にはカキメがみられ、その下部は回

転ヘラケズ.り 調整がみ られる。胎土は白色粒子と黒色粒子 を多 く含んでいる。広口壷は 16号竪穴で

みられ日径 14cm、 底径 5,2c皿、器高14.lcmを 測る。ロクロ調整痕を明瞭に残し、胴部外面下半部は手

持ちのヘラケズ リ整形がみられる。胴部内面はロクロ調整痕の他、横位のハケメ調整がみ られる。

【灰釉陶器】

椀・皿・瓶がある。すべて破片資料だが、その量は比較的多い。椀・皿で全体が復元できるもの

は、 3号・23号 。24号竪穴にみられ る 3点程度である。椀は 口径13,8～ 16.Ocm、 高台径6.8～ 7,7cm、

器高4.6～ 4.8 cmを 測 る。体部は緩やかな張 りをもって立ち上が り、 日唇部は外側へ水 平に外反 させ

ている。高台は外面の稜が明瞭な三 日月高台である。体部外面はロクロ調整とともに、回転ヘ ラケ

ズ リで整形 している。釉は刷毛塗 りで、重ね焼 きに伴う高台痕が残っているものもみ られる。皿は

-338-



./   1   1   i   l

亜1滋≫ 勤:魏 |

鋼   鯉 |

と       | 二        __

十□甲斐型主轟系

級封        :吾 継 器系

|ぢ 申整■tx素  
―

旧長縛
端系

|

|□ 頻恵器     |
1日 灰和陶岳

第251図 平安第 十段階の竪穴建物における土器種別割合

石コ整型主卓系
|□

黒色i器系   |

ィ
ン
          |     |     |

爾可θ l   l

重
IZ甕

甕甕蓬露
―

-339-



口径 14.8cm、 高台径 6.8cm、 器高3.l cmを 測る。

【須恵器】

甕・壺・瓶などがある。すべて破片資料で、全容が判明するものはない。

(3)段階の設定

前項目では土器の種類別にみ られる器種構成とその特徴 について述べた。そ こで明らかになった

ことは、甲斐型土器のlThや 皿については、各竪穴建物出上の同土器群資料 には大 きな差はみ られず、

ほぼ同一時期の所産のものと考え られる。土師質土器群についても各竪穴建物間に相違は認め られ

ないことから、石原 田北遺跡出上の平安期の上器群は、大きく2段階に時期設定することができる。

前者を平安第 I段階、後者を平安第Ⅱ段階としておきたい。

(平安第 1段階〉

1・ 2・ 3・ 7・ 11・ 14・ 16・ 21・ 23・ 24・ 30・ 31号竪穴建物が相当する。宮ノ前遺跡の土器

編年のⅨ期、坂本氏および甲斐型土器研究グループ編年の�期 に相 当し、年代は、宮 ノ前遺跡編年

の10世紀前半から半ば としたい。ただ灰釉陶器が美濃窯光ヶ丘 1号窯式前半期と後半期が認め られ

てお り、齊藤孝正氏によると、光ヶ丘 1号窯式は、猿投窯の第V期第 2小期 (黒笹 90号窯式)の灰

釉椀・皿 2型式および 3型式に対比され、年代は860～ 900年 頃とされてお り (齊 藤 2000)、 甲斐

型土器編年 (宮 ノ前編年)とは年代的に約50年前後の瓢酪が生 じることになる。生産地と消費地に

おけるタイムラグや、伝世品との捉え方も可能ではあるが、やや時間幅があ りすぎるような感 じも

うける。近年の灰釉陶器 における年代観の流れを受けて、甲斐型土器 における年代観も、 もう一度

精査する必要があろう。

(平安第 H段階〉

4・ 5。 9・ 10。 17・ 18・ 19号竪穴建物が相当す る。小型皿 と脚高高台の付 く土器群が共伴す

るものの、柱状高台の上器群は伴っていない。 しかし特徴的な羽釜の存在か ら、坂本氏の編年の古

代末期 V期～Ⅵ期に相当し、また森原氏の編年の 3期～ 4期に相当する。年代は、両氏の編年の間

には微妙な違いがみられるが、H世紀後半か ら12世紀初頭頃 とやや幅をとっておきたい。

(4)平安第 I段階における土器群のあり方

最後に、平安第 I段 階における各竪穴建物 における土器群のあり方を、各竪穴建物から出土 した

各土器群の総重量を計測 し、各竪六建物 ごとに土器群の割合を出してみた。食膳具において、黒色

土器割合が甲斐型土器の割合を上回つているのは、遺物の出土量が極めて少ない30号堅穴建物を除

くと、 1号竪穴建物だけである。灰釉陶器の割合が、甲斐型土器に迫っている本遺跡で最大規模 を

もつ24号竪穴建物のあ り方も興味深 い。

その割合の違いが人やモ ノとの交流を示しているのか、政治的動向も含んだ土器生産の実態を示

しているのか、その背景には注意していなければならないだろう。
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第252図  平安時代の竪穴建物変遷図
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第 3節 平安時代の竪穴建物構造

まず最初 に本遣跡では、考古学において慣用語として広 く使用 されている 「竪穴住居Jではなく、

「竪穴建物Jと いう名称 を使用している。 これは 「竪穴住居」の機能 を考えた場合、「住 まいJと い

う単一的な機能だけではなく、作業小屋や納屋等といった多面的な機能をもった竪穴も存在するの

ではないかということから、「住居」という機能を限定しない 「竪穴建物」という名称を使用 してい

る (関 1994、 渡辺 1992)。

(1)建物遺構について

石原田北遺跡の平安時代の建物遺構は、堅穴建物と礎石建物がある。竪穴建物の規模は、平安第

I段階では長軸平均長は約4.5m、 竪穴床面積平均は13.2∬ 、平安第 Ⅱ段階では長軸平均長は約4,0

m、 竪穴床面積平均は 11.2 nlと なってお り、両段階 ともに山梨県 内における平均値 と大差 はない。

また平安第 I段 階における最小床面積は、長軸3.42mを 測 る30号竪穴建物の6.O�、最大床面積は、

長軸5.71mを狽1る 24号竪穴建物の 19,89∬ である。平安第 Ⅱ段階における最小床面積は、長 軸2.47

mを 沢1る 17号竪穴建物の 3,76111、 最大床面積は全体は未検出であるが長軸5,14mを 測る19号竪穴建

物の約19.89111で ある。平安第 I段階に比べると、平安第 Ⅱ段階の方が最大規模と最小規模 にお いて

較差が大きいようである。

礎石建物については、渡来人に関わる特徴的な建築技法 と考えられており、東 日本では竪穴建物

型式と融合 したかたちでみられることが多い。石原田北遺跡で も竪穴建物と融合 したかたちでみら

れ、本遺跡の他 にも八ヶ岳南麓地域では、高根町の青木北遺跡や小淵沢町の前田遺跡等で検出され

ている。 31号竪穴建物が該当するが、西壁下および北壁下等 を中心に、計 9個の礎石状の扁平な礫

が検出されている。竪穴の規模は長軸4.32m、 短軸4.30mを 測 るが、集落内で竪大規模や 内部構造

で他の竪穴建物 と大差はなく、遺物の質的な格差も特にみられない。 しかしなが ら、渡来的要素を

もつ礎石建物の検出事例が、八 ヶ岳南麓地域 を中心にわずかながらではあるが、増加していること

を踏まえれば、 この礎石建物が存在する理由やそのあ り方 について、時間的・空間的な様 々な視点

から、今後慎重に検討 していかなければならないだろう。

それでは、次 に平安時代の堅穴建物構造 について、竪穴内部の竃を除いたその他の諸施設 を中心

に整理をしてみたい。

(2)竪穴壁外桂穴 をもつ竪穴建物

堅穴壁外柱穴 とは、「竪穴部の外側 にある竪穴住居 に伴う柱穴 Jの ことを言う (高 橋・多 ヶ谷

1998)。  本遺跡では、 1・ 2・ 3・ 4・ 7・ 10,11,14・ 15。 16。 18。 19。 24。 30。 31・ 39号

堅穴建物で検 出されている。 1号竪六建物では、竪穴壁外柱穴 と思われるピットは16基検 出されて

おり、径約 35～ 75 cnl、 深さ約 30～ 40cm程 度を沢Iる 。ピッ ト間は約 80～ 15 0cmの 間隔をもち、竪穴壁

面外側か ら約30～ 90 cmを 測る位置で検出されている。 2号竪穴建物では、竪穴壁外柱穴 と思われる

ピッ トが 4基 ほど検出されている。いずれも径20cm前 後、深さ 10cⅢ前後のものである。 3号竪穴建

物では、ピッ トは 11基検出されてお り、径40cm前 後、深さ30cm前 後を測る。ピッ トの間隔には、特

に規則性 は見いだせない。 7号竪穴建物では、ピッ トは16基検出され、竪穴壁面の外側 の約10～ 65
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第253図 石原田北遺跡の平安時代竪穴建物 (1/160)
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第254図 須玉町上ノ原 (かみのはら)遺跡の平安時代竪穴建物 (報告書より転載、1/160)

cmを 狽Iる 位置で検出されている。径は25～ 40 cm、 深さは30 cm前 後を測る。本竪穴で もピッ ト間の間

隔には規則性は見いだせない。

本遺跡の他に、山梨県内で竪六壁外柱穴と思われるピ ットを伴う堅穴建物を検出 している遺跡は、

管見にふれる限 りでは、北巨摩郡須玉町の西川遺跡 (註 1)、 同郡同町の上ノ原遺跡 (註 2)、 北巨

摩郡長坂町の原町農業高校前遺跡 (註 3)な どで、 まだ類例は乏しい。

ところで、古墳時代以降、奈良・ 平安時代 にかけて竪穴建物の小型化 が進み、それに伴つて竪穴

内から主柱穴が検出されないという無主柱小型竪六建物の増加傾向は、 山梨県 をは じめ東日本各地

で認め られている。 この問題について、武蔵国府域集落の調査、分析を行つている荒井健治氏の指

摘がある。武蔵国府域集落の竪穴建物も、 山梨県の分析結果と同じような傾向を辿 り、それを荒井

氏は 「竪穴内空間の利用価値を高めるための改善行動であり、この主柱穴をもたない竪穴建物址は、

壁構造で上屋を支えていたものと考え られるJと し、その構造については、群馬県黒井峰遺跡にみ

られた壁立の平地式建物と類似 した構造 を想定 されている (荒井 1991)。

他方、研究者の中には無主柱穴小型竪穴建物は、置き柱で屋根を支えていた という考え方もある。

しかしなが らその痕跡を認めた事例は少な く、置き柱を使用した無主柱竪穴建物 も、構造上のバ リ

エーションとして存在 したとは思われるが、やはり荒井氏が指摘するように、ある限 られた竪穴空

間を有効に利用 しよ うとする考え方か ら、竪穴内部における柱 を取 り除いた とみるべきではなかろ

うか。その結果、無主柱穴堅穴建物の増加につながったと現段階では考えておきたい。

ではなぜ竪穴建物は小型化したのか。前述のように、竪穴建物の竪穴部の床面積の縮小傾向が奈

良時代以降、時代を追 って促進 された ことは、各地の分析データの結果か ら明 らかとなっている。

こうした竪穴建物の縮小傾向は、在地の有力者層が自らの私富 の蓄積を高めるため、私出挙を中心

遣デ ・Icとや ず浅

上ノ原 A-2号 住

獣
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に一般庶民から収奪を繰 り返し、階層分化

が進んだ結果だ とする見解が多 く出されて

お り、社会構成史的側面から言及されてい

ることが多い。 また、掘立柱建物 とのかか

わ りか ら竪穴建物の縮小化 を捉える見解も

ある。つまり、掘立柱建物 を主屋や納屋的

存在、竪穴建物を厨房や居住的存在と位 置

付け、機能的分化が進んだとするものであ

るが (伊丹1985)、 やはりその背景には階

層分化の進行が挙げられている。これらの

見解は どれ も斬新な視点か ら論ぜ られてお

り、大変興味深いもの と言えるが、竪穴建

物の縮小化の問題 に対する決定的な答えと

はなっていないのではないか。

古墳時代か ら平安時代 にいたるまで、竪

穴建物の竪大部だけを人間の行動 していた

範囲だ と限定すれば、確かにその縮小傾向

は大幅に進んでいると言える。 しかし居住

空間論的視点か らみれば、笹森健 一氏 も指

摘するように、竪穴部の外周も屋内居住空間 として取 り込 まれていたとすれば、竪穴建物全体の面

積の縮小幅はさほど大きくはなかったのではなかろうか (笹 森1978)。 空間利用の場の一つ として

の竪穴部は縮小 して も、竪穴建物全体の空間利用面積 には、あまり大きな変化はみられなかったと

も言えるのである。事実、埼玉県寄居町樋ノ下遺跡第15号 。第 18号建物跡の事例のように (註 4)、

竪穴部上端から竪穴外柱穴との間の空間で、硬化した面が確認された ことから、堅穴壁外の空間も

人間が行動できるく
゛
らいのスペースをもっていたことが窺え、堅穴建物内の空間利用の多様性が浮

き彫 りになった と言えよう。

さて、桐生氏の分析によれば、壁外柱穴を伴う堅穴建物の最古例は 7世紀第Ⅲ四半期とされ (桐

生1996a)、 これは畿内地域 を中心にみられ る堅穴建物から掘立柱建物への移行というような、建築

様式自体の大変革ほどではないが、東 日本で も7世紀代 に竪穴建物構造上に何らかの変革があ り、

それに伴い堅穴部が縮小化していつた とも考え られる。その背景には掘立柱建物の存在も影響 して

いたか もしれない。こうした視点か らみれば、本当に竪穴建物は縮小化 したのか という問題も再浮

上してくるのではなかろうか。今後の課題である。

次 に上犀構造研究の面でも、従来堅穴建物の上屋構造の復元と言えば、縄文時代や弥生時代 を中

心に、主柱が捉え られる堅穴建物を中心 に進められてきた。 しかし無主柱竪穴建物についてはほと

ん ど復元は試み られず、等閑視されてきたと言つて良い。今後、竪穴外柱穴 を伴 う無主柱竪穴建物

の事例の増加に伴って、その復元に関しても建築学等の専門的見地から積極的に試みていかなけれ

生
◎

こと:___■ い

第255図 埼玉県樋ノ下遺跡第18号住居跡 (報 告書より転載)
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ばな らない課題である。

(3)棚状施設 をもつ竪穴建物

棚状施設とは、桐生直彦氏の定義を引用すると、次のようである。電を有する竪穴建物の竪穴壁

に接して平行に設け られた段差をもつ屋内施設であ り、竪穴壁より外側 に張 り出 して設け られてい

るもの、竪穴壁の内側に設け られているものに大別でき、さ らに構造面で素掘のもの、構築土を充

填するもの、盛土するものの三つに分けることができるとしている (桐生 1997)。

石原 田北遺跡では、現在 まで 2・ 3・ 4・ 5。 7・ 16・ 18・ 31号竪穴建物跡で棚状施設が確認さ

れている。竃を有す る壁面に素掘で設けられたものが大半を占めるが、 18号竪穴の事例は盛上によ

って構築された可能性が強い。 7号竪穴建物跡の棚状施設は、東壁にある竃に向かって右側に、素

掘 りで竪穴壁ラインより若千張り出して、 しかも南壁の一部にかかるかたちでL字状 に構築されて

おり、奥行 き約 22cm、 幅 118cm、 遺構確認面からの深さは約 15cm、 床面からの高さは約 35cmを 測る。

16号竪穴建物の棚状施設は、東壁 にある竃に向かって左右両側に素掘で、竪穴壁よ り外側に張り

出して構築されているもので、遺構確認面か らの深さ約20cⅢ、幅 (奥行 き)は約 25～ 35cmを 測 り、

床面からの高さは約 15 cmを 狽1る 。

一方、平安時代末頃の所産である 4号・ 5号 。18号竪六建物跡等で も、棚状施設の存在が確認さ

れている。山梨県をはじめ東 日本各地で、 11世紀前後 になると、電の位置が堅穴内のコーナー部分

に移る傾向が認められているが、 こうしたコーナー竃 を有する竪穴建物でも棚状施設が設けられて

いた ことを物語 る事例である。特に 18号堅穴建物跡は、南西コーナー部に電を有する堅穴であるが、

竃 に向かって右側の袖の脇において、遺構確認面から 5 cmほ ど下の レベルか ら土師質土器の皿が出

上 してお り、竃の両袖脇に続くように構築された棚状施設が設けてられていた ことが想定できる。

この棚状施設は素掘ではなく、電の袖 と一体となった盛土によって構築されていたため、堅穴埋土

との判別ができず、左右両側の棚状施設の一部を破壊 して しまった。 しかし不自然な土師質小皿の

出土 によってその存在が確認できたわけである。なお、その規模は幅 (奥行 き)15～ 20 cm、 床面か

らの高さは約40 cmを 測る。

棚状施設は、単 に堅穴壁の上端部分を外側 に掘 り込んで造られる棚状施設だけではな く、竪穴壁

の内側に竪穴覆土と類似 した構築土によって造 られる低い棚状施設 も存在することか ら、調査段階

において見逃してしまうことも多いのではなかろうか。山梨県 内では他 に、北巨摩郡須玉町の上 ノ

原遺跡のA-1・ 2・ 4号住、B-16号 住等や中巨摩郡八田村の榎原・天神遺跡 1号住居等で検出

されている。榎原・天神遺跡は2000年度の調査段階で実見 したものだが、東竃をもつ10世紀前半代

の竪穴であ り、竃に向かって左側に地山を堅穴内に掘 り残 して構築されている。地 山整形面には粘

土を貼 り付けた痕跡もみられるという (註 5)。 床面との段差は10 cm内外 を測 る低いタイプのもの

で、一歩間違えば簡単に掘りとば して しまう程度の段差である。他 に同 じく中巨摩郡八田村の石橋

北屋敷遺跡の 3区 6・ 7号住等で、棚状施設の存在 を想起させるような遺物の出土状況や痕跡が認

められるが、発掘調査報告書ではその点についてふれ られていない。

棚状施設は桐生直彦氏が、竪穴建物の壁際覆土内か ら出土する遺物の事例分析からその存在 を見

い出し、その後、第一次資料 として報告書内に眠つていた事例を集成分析 し、構造的定義だけでは
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な く、その機能的側面 について も 「食生活 に関係した道具類 を中心とした収納スペース としての役

割 をもっていた」 と定義 している (桐 生1995。 1996b)。 こうしたことか らも棚状施設は、竪穴建

物内構造や空間利用や家財道具の保有形態等の問題 を解明してい くうえでの重要な施設の一つ とし

て、その検出に努め、調査・研究 を続 けていかなければならない。

(4)出 入回施設 をもつ竪穴建物

本遺跡 における出入 口施設とは、竪穴壁の外狽1を 方形ない し半円形状に掘り込むか、 もしくは竪

穴壁面内側の地 山面を掘 り残し、一段あるいは二段の階段状ステ ップを造 り出しているものを言う。

出入口施設の分析を精力的に行っている高橋泰子氏 によると、堅穴建物の竪穴部の出入 りには梯子

を使用 した痕跡の他 にも、張 り出 しタイプ、ステップタイプ、階段タイプの三つのタイプの出入 口

施設があり、構造的には竪穴壁の外側 を掘 り込んで構築するもの と、堅穴壁の内側に盛土 して構築

するものとに大別できる として、両者の要素をもつ折衷的な ものも存在 す るとしている (高 橋

1997・ 1998)。

本遺跡では、 1・ 2・ 3・ 7・ H。 16。 19。 23・ 24。 30・ 31号竪穴建物跡で検出されている。 1

号竪穴建物跡では、電 の正面に位置する西壁のほぼ中央に、竪穴壁 を外側に掘 り込んで二段の階段

を構築してお り、30号竪穴建物跡では、遺構上面が後世の耕作 によ り削平されて、他の堅穴建物 と

比べて遺存状況は悪いものの、堅穴壁を外側に掘り込んだ一段の段差を検出することができた。

3・ 7・ 16・ 23・ 24・ 31号竪穴は、竃に向かって右側の壁、当遺跡では南壁の中央部分にあたる

位置に設けている。 この うち 6号・24号・ 31号竪穴建物では、堅穴壁を外側 に掘り込み、一段 のみ

の階段 を造 り出 している。 3号・ 7号竪穴建物は、竪穴壁 を外側に掘 り込む とともに、竪穴内には

地山面を階段状 に掘 り残 し、計 2段 の階段を構築 している。竪穴内の階段については、地山を掘 り

残して構築している。23号堅穴建物は、堅穴壁に沿つて地 山と同質の上 を盛って構築しているいわ

ゆるステップタイプものである。ステップの上面は床面の硬化面と同様 に硬化し、壁 に平行す る長

さ、および壁 に直交する長さともに約60cmを 測り、床面 との レベル差は約 7 cmを測る。11号竪穴建

物は、竃に向かって左側 の壁 に入 口部 を設定する唯―の例であるが、構築状況は先の16号竪穴建物

等 と同じ様なつ くりである。本竪穴建物では、床面に残る硬化面が この階段状施設に向かって帯状

に延びていることが確認できたことから、入口施設とほぼ考えて良かろう。

本遺跡では平安時代 の竪穴建物か ら、比較的高い割合で出入口施設 に伴 う階段状施設等が検出さ

れたが、検 出されない竪穴建物も本遺跡に限らず他 の遺跡で も多数存在す る。 このことは、移動式

の梯子や踏み台 といった ものが存在した可能1生 や、竪穴自体の掘 り込みが浅 く、もともと堅穴壁が

さほど高くなかった等の理由で (高 橋1997)、 初めか ら無かった場合や、後世の自然ないし人為的

な営力によって無くなった場合もあるだろう。 しかし近年では、床に残 る硬化面 と出人口施設 との

相関関係が硬度計を使用 した綿密な観察によって実証されつつある (米沢  1997a。 1997b)。 出入

日に伴 う施設が遺構 として検出されない場合でも、床 における硬化面の観察 によって、その場所が

判明できる場合があるので、調査段階における硬化面の観察が重要となって くる。

竃を有する竪穴建物の出入日の位置については、各遺跡の地形条件や集落内におけるその建物の

位置、日には見えない当時のさまざまな社会的な規制等で、各遺跡ごとによってその傾向は異なっ

-347-



悼

第256図 群馬県黒井峯遺跡全体図 (石井1986よ り) 第257図 群馬県中筋遺跡古墳時代遺構全体 (大塚1990よ り)

て くるもの と考えられる。数十軒検出された竪穴建物のうちの、た とえ数軒でも出入 日の位置が判

明できれば、その後の集落分析 において も、高橋泰子氏も指摘するよ うに、集落内の道の把握や、

土地区画等の土地利用の状況 を把握する上で非常に有効になって くる と思われる (高 橋 1997)。

こうした竪穴建物の出入 口の視点から高橋一夫氏は、集落内の「道」 の復元分析 を行 っている (高

橋 1983)。 群馬県子持村の黒井峯遺跡 (石井 1986)や渋川市の中筋遺跡 (大塚 1987)では、

集落内の堅穴建物か ら隣のイエや 畠へ行くための硬 く踏み固められた 「道」が検出されていること

から、当然、時代や地域に限 らず全ての集落遺跡で、「道」は存在したはずである。出入 口施設は竪

穴建物を構成する一施設に過ぎないが、そこから導き出される情報は紅めて重要 と言える。

(5)テ ラス状施設について

本遺跡では 7・ 14号竪穴建物で検出されている。 7号竪穴建物のテ ラス状施設は、竪穴北壁側に

あり、南北幅80～ 13 0cm、 床面 との段差は10～ 20cmを 損1り 、同段差の西側部分の 13 5cm× 55cmの 範

囲が、 10 cmほ どの比高差をもって低くなっている。 14号竪穴建物においては、竪穴の四方にテラス

状施設を有する。南側はテ ラスといっても幅も狭 く段差状となってお り、「棚」といつてもよい。主

柱 とみ られるピットはみ られないが、北側テ ラスには柱穴 と思われるピ ットが 3基ほど検出されて

いる。内側の堅穴部の壁下には周溝が巡っている。北側テラスと内側竪大部床面との段差は約 10cm

を波↓る。

テラス状施設は、縄文時代の竪穴建物 に伴 う「ベ ッド状遺構」 と酷似 しているが、同 じ竪穴構造

をとる建物にしろ、縄文時代のものと平安時代のものを、 同一視 していいのか という疑問もあり、

本遺跡の報告では縄文時代のものを 「ベ ッド状」と従来の用語を使用 し、平安時代の ものは 「テ ラ

ス状」と呼んでいる。今後その機能の解明に向けた考古学的な新たな発見が期待 される。

(6)そ の他の施設について

その他の内部構造では、間仕切 りに伴う施設がある。本遺跡では 3・ 7・ 11・ 16・ 23・ 24・ 31

号竪穴建物で検出されている。 この間仕切りの施設は床面 に溝やピッ トとして確認されているが、
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竪穴の北束 llHお よび北西隅の一画 を仕切っているものがほとんどである。24号竪穴建物のように、

この仕切を境に床面が若干高くなっていた り、 31号竪穴建物のように浅 く掘 り窪められているもの

がある。 また 7号竪穴建物のように、テラス状施設内も仕切るものもある。仕切られた範囲内の床

面は、概 して軟弱であ り、 こうした状況は間仕切 り施設が検出されたほとんどの竪穴建物で確認さ

れている。この軟弱な床面の範囲に敷板や転根大が存在したのか、それらを実証す るような遺物は

確認されていないが、こうした事例の積み重ねも大切である。

竪穴建物の屋内区分利用の問題は、古 くか ら研究の俎上にのぼってきた。だがそれらは主に縄文

時代か ら弥生時代・古墳時代 にわたる主柱穴をもつ竪穴建物 に関 しての研究であ り、奈良時代以降

の無主柱穴竪穴建物 における資料分析は今後の課題である。 この問題は上屋復元 を含めた竪穴構造

論 と密接な関わ りがあり、両研究成果の相互批判の中か ら、よ りよい成果を導き出されることを期

待している。

以上、平安時代の堅穴建物 における内部施設について整理 を行 い、それらをめ く
゛
る問題点と展望

を述べてきた。山梨県 内ではこうした施設の検出事例はまだ多 くはないが、今後、事例の増加が進

んで当該期の竪穴建物像がよ り豊かになることを期待している。

第 4節 総 括

店舗建設に伴つて行われた石原田北遺跡の調査では、約6800面 の発掘調査区から、縄文時代、平

安時代、中世にわたる竪穴建物群が計40棟検出され、平安時代の竪穴建物群は、尾根頂部 ラインを

境 として東西に分かれ、それぞれの緩斜面上に南北に長く分布 している。一方、縄文時代の竪穴建

物群は、埋没谷 を挟んで北と南に分かれて分布 し、その間にピ ット (土 墳)群 が展開している。以

下に、今回の発掘調査で得られた成果と課題を述べて総括 としたい。

まず縄文時代では、縄文時代中期 に属すると思われる堅穴建物18棟 のうち 5棟 の竪穴建物か ら、

中期前葉新道 1式期か ら藤 内 1式期かけての良好な土器資料群を得ることができた。特に35号竪穴

建物では、新道式 1期から新道式 2期 および藤内式 1期の土器群が層位的に検証す ることができた。

また竪穴構造の点で も、甲府盆地では藤内新段階で埋甕炉から石囲炉へ移行が認められていたもの

が、八 ヶ岳南麓では、新道式段階で石囲炉がみ られるという事例 を提示することができ、これは他

地域 (長 野県)か らの影響が考えられており、当該期 の他地域 との交流 と、山梨県 内においても地

域差 を考える上で興味深い。

また今回は、縄文時代前期後葉の諸磯b式土器と中期前葉新道式か ら藤内式の上器群の胎土分析を

行った。その結果、前期諸磯b式段階では、八ヶ岳南麓における在地的土器は少なかった ものが、中

期段階に入ると在地的土器が多くなるという分析結果を得た。八 ヶ岳南麓地域 における当該土器群

の上器胎上分析は、今 まで実施 されてお らず、今回の分析データは今後の土器産地推定に向けての

貴重なデータと言える。

次に平安時代では、10世紀前半から半ばの遺構群と11世紀後半から12世紀初頭の遺構群が存在す

ることが明らかとなった。19棟 の平安期の竪穴建物の内、 12棟が前者、残 り7棟が後者となるが、
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表17 石原田北遺跡出土文字資料一覧表

土
点

出
地

版
号

図
番

番

号 器 質 器 種
載
別

記
種

釈 文
載
位

記
部

載
向

記
方

備  考

1竪穴 19図 1 土師器 不 墨 書 木 体 外 正位

1竪穴 20図 土師器 小型ロクロ嚢 墨書 □ 胴 外 墨痕あり、文字ではない

2竪穴 24図 黒色上器 ネ 墨書 □ 体外 正 位

2竪穴 24図 黒色土器 不 墨書 □ 体外

2竪穴 24図 土師器 不 墨書 □ 体外

2竪穴 24図 土師器 不 墨書 □ 体 外

2竪穴 24図 土師器 不 ? 刻書 □ 体外

2竪穴 24図 土師器 蓋 ヘラ書 □ 体外

2竪穴 24図 黒色土器 高台杯 ヘラ書 □ 体外 正位

3竪穴 29図 7 土師器 杯 墨 書 守 体外 正位 墨痕かすれる

3竪穴 29図 土師器 斥 墨書 □ 体 外 正位

3竪穴 29図 土師器 郷 墨書 部力 体 外 正位

3竪穴 29図 土師器 坪 墨書 □ 体 外 墨痕あり

3竪六 29図 黒色土器 不 墨 書 □ 体 外 墨痕鮮明

3竪穴 29図 上師器 ネ 墨 書 □ 体 外 墨疫あり

3竪穴 29図 黒色土器 不 墨書 □ 体 外

3竪穴 29図 土師器 不 墨 書 □ 体外 墨痕あり

3竪穴 29図 土師器 ネ 墨書 □ 体外 墨痕鮮明

3竪穴 29図 土師器 杯 墨書 □ 体外 倒位 墨痕鮮明

4竪六 33図 土師質 小型皿 ヘラ書 十カ 体外 正位

4竪穴 33図 須恵器 甕 ヘラ書 □ 胴 内 文字ではない

7竪穴 41図 1 土師器 郭 墨書
土 体 外 正位 土器のつくりはいびつ

7竪穴 41図 2 土師器 必 墨書 □ 体 外 正位 墨痕鮮明

7竪穴 41図 7 土師器 イ 墨書 □ 体 外 墨痕かすれる

7竪穴 41図 9 土師器 不 墨 書 □ 体外 油煙付着

7竪穴 41図 土師器 不 ヘラ書 □ 底 外

14竪六 65図 1 土師器 ネ 墨 書 □ 体 外 正位

14竪六 65図 2 土師器 杯 墨 書 中 体 外 正位 黒色土器系、墨痕鮮明

14竪穴 65図 土師器 杯 墨書 □ 体外 倒位

14竪穴 65図 7 土師器 皿 墨書 山 体外 正 位 墨痕ややかすれる

14竪穴 65図 黒色土器 高台皿 刻書 □ 体 外 正 位 刻み浅い

16竪穴 71図 黒色上器 杯 墨書 □ 体外 正位 墨痕鮮明

21竪穴 00図 l 土師器 杯 墨書 入・入 体 外 倒位 縦位に併記している

21竪穴 90図 土師器 杯 墨書 □ 体外 正 位 墨痕かすれる

23竪穴 95図 土師器 杯力皿 墨書 □ 体 外 墨痕あり

23竪穴 95図 7 土師器 杯 ? 墨書 □ 体 外 正 位

24竪穴 101図 黒色上器 郭 墨書 中・中カ 体外 横位 甲斐型土器系、墨痕かすれる

24竪穴 101図 土師器 不 墨書 回 体外 墨痕あり

24竪穴 101図 11 土師器 杯 ヘラ書 □ 体外 正位

24竪穴 101図 12 土師器 系 墨書 □ 体 外 正 位

24竪穴 01図 土師器 然 墨書 □ 体 外 正位

24竪穴 01図 土師器 杯 墨 書 □ 体 外 墨痕鮮明

24竪穴 101図 黒色上器 議 墨書 □ 体外 正位

19ピ ット 200図 1 土師器 不 刻 書 □ 体 外

102ピ ット 203図 1 黒色土器 不 墨書 □ 体外 墨痕あり、文字か?

17溝 220図 7 黒色土器 杯 墨 書 □ 体 外 墨痕あり

遺構外 231図 土師器 鉢 墨書 □ 徳 外 墨痕あり、A21B18 Grid
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を余儀なくされたのか、当時の社会的背景についても留意 しなくてはな らない。

平安時代の出土遺物で特筆すべき遺物は少ないが、その中でも墨書土器や刻書土器、ヘ ラ書土器

等の出土文字資料の存在があげられる (第 258図 、表 17参 照)。 10世 紀前半か ら半ば の上器群 に主

に記 され るが、判読できる文字は少ない。墨書土器で判読できる文字 としては、 1号竪穴出土の

「木」、 3号竪穴出土の 「守」、 7号竪穴 出上の 「吉」、14号竪穴出上の 「中」「山」、 21号竪穴出上の

「入・入 J、 24号竪穴建物出上の 「中・ □ (中力)」 等で、ヘラ書土器では、 4号堅穴 出土の 「十」等

の文字あるいは記号がみ られる。刻書土器では判読できる文字・記号はなかった。墨書土器等 にみ

られる文字群は、他の集落遺跡でも一般的にみられる内容 と言える。ただ、14号竪穴と24号竪穴の

「中」のよ うに、竪人間での共通文字がみられる ことか ら、両堅穴建物の住 人の間には、何らかの有

機的な関連が想起でき、竪穴建物の同時存在を探る一つの手がか りとなろう。

墨書記銘は、土器の体部外面に、正位に記されるものが多 く、食器としての常態の使用時を意識

していたと思われる。これら塁書が記 された土器をみると、油煙が付着 しているもの もあ り、灯明

具 として使用された土器 も混在している。 これは墨書土器の使用方法のあり方を示唆 していると言

え、灯明具を使用す る何らかの祭祀的行為が推測できる。

さて中世段階では、石原田北遺跡第 1次 調査で 3棟検出されていた方形竪六状遺構が、今回の調

査でも検 出された。 15号竪穴建物が該当す るが、39号竪穴建物も遺構上部が大きく削平されている

が、その可能性が考え られる。 いずれも出土遺物がな く時期決定ができていないが、 14世紀後半以

降の所産 と思われる墓墳 (34号 ピ ット)が検 出されていることや、11号溝から13世紀 中葉以降の手

づ くね土器が出土していることか ら、 こうした遺構や遺物の存在が、本遺跡における方形竪穴状遺

構の所属年代の参考にもなろう。

また、調査区南側 に展開す るピ ット (土 墳)群のあ り方は、注 目する必要があろう。当該ピ ット

(土墳)群には、馬歯が出上したピッ ト (土墳)が 3基存在し、 3基のピ ットにおける馬歯の出土位

置から、各ピッ トともに馬一体丸 ごと埋葬されていたと考え られ、馬歯の鑑定からもかなり若い馬

であることが指摘されている。一方、馬歯が出土 していないピットの中には、馬歯を出土 したピッ

ト (土 墳)と、形態や土層の地積状況が類似するピッ ト (土 墳)が多数存在 している ことから、当

該エリアに展開するピッ ト (土 墳)群では、馬の埋葬にかかわるピッ ト (土 墳)が主体 を占めてい

たと推測で きる。

しかしなが ら、いずれのピ ットにおいても、時期決定できるような出土遺物がなく、時代が特定

できていないという課題も残つている。同ピッ トを埋める覆上が、近世以降に埋まった と考えられ

る10号清 の覆土の上質 とは明らかに異なることから、近世以前の可能性が高いということしか言え

ない。

いずれ にしても、平安時代もしくは中世段階の他の遺構群と当該ピッ ト (土 墳)群 の間には、何

らかの有機的関連があったと思われる。当該エ リアは、調査区内において高燥な土地条件にもかか

わ らず、縄文時代、平安時代、中世を通して竪穴建物は 1棟 も構築されていないエ リアであ り、縄

文時代の集落形成期 当初から続いている。 このエ リアが物理的な要因か ら居住に適さなかった場所

だったのか、あるいは生産域や墓域であつた可能性等 も考え られる。
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以上、 まとま りのない総括 となって しまったが、最後に、夏場の炎天下や大雨で水没してしまっ

た遺構からの水の汲み出 し、さ らに冬場の雪が混 じる厳しい八 ヶ岳嵐の中、黙々と発掘作業に従事

していただいた発掘スタップの方々、そ して報告書刊行に向けて整理作業に従事 していただいた整

理スタ ッフの方々をはじめ、発掘調査か ら報告書刊行 にかかる整理作業において、 ご協力、 ご指導

を賜った関係諸氏、関係諸機関には厚く御礼申しあげます。そ して本報告書が、八 ヶ岳南麓地域の

歴史 を編む一資料として、有意義に活用されることを念願し、結語 としたい。

(言主〉
註 1 須玉町教育委員会 1988『西川遺跡』須玉町教育委員会文化則報告第 5集

註 2 櫛原功―・平野修他 1999『上 ノ原遺跡』上 ノ原遺跡発掘調査団

註 3 山下大輪「原町農業高校前遺跡」『山梨考古』第 78号  山梨県考古学協会

註 4 埼玉県埋蔵文化財調査事業国 1944 『樋 ノ下遺跡』埼玉県住宅供給公社 リバーサイ ド玉淀建設事業関係埋蔵文化財発掘調査報

告書 埼玉県埋蔵文化財調査事業団報告書第135集

註 5 八田村教育委員会の斎藤秀樹氏には、発掘調査現場においてお忙しい中、数 々のご教示をいただいた。厚 く御礼申し上げたい。
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1 1号竪穴建物 全景 (西側より)
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5 2号竪穴建物 全景 (西側より)

2 1号堅穴建物 語

4 1号竪穴建物 階段状施設
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7 3号堅穴建物 全景 (西側より) 8 3号堅穴建物 宅



図版3

1 3号堅穴建物 階段状施設

3 4号竪穴建物北東コーナー 遺物出土状況
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1 6号竪穴建物 全景 (西側より)
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1 3号・4号溝全景 (南側より)
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遺 跡 概 要

ふ りが な いしはらだきたいせき

遺 跡 名 石原田北遺跡

所 在 地 山梨県北巨摩郡長坂町大入田字石原田166番地外

地 図 名 国土地理院25,000分の 1地形図 若神子

位 置 耳ヒ和宰  35°  49′  43.2501″  ///切臣准蚤 23/ 36.4425″

標 高 702.5rn

市町村コード 19405

調 査 原 因 店舗建設工事

調 査 期 間 平成10(1998)年 7月 13日 ～平成11(1999)年 6月 30日

調 査 面 積 6,870m2

主 な 時 代 縄文時代/平安時代/中世

主 な 遺 構
縄文時代竪穴建物18棟/平安時代竪穴建物19棟/中世および不明竪穴建物 3棟/時期不明

掘立柱建物 1棟/縄文時代～近現代 ピット293基/埋設土器 1基/近現代溝20条 /旧河道/
風倒木痕 3箇所

主 な 遺 物

縄文時代土器、石器 (打斧、磨斧、石鏃、石錐、石棒、凹石、石皿、玉など)、 土製品 (ミ

ニチュア土器、土偶、土製円板 など)/平 安時代土師器 (墨書土器、刻書土器、ヘラ書土

器あり)、 須恵器 (転用硯あり)、 灰釉陶器 (転用硯あり)、 鉄製品 (刀子、兵庫鎖など)、

石製品 (砥石、筵編石など)/中世銭貨 (洪武通費など)等

特 記 事 項

縄文時代早期押型文土器片/縄文時代前期諸磯b式期の竪穴建物/縄文時代中期前棄新道式

期～藤内式期にかけての竪穴建物群 と土媛群/竪穴壁外柱穴や棚状施設・階段状施設・テ

ラス状施設を伴う平安時代中期 (10世紀代、礎石建物 もあり)の竪穴建物群と平安時代末 (11

世紀後半～12世紀初頭)の竪穴建物群、平安時代以降のウマの墓墳/中世の竪穴建物 (方

形竪穴状遺構)と ヒ トの墓娠、中世以前の旧河道跡淋電文時代中期前葉土器群土器】台土分析

/炭化種実同定および炭化材樹種同定分析/獣骨同定分析
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